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　　　　一




「───次期国王に相応ふさわしいのは、何と言っても第一王子であるラルフシオン殿でん下かだ」

「第二王子のクラウシオン殿下も同い年だ。軍に所属され常に国を守ろうとなさっている、クラウシオン殿下こそ国王の器うつわをお持ちと言えよう」

「器と言うなら、まさしくラルフシオン殿下だ。思いやりに溢あふれ、品のある物もの腰ごしはまさに国王の威い厳げんに満ちて……」

「無礼な！　それではクラウシオン殿下には品がないと!?」

「そんなことは申し上げておらん！　……まあ、少し元気が余っていらっしゃるとは思うが」

「国王たる者、そのくらいの威い勢せいがなければ！」

「いやいや、諸君。国王にもっとも必要な資質というのは───」

　イゼリア国の王位継けい承しよう論争は、いまに始まった話ではない。

　しかし、ここに来てそれぞれの派は閥ばつが過熱し、激しくぶつかりあうようになったのは、いままさに、国王の命の灯ともし火びが消えようとしているからだ。

　イゼリア国王、危き篤とく。

　そのひそやかな報しらせは、宮きゆう廷てい中を大きく震ふるわせた。

　国王はこのところ病がちであり、つい先日も原因不明の疫えき病びように倒たおれた。どんな薬も効かず、王宮仕えの医師や調薬師たちが匙さじを投げかけたとき、小さな村の見習い調薬師であるシェリルが持参した薬のおかげで快復したのだ。

　当然その際も王位継承問題は論じられていたのだが、白熱する前に国王の容態がおさまったため、何となく宙に浮ういた状態で終わった。

　そもそもの問題は、イゼリアの王太子が正式に定まっていないことにある。

　イゼリアには歳の近い王子が三人いるが、いずれも妾しよう妃ひが産んだ子だ。そのうちの一人が王太子になる筈はずだが、王子たちが成人したいまも、何故なぜか国王は指名をしないままでいた。

　その理由を国王は口にしない。甲こう乙おつつけがたいというのも理由の一つだろうが、王おう妃ひカテリナを気き遣づかってのことだろうと多くの者は推測している。

　カテリナはかつて、他ほかの妾妃よりも早く子を宿したのだが、残念ながら流産してしまった。以来、懐かい妊にんすることのなかったカテリナの立場を思いやって、というのが一いつ般ぱん的な見方だ。

　その繊せん細さいな問題ゆえに大臣たちもあまり口出しが出来なかったのだが、国王の大きな仕事の一つに、国を次代に引き継つぐというものがあると考えれば、王太子を指名することなく倒れた国王も、その国王の我が儘ままを結果として許した形にある近臣たちも、責任は重いと言えよう。

　いずれにせよ、イゼリアはいま国として重大な節目を迎むかえようとしている。

「───こんなときに王宮を離はなれて良いんでしょうか」

　シェリルは、心配になって尋たずねた。

　第三王子アレクシオンの側近《四誓フオース》の一人であるが、つい最近、王宮仕えの調薬師に認められた。本来であれば調薬師として、危篤中の国王の治ち療りようから離れて良い筈はない。

「良いさ。どうせ治療どころか、口出しだってさせてもらえないんだろ？」

　同じく《四誓》であるサリオに悪戯いたずらめいた目を向けられたシェリルは、黙だまり込んだ。

「図星なんだ」

　くすりと優美に笑って首を傾かたむけたルーカスの首筋から、銀色の髪かみが一筋こぼれる。彼もまたアレクシオンの《四誓》である。

「だからと言って、どうして僕まで一いつ緒しよに行かなくちゃいけないんですか」

　四人いる《四誓》の最後の一人、ヴァルトが不満げに言いながら、童顔を強くしかめた。

「なるほど、少年は主君であるアレクの命令に不満なわけだ」

「アレクの言うことなら命かけて何でも聞きますという普ふ段だんの態度、ありゃ見せかけか」

　裏表があるって嫌いやだねえ、とサリオとルーカスが顔を見合わせて首を大きく横に振ふると、ヴァルトは顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「違ちがうッ！　僕はただ、こんなときにアレクシオン様のお側そばを離れたくなくて……」

「しーっ。馬がびっくりするだろうが」

　サリオがたしなめると、ヴァルトは急いで口を両手で押さえた。

　彼らがいるのは、王都イゼルでも下イゼルと呼ばれる商業地区で、勢いのある商人として名を馳はせるロビンが所有する廏きゆう舎しやだ。ロビンが馬好きということもあって駿しゆん馬めを揃そろえており、いまシェリルが鬣たてがみを撫なでてなだめているのも蘆あし毛げの美しい良馬である。

「真ま面じ目めな話、シェリルだけなら陰かげ口ぐちを言われそうだが、この人も一緒だから良いだろ」

　そう言ってルーカスが指さした先では、背の高い男が馬の餌えさである青草を手にとって鼻を近づけていた。

「ふむ。香かおりが強すぎない、良い草だ」

「ニクラス先生……」

「さすが大商人ともなると、馬の餌にかける金も違うなあ」

　のんびりと感想を述べているニクラスだが、王宮仕えの調薬師では副長を務めるほどの技量と人望を持つ男である。調薬師長であるホルガーと比ひ較かくして「劣おとるのは家いえ柄がらと金だけ」と囁ささやかれているが、ホルガーに睨にらまれるのを恐おそれてか、その声は表までは大きく響ひびいてはこない。

　このニクラスに、シェリルは何度助けられたか分からない。

　国王の病を治したシェリルに嫉しつ妬として何かにつけ嫌がらせをするホルガーから、毎回さりげなく庇かばってくれるのはニクラスだ。そもそもシェリルが王宮仕えの調薬師になるための試験に合格できたのも、シェリルの実力を認めた彼が上手に立ち回ってくれたおかげだった。

「ん？　私が何か？」

　シェリルたちの視線に気づいたニクラスが瞬またたく。

「本当に良いんですか？　ニクラス先生。私はともかく、先生まで王宮を離れて」

　国王の治療において、副長のニクラスが重要な役割を担になっているからというだけではない。シェリルを庇うせいで、ホルガーのニクラスに対する態度は急激に悪化している。

　ニクラスは「もとからだよ」と笑うが、ここで治療の場から離れたりしたら、ホルガーの攻こう撃げき材料を増やすだけではないだろうか。

　だがニクラスは、心配するシェリルに平然と答えた。

「私も君も、国王陛下の病を治す立場というのでは同じだよ。それに、今回のメリナ村行きは陛下の治療に役立つかもしれない薬草を採りに行くのが目的で、ちゃんと師長にも許可は得ているから大だい丈じよう夫ぶさ」

　するとサリオが言った。

「そんな許可を出した覚えはないと、後から言うんじゃないか？」

「それどころか、私は止めたんだ、とか言いかねないぜ」

　ルーカスも皮肉げに唇くちびるの端はしを上げる。

　否定する材料を持たないシェリルが、不安を増した目でニクラスを見上げたときだ。

「───そのときは俺の指示だと言えばいい」

　背後からの声に、シェリルは弾はじかれたように振り返った。

　廏舎に入ってきたのは、シェリルの主君であるアレクシオンだった。後ろには、ロビンが控ひかえている。

　薄うす暗ぐらい廏舎の中に光が差し込んだように感じるのは、シェリルだけだろうか。

　すらりとした身体からだを平服に包んだアレクシオンには何の飾かざり気もないのに、その際きわだって優すぐれた容姿と身にまとう空気だけで、彼がもう特別な存在であることが分かる。

　アレクシオンの面おも白しろいところは、街中など人目につく場所ではその圧あつ倒とう的な存在感を綺き麗れいに消してしまうことが出来るのに、親しい者だけがいる場ではそういった意識が働かないらしく、彼の持つ本当の光が溢れかえってしまうことだ。

　サリオいわく「威厳の無む駄だ遣づかい」だそうで、ルーカスは「色気の無駄遣い」と言い、ヴァルトは「色々な意味で勿もつ体たいない」と嘆なげきつつ毎回うっとりと見とれている。

「殿下」

　膝ひざを折って敬意を示そうとしたニクラスを片手で止めたアレクシオンは、シェリルの前で足を止めた。

　見下ろしてくる蒼あおい瞳ひとみと視線が交わった瞬しゆん間かん、シェリルの鼓こ動どうはとくんと跳はね上がる。これはいつものことだ。
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　シェリルにしてみれば、アレクシオンが他者に対して気配を消していようがいまいが、目の前の光には目を細めるしかない。ただ最近不思議なのは、アレクシオンもまた、シェリルに視線を向けるとき、ほんの一いつ瞬しゆんだが眩まぶしそうに目を細めることである。

（……国王陛下を案じる心労が目に来ているのかしら）

　サリオやルーカスが聞いたら腹を抱かかえそうな見当外れの心配をしているシェリルをよそに、ヴァルトが首を横に大きく振って声を上げた。

「いけません、アレクシオン様！　わざわざご自分に不利になるようなことはなさらないでください！」

「不利？」

　聞き返したニクラスにヴァルトが答えるより早く、サリオが肩かたをすくめる。

「気にしなくていい。こいつの頭はいま、王位継けい承しよう争いでいっぱいなんだから」

「アレクには、まったくその気がないのにな」

「ついでに周りもまったくその気はないのにな」

　ルーカスが言い、二人は顔を見合わせてわははと笑う。

　いつもならそこで激しく抗こう議ぎをするのはヴァルトだが、「いえ」と先に異議を申し出たのは意外にもニクラスだった。

「アレクシオン殿でん下かのお心は存じ上げませんが、周囲は少し変化が出ているようですよ」

　見返してきた一同に向かってニクラスは言う。

「アイネ様が毒を盛られた一件で、アレクシオン殿下の人気は令れい嬢じようたちの間で急きゆう上じよう昇しようしましたが、先日離り宮きゆうで催もよおされた宴うたげに侵しん入にゆうした賊ぞくを殿下自ら撃げき退たいされてからは、殿下を賞賛する声が強くなっていると、私ごときの耳にも入ってくるほどです」

　ニクラスの言葉にヴァルトが「そうでしょう！」と胸を張ったが、宴での事件を思い出したシェリルはそのときの恐きよう怖ふを思い出して、小さく身を震ふるわせた。

　アレクシオンの帰国と《四誓》の選定を内々に祝う宴に、護衛兵に偽ぎ装そうした賊が侵入したのは、十日ほど前のことだ。

　賊は王おう妃ひカテリナと側にいたシェリルを人ひと質じちにとったのだが、危害を加える前に制圧された。その立役者が、他ほかならぬアレクシオンだった。

　アレクシオンが卓たく抜ばつした武術を会え得とくしていることは、殆ほとんどの者が知らなかったらしい。途と中ちゆうからともに賊に立ち向かった第二王子のクラウシオンさえ、一瞬で賊を倒たおすアレクシオンの技能に目を見張っていたのだから、その場にいた貴族たちは尚なおのこと、驚きよう嘆たんの声を上げた。

　そのことをヴァルトなどは誇ほこらしく思うのだろうが、シェリルは違う。

　自分を庇いながら賊と戦うアレクシオンの無事を、あのときシェリルは必死に祈いのった。彼を目がけて振り下ろされる剣けんに、何度心臓が冷たく縮んだことだろう。

　戦いが終わった後も、身体の震えが止まらなかった。

　───案じるのは、《四誓》として主君を案じているだけか。

　そのときかけられたアレクシオンの言葉がふいに甦よみがえり、シェリルは息をつめた。

　同時に思い出す。

　強く抱だきしめる腕うでと、そのぬくもり。

　耳元で聞こえた、ささやかな吐と息いき。

（……駄だ目め……っ）

　身体だけでなく心まで、熱く震える。

　そんな自分を絶対に晒さらしてはいけない。

「……シェリル？」

　知らず頰ほおを赤く染めていたシェリルに気づいたアレクシオンが、そっと身を屈かがめて心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。心が吸い込まれていくような瞳の蒼が、間近に迫せまった。

（きゃーっ！）

　シェリルの心の叫さけびが聞こえたのかどうか、苦く笑しようしたサリオがアレクシオンの腕をつついた。

「周囲の思おも惑わくはともかく、この時期に王宮を長く離はなれること自体はまずいから、馬車じゃなく馬でメリナ村へ行くことになったんだろ。だったら、シェリルたちを早く出発させたほうが良いんじゃないのか」

　サリオがそう言うと、アレクシオンは静かに頷うなずいた。そしてシェリルに目を向けて言う。

「……本当に馬で大丈夫か？」

　まだ少し頰に赤みを残しながらも、シェリルはしっかり頷いた。

「私、乗馬は得意です」

　それを聞いたルーカスが、ああ、と頷く。

「そういや最初に会ったときも、雨の中シェリルは馬を飛ばしてたんだよなあ」

「走るのも速いし、案外お転てん婆ばなんだよ、シェリルは」

　サリオもそう言って笑う。だがアレクシオンだけはまだかすかに眉まゆを寄せているので、シェリルは笑えみをおさめた。

「あの、シオン……？」

　見下ろしてくる眼まな差ざしの意味は分かっている。

　シェリルは言った。

「私、絶対無理しないから。……ちゃんと無事に、夕方までに帰ってくるから」

　その後に続けたかったのは、信じて欲しい、なのか、安心して欲しい、だったのか。

　たぶん、両方だ。

　その静かな立ち居振ふる舞まいからは想像できないくらいの強さを持つアレクシオンだが、だからこそと思われる優やさしさが、彼の内側に潜ひそんでいる。

　ふだんは穏おだやかなその水面が波打つときは、決まって自分ではなく他人を案じてのことだと、シェリルは知っている。

「───約束できるか」

　アレクシオンが尋たずねるので、大きく頷く。

「それに、ほら。ヴァルトに一いつ緒しよに行ってくれるように言ってくれたでしょう？　何かあったらきっと、ヴァルトが守ってくれるもの」

　それを聞いたヴァルトが顔を赤らめた。

「あ。照れた」

「お世辞でも褒ほめられたことがないから」

「う、うるさい！」

　からかうサリオとルーカスに牙きばを剝むいたヴァルトに、シェリルが慌あわてて言う。

「お世辞じゃなくて、本当に頼たよりにしてるの」

　え、と振ふり返ったヴァルトにアレクシオンも言う。

「俺のかわりにシェリルを守れるな？」

「は───はい！　い、命に代えても！」

　だがシェリルは青ざめた。

「駄目です、そんなの！　私よりも、ちゃんと自分自身を一番に───」

「いいって、シェリル。いま少年は幸福の絶頂なんだ」

　サリオが言うように、ヴァルトは「アレクシオン様のかわり……」と、アレクシオンの言葉を何度も反はん芻すうして、うっとりと天てん井じようを眺ながめている。

「ま、あれでもアレクの《四誓》だし」

「俺たちのように洗練されてはいないが、あれで案外使えるから、護衛兵を引き連れて行くよりは良いと思うぜ」

　なんだかんだと茶ちや化かしながらも、根っこのところではヴァルトを信しん頼らいしているらしいサリオとルーカスの言葉に、シェリルは少しほっとした。

　これから赴おもむくシェリルの故郷であるメリナ村は、馬を駆かけさせれば二時間ほどで到とう着ちやくする距きよ離りにある。さほど心配することでもないのだが、宴の件に加え、いまの状じよう況きようが状況だけに、アレクシオンが案じるのも無理はない。

「頑がん張ばって明るいうちに戻もどってきます」

　シェリルはそう言いながら、ロビンから借り受けることになっている馬の手た綱づなを引こうとしたが、先にアレクシオンが手綱を摑つかんだ。

　そのまま廏きゆう舎しやの外へ馬を出すアレクシオンの後を、シェリルは急いで追いかける。

　廏舎の表口は人通りが多いため、裏口から出る。そこはロビンの扱あつかう荷の積み卸おろしをする広場になっていて、大勢の男たちが忙いそがしそうに立ち働いていた。

　馬を引き出してくれたアレクシオンに礼を言って、シェリルは鐙あぶみに足をかけた。するとアレクシオンがシェリルの腰こしに手をやり、軽々と持ち上げて鞍くらに乗せてくれた。

「ありがとう」

　もう一度礼を言って手綱を握にぎったシェリルの手を、アレクシオンが上から握った。

（え）

　どくんと跳はね上がった鼓こ動どうが胸を突つき破るかと思ったのは一いつ瞬しゆんだ。アレクシオンの真しん摯しで強い眼差しを受けた瞬しゆん間かん、シェリルはいまの自分がなすべきことを再さい確かく認にんした。

　アレクシオンの瞳ひとみを、強い意志を込めて見つめ返す。

「国王陛下のお役に立てる薬草を必ず持ち帰ります」

　アレクシオンは瞬またたき、そして小さく頷いた。

「……頼たのむ」

「───はい……！」

　アレクシオンの手が離れると、シェリルは馬上からアレクシオンに一礼した。それからサリオとルーカス、そしてロビンに向かっても頭を軽く下げた。

「……行ってきます！」

　決意に顎あごを引き上げて、馬の腹を強く蹴ける。

　周囲の人々たちが驚おどろいて顔を上げるくらいの速さでシェリルが馬で駆け出すと、その後を急いでニクラスとヴァルトが追いかけた。

　たちまち姿が見えなくなったシェリルたちを見送ってから、サリオが笑みを引いてアレクシオンに近寄った。ロビンが辞去するのを待って、尋ねる。

「───シェリルの仮説、どう思ってる？」

　アレクシオンはちらりとサリオを見た。

「……シェリルは何も言ってない」

「そりゃお前を気き遣づかってはっきり言わないが、分かってるくせに。それにニクラスとかいうあのセンセイだって、シェリルと同意見だから一緒に行くんだろ」

「俺も支持するね」

　ルーカスもそばに来て言う。

「理由は簡単。───もし俺が逆の立場ならそうするし、それが出来るからだ」

　そう言って笑ったルーカスの薄うす緑みどり色の瞳に、ぞっとするような冷たい光が走った。

「お前が言うと洒落しやれにならない」

　サリオは軽い口調でそう言うと、アレクシオンの肩かたを叩たたいた。

「分かりきったことを聞いた俺が悪かった。……その線で、俺も動くぞ？」

　アレクシオンは無言だったが、否定はない。

　サリオは勝手に頷いて、ルーカスに目を向けた。

「シェリルの仮説が正しいとなると、いつも以上にお前に働いてもらうぜ」

「了りよう解かい」

　片手を上げてから、ルーカスが呟つぶやく。

「……平和な時間も、案外短かったな」

「これまでの人生を思えば、長かったと言えるんじゃないか？」

　サリオが言うと、ルーカスはかすかに笑った。

　アレクシオンは何も言わず、シェリルたちが駆け去った方向に目を向けた。

　彼の視線の先には、賑にぎやかな通りがある。人々や荷を積んだ馬車が忙しそうに行き交かい、その度たびに埃ほこりが舞い上がった。

　彼らの誰だれも国王の状態を知らず、彼らなりに波はあるがいつもと同じ日常を、懸けん命めいに生きようとしている。

　しばらく民たみの様子を見つめていたアレクシオンだが、やがて踵きびすを返した。

「王宮に戻る前に、ロビンと話をする。例の件の進しん捗ちよくを聞きたい」

「ああ、それなら───……」

　サリオとルーカスとともにアレクシオンがロビンの屋や敷しきに戻った頃ころ、メリナ村へ向かう街かい道どうを馬で駆けていたニクラスは、隣となりを走るシェリルに呼びかけた。

「───アレクシオン殿でん下かと君たちは、いつもあんな感じなのかな」

「？」

　目で問い返したシェリルに、ニクラスが言う。

「特別な絆きずなで結ばれている《四誓》で親しいとはいえ、敬語もなく、名前も略して呼ぶなんて驚きだ。他ほかの王子殿下では、まずあり得ないと思うんだが」

「ええ、異常なんです」

　真顔で頷うなずいたのはヴァルトだ。

「そういえばヴァルト様だけは違ちがいましたね」

　ニクラスが年少のヴァルトに尊そん称しようをつけるのは、《四誓》は王族並みの待たい遇ぐうが許されているからだ。シェリルに対してそれをしないのは、調薬師という括くくりでは彼がシェリルの上司に当たるからで、シェリルも自分を他の調薬師と同じように扱ってくれと頼んでいる。

「言っておきますけど、僕が礼れい儀ぎをわきまえているからで、あいつらよりアレクシオン様と親しくないとか、そんなんじゃないですからねっ」

「勿もち論ろん、承知しておりますよ」

　ムキになっているヴァルトにニクラスは苦く笑しようしながら、シェリルの方を向いた。

「君も殿下をシオンって呼んでいたね？」

「あれは、最初に会ったときの名残なごりで……」

　説明をしかけたシェリルは、ふと思った。

（ランス村の疫えき病びよう。……そういえば他の村に伝でん播ぱしないか心配だったけど、一番近いメリナをはじめ、いまのところどこからも発病の話を聞かないわ）

　早期に病を抑おさえたのは確かであるし、村人たちにも他の村にはしばらく出向かないよう言い聞かせた成果なのだろうが、何かが引っかかる。

（何だろう。……）

　突とつ然ぜん馬上で黙だまり込んでしまったシェリルに、ニクラスは話せない事情があるとでも思ったのか、重ねて尋たずねることはしなかった。そしてしばらくすると、明るい声を出した。

「それにしても、アレクシオン殿下が私のメリナ村行きを許してくださって良かった。薬もそうだが、シェリルが尊敬してやまない『ミスカ先生』にこんなに早く会えるのだから」

　ニクラスの笑えみはどこか意味ありげだったが、シェリルは気にしなかった。この世で一番尊敬する師であるミスカと、王宮であらたに出で逢あった師のニクラスが顔を合わせたとき、必ず国王にとって良い調薬談義が交かわされると思うからだ。

（……先生たちならきっと、国王陛下をお助けできる……！）

　無意識に手綱を握る指に力が入る。

　そこからはひたすら無言で街道や山道を駆け抜ぬけ、いつもよりもずっと短い時間でメリナ村へ到着した。

「───ミスカ先生！」

　事前に知らせていた訳ではないので、突然飛び込んできたシェリルを見て、部屋の中で薬草の仕分けをしていたミスカは驚いて振ふり返った。

「シェリル？」

「ただいま、先生！」

　長身のミスカに飛びつくようにして抱だきついてきたシェリルを、戸と惑まどうように見下ろしたミスカだが、すぐに優美な唇くちびるが笑みの形になった。

「村になかなか帰って来ないから、約束が違うって、王子に文句を言いに行こうと思っていたところよ」

　シェリルの鳶とび色いろの髪かみを撫なでながら、冗じよう談だんめかしてミスカが言うと、シェリルはぱっと顔を上げた。

「来ていただきたかったです！」

「は？」

　ミスカが目を見開いたとき、開いた扉とびらの隙すき間まから緊きん張ちようした面おも持もちでヴァルトが顔を覗のぞかせた。

「あのう……僕も入って良いでしょうか」

「あら、いらっしゃい。シェリルの護衛？」

　これもミスカとしてはなかば冗談だったのだろうが、ヴァルトは胸を張って答えた。

「はい！　アレクシオン様に、僕が、託たくされた使命です！」

「……は？」

　シェリルは急いで言った。

「先生に会っていただきたい方を連れてきました。相談したいことがあって」

「相談？」

　シェリルは頷いてから、ミスカから離はなれて扉まで走った。

「ニクラス先生、どうぞ！」

「……ニクラス？」

　ミスカが眉まゆを寄せたと同時に、シェリルが大きく開けた扉からニクラスが入ってきた。

「やあやあ、どうも───……」

　にこやかというよりは、にやにやしながら入ってきたニクラスだが、ミスカを見た途と端たん、これ以上もないくらい大きく目を見開いただけでなく、顎あごが落ちるかというくらい口を開けた。

　ミスカもだ。

　妖よう艶えんで、微び笑しようをたたえていることの多いミスカだが、ニクラスが現れた途端、ぎょっとしたような顔で凍こおりついた。

「───……っ!?」

　二人ともが声なき絶ぜつ叫きようをしたという状態だが、シェリルとヴァルトはきょとんとしながらも、すぐに、ああ、と納なつ得とくしたような顔になった。

「うん、分かりますよ、ニクラス先生。僕も最初ミスカ先生とお会いしたときは、何というかその美しさに胸がドキドキ……い、いや、感動しましたもん」

「ラリサやエリスも、先生みたいに綺き麗れいになりたいって、いつも言ってるもの。あ、ラリサの叔母おばさまも『ミスカ先生は女性の理想』って言ってたっけ」

　ニクラスが、まだ大きくなるかというくらい目を丸くする。

「女性の理想!?」

　その声でミスカがやっと我に返ったらしい。

「───シェリル、ヴァルト。ちょっと待っててね」

　にこ、と、いつもの笑みを浮うかべると、立ち尽つくしているニクラスの腕うでをがしっと摑つかむ。

「こちらへいらして？」

　唇には微笑をたたえながら、目はまったく笑っていないが、シェリルとヴァルトからは見えない。そのまま強ごう引いんにミスカはニクラスを隣の部屋へ引きずり込み、扉を閉めると同時に、摑んでいた腕を払はらい落とすように離した。

　ニクラスも、そうなってからやっと自分を取り戻もどしたようだ。

「おま……お前、何があった!?」

「しっ！　隣に聞こえるだろうが！」

　ミスカが低い声で叱しかりつけると、ニクラスははっとして扉に目を向け、それからあらためてミスカを、上から下まで、まじまじと見た。

「……それで『ミスカ』か」

　ようやく落ち着いて納得した顔になってから、にやっと笑う。

「見習い時代に比べると、ずいぶん女装の腕が上がったじゃないか」

「うるさい。───シェリルには言うなよ」

「良いけど。……それ、本ほん性しようだったのか？」

「単に昔の自分を捨てるのにちょうど良かっただけだ。いまとなっては、本性かもな」

　ミスカは苦々しげにそう言うと、ニクラスを見た。

「シェリルには王宮調薬師時代の話はしてない。素す性じようもだ。……ちゃんと話を合わせろよ」

　ニクラスはくすりと笑った。

「我らが女神『ミスカ』様の仰おおせのとおりに」

「馬ば鹿か」

　ミスカはぷいと横を向くと、シェリルたちが待っている部屋の扉を開けた。

「───お待たせ。ちょっと懐なつかしくて、つい二人で話したくなっちゃったの」

　後ろから続いて出てきたニクラスが「……声まで変えられるのか」と小声で感心していると、ミスカは思い切りその足を踏ふみつけた。

　顔を背そむけて痛みに耐たえるニクラスに気づかず、シェリルは目を輝かがやかせた。

「先生たち、お知り合いだったんですね」

「共通の友人がいたの。それで。───そうよね、ニクラス？」

「そうそう。まあ親友だったと言って良いんじゃないかな」

　余計なことを言うなとミスカが視線を送る前に、シェリルが声を上げた。

「じゃあ、以前ニクラス先生がおっしゃっていた初はつ恋こいの人って、ひょっとして!?」

「そうそう───えっ!?」

　ニクラスをミスカはじろりと睨にらんでから、シェリルに向き直った。

「それより、私に相談って？　わざわざ王宮の調薬師副長を連れてきたのなら、大きな問題を抱かかえているんじゃないの」

「あ───……そうなんです」

　三人の表情が一いつ瞬しゆんにして曇くもったのを見たミスカは、ただならぬことと察したようだ。玄げん関かんの扉をぴっちり閉めてから、三人を奥の部屋へと通す。

　そこでシェリルは初めて、国王の状態をミスカに伝えた。

「───陛下が危き篤とく……」

　さすがにミスカも言葉をなくした。頰ほおも青ざめている。

「王宮仕えの医師と調薬師も全力を尽くしているんだが、正直なところ、埒らちが明あかない」

「噓うそおっしゃい」

　ニクラスの言葉をぴしゃりと抑おさえる。

「全力を尽くしているなら、新参者だろうが何だろうが、シェリルの意見も聞くべきでしょう。あのぼんくらホルガーに何が出来るって言うのよ」

「あれでも一応師長なんだが」

「いつから心にもない擁よう護ごをするようになったの、ニクラス。宮きゆう廷ていに染まるって嫌いやね」

　どこまでも手厳しいミスカだが、言われたニクラスはそれを楽しんでいるようにも見える。

　それで、とミスカはシェリルに視線を移した。

「お前は、どう見ているの。何か思うことがあるから、私のところに来たのでしょう？」

「───」

　ミスカの視線を受けたシェリルは俯うつむいた。

　安易に言葉として声に乗せられる内容ではなかった。アレクシオンにも言えなかったが、鋭するどいアレクシオンはおそらく気づいているだろうと思っている。

　───頼たのむ。

　ロビンの屋や敷しきを出るときに、アレクシオンがシェリルに言った一言。

　その短い一言に、どれだけの思いが込められていたのかと思うと、胸が締しめつけられる。

　国王は、シェリルにとっては敬うべき至高の存在だが、アレクシオンにとっては父親なのだ。実の父の命が危あやういいま、彼の中にある不安と悲しみはどれだけのものだろう。

（なのに、私の身まで案じてくれて……）

　胸の痛みを超こえて、泣きそうになる。

　シェリルは一度、くっと唇くちびるを嚙かんでから、顔を上げた。

「私は。…………国王陛下は毒を盛られているのではないかと思っています」

「───」

　初耳のヴァルトは目を見開いたが、事前にその意見を聞いていたニクラスは表情を変えなかった。そしてミスカもまた、頰がかすかに動いたくらいで、大きく驚おどろいた様子はなかった。

　だが、これはさすがに大おお事ごとだ。

　ミスカは息を吐はき、そしてシェリルを見つめ直した。

「……理由は？」

「……いくつかあります」

　まず、国王が倒たおれたのがあまりにも突とつ然ぜんだったこと。

　シェリルが与あたえた薬により疫えき病びようから快復して間もない時期だけに、栄養と投薬については医師たちが細かなところまで管理していた。国王の体調は安定しており、倒れる予兆は何一つなかったと聞いている。

　そしてその後の症しよう状じようだ。

「高熱が出た直後は、かなりお苦しみになったご様子ですが、間もなく殆ほとんど意識のない状態になってしまいました」

　意識を失うまでの間に当然投薬もなされたが、どんな薬も効かなかった。

　疫病のときとも似ているが、その際は小康状態を保つくらいは出来たのだ。

　シェリルの言葉を補足して、ニクラスが言う。

「王宮にはあらゆる薬が揃そろっている。いずれかの薬に何かしらの反応は見せても良いのだが、まるで水を飲ませているかのように、変化がなかった」

「悪くもならない？」

「ならない。本当に、何の手て応ごたえもないんだ」

「それと」

　シェリルは身を乗り出した。

「薄うすくですが、国王陛下の耳の後ろに赤い斑はん点てんがありました」

「!?」

「疫病の治ち療りようをしたときにはなかったものです。今回私は陛下の間近に寄ることが許されなかったので、ちらりと見えただけだったんですけど、ニクラス先生に確かめていただきました」

　ミスカがニクラスを見ると、彼は頷うなずいた。

「ただ、斑点自体は以前にも体調を崩くずされたときに出たことがある。だから、陛下の体質ではないかと医師たちや師長も言うのだが……」

「でもあれは、アイネ様に出た斑点とすごく似ています」

「アイネって？」

　そこでシェリルとニクラスは、貴族の令れい嬢じようであるアイネが茶会で毒を盛られた話をした。

「なるほど。それと関係しているなら、以前に斑点が出たときも実は毒を盛られていたかもしれないわね」

「……少しずつ試ためしていたと？」

「さあ。ただ、庭に植えられていた《カズラ》の件といい、王宮に何らかの陰いん謀ぼうが動いている可能性は───まあ、そんなことはどの国の王宮でも日常茶さ飯はん事じでしょうけど」

　ミスカはシェリルに向き直った。

「もしお前の読みどおりだとしたら、毒消しを試してみる価値はあると思うわ。お前は何が効くと思っているの？」

「アイネ様は直後に飲ませた《ジリフ》で快復しましたが、国王陛下の場合、既すでにお身体からだに毒がかなり回っていると思われるので《ミリカ》か、あるいは……《メヒュラ》と《シェナ》を混ぜてはどうかなと思うんですけど」

「───《メヒュラ》と《シェナ》か……」

「───おい、ちょっと待ってくれ」

　二人の会話を聞いていたニクラスが焦あせったような声を出す。

「その、《メヒュラ》とか《シェナ》っていうのは何だ？　もしメリナ特有の名であるなら、私でも分かる薬名で話をしてくれると助かるんだが」

　シェリルは困った顔でミスカを見た。ミスカは少し笑ってから、シェリルに言った。

「良いところに目をつけたわね。試す価値はあると思うわ。───《メヒュラ》ならお前の家に在庫があったでしょう。持ってらっしゃい」

「はい！」

　シェリルは椅い子すから立ち上がると、ニクラスに一礼してから部屋を飛び出していった。慌あわててヴァルトがその後を追いかける。

「───《メヒュラ》にも《シェナ》にも、別名なんてない」

　がらりと態度を変えたミスカがニクラスに言うと、ニクラスは目を丸くした。

「お前とシェリルが独自で作った新しい薬か!?」

「……正確に言うと、シェリルの母が考え、私が手を加え、シェリルが完成させた薬」

「シェリルの母？」

　ミスカはふっとため息をついた。その横顔が一いつ瞬しゆん翳かげり、ニクラスは息を止める。

　しばらく無言のときが漂ただよってもミスカが声を発しないので、ニクラスは囁ささやくように尋たずねた。

「……いくら調薬師といっても、シェリルが《ジリフ》なんて強い毒消しを持ち歩いているのも不思議だったが、それと関係あるのか？」

「……」

　それにもミスカは答えなかった。

　やがて部屋の外から、シェリルとヴァルトが戻もどってきた気配を察すると、ミスカは立ち上がった。そしてニクラスに振ふり向いて言った。

「……あの子の母親は、私たちが王宮で学んだ調薬術を上回る知識と技術を持っていた。そして、そのすべてを使って、毒消しの研究をしていた。その知識を私は受け継つぎ、シェリルに伝えた。───いま言えるのは、それだけだ」

　だから、とミスカは続ける。

「あの子が陛下の様子を見て毒を盛られたと疑ったのなら、可能性はかなり高いと思って良いだろう。……陛下を助けたいのなら、ニクラス。役立たずの名ばかり師長をお前が説得して、あの子を治療に加えるべきだ」

　そう言うと、啞あ然ぜんとして座ったままでいるニクラスを置いて、ミスカは扉とびらを開けた。




　　　　二




「───」

　何度目かに窓へ目を向けたアレクシオンに、地図を広げたテーブルの向かい側に立っていたサリオは思わず小さく噴ふき出した。

　振り向いたアレクシオンに、笑いながら言う。

「お前、それ自覚ある？」

「？」

　わずかに首を傾かたむけたアレクシオンに「何でもない」とサリオは手を振る。

　夕刻より少し前に、アレクシオンたちは王宮から再びロビンの屋や敷しきに戻ってきていた。

　シェリルたちが馬を返しに必ず立ち寄るので、王宮ではなくこちらで待とうと言い出したのはサリオだが、その言葉に即そく座ざに腰こしを上げ、屋敷の前の通りがよく見える部屋をロビンから借りたのはアレクシオンだ。

　まもなく日が落ちる。

　サリオの笑いを滲にじませた視線に気づきながらも、ついアレクシオンが窓に顔を向けかけたとき、扉を開けてルーカスが部屋に入ってきた。

「最悪だ」

　繊せん細さいな顔だちを少し歪ゆがめて、ルーカスはアレクシオンの隣となりの椅子にどかりと座った。

「宴うたげに侵しん入にゆうしてきた『黒爪』の残党。───レオって奴やつ以外、全員あのあと始末されてる」

　アレクシオンが目を向けると、ルーカスはひとつため息をついて言った。

「俺たちが奴らを捕とらえた後、護衛兵が連行していっただろ？　その後、逃とう走そうしようとしたのを阻そ止しした結果、という話らしいが、噓うそくさい」

「レオは？」

「逃にげた。あいつはアレクが情けをかけて無傷だったからな。護衛兵の手をすり抜ぬけたそうだが、それもなんだか怪あやしい」

　サリオが腕うでを組む。

「確かあいつら、離り宮きゆうで言ってたよな。自分たちの仲間のこと」

　レオが若き頭かしらとして率いていた盗とう賊ぞく集団『黒爪』は、調薬の腕を狙ねらってシェリルを攫さらったばかりに、アレクシオンたちによって家族もろとも一いち網もう打だ尽じんにされた。その中には、病や怪け我がで動けなかった者も大勢いた。

　アレクシオンの指示によって庇ひ護ごされた彼らは、イゼルの医師や調薬師の治療を受けることが出来たのだが、それがレオたちには正しく伝わっていなかったようだ。

　───待てよ、あいつらは皆みな殺ごろしにされたんじゃ……

　───助かったのか……？

　その呟つぶやきをアレクシオンたちは聞き逃のがさなかった。

「身元が身元だけに、イゼルに置くと厄やつ介かいごとになりかねないからって、ロビンが郊こう外がいの持ち家に患かん者じやたちをこっそり移しただろ。奴らが仲間の所在を知り得なかったのは仕方がないとして、それがなんで『皆殺し』につながる？」

「しかも、ちょっと調べれば真実は分かる筈はずだ。それなのに奴らは誰だれかから得た情報を鵜う吞のみにしたあげく、あんな愚ぐ挙きよに出た。───嵌はめられたんだ」

　サリオとルーカスの声には怒いかりが滲んでいる。彼らとは敵対した関係だが、その怒りはむしろ自分たちの仲間を踏ふみにじられたかのようだ。

　アレクシオンは椅子から立ち上がった。

　サリオとルーカスが口を閉とざしてアレクシオンを見る。

「……『線』になる前の、『点』───」

　低く呟いてから、アレクシオンは二人を見た。

「つながると思うか？　すべてが」

　アレクシオンが留学先のカナンから帰国して以来、様々なことが起きている。しかしそれらは、皮ひ膚ふをかすめた棘とげのような、どこか気になるというものもあれば、今回のように傲ごう然ぜんと道を塞ふさぐような陰謀であったりと、一つ一つは性質も大きさも異なっているように思える。

　たとえば『黒爪』だ。

　サリオの情報では、『黒爪』はイゼリアや周辺諸国で知られている盗賊集団の中でも規模は小さく、動きも地味な方だった。その『黒爪』とアレクシオンたちが関かかわったのは、偶ぐう然ぜん出で逢あったシェリルが彼らに調薬師の腕を狙われたからであり、もしあの日シェリルと出逢わなければ、一連の動きとも無む縁えんで終わった筈だ。

「……確かに、どれが本当の『点』なのか、見み極きわめる必要があるな」

　サリオが呟いたのを受けて、ルーカスが顎あごに手を当てた。

「まだ拾ってない『点』もあるんじゃないか？」

「どういう意味だ、ルカ？」

「考えてみろよ。俺たちはまだイゼリアに来て間もない。たとえばシェリルが見つけた、王宮の庭にあった《カズラ》。あれは以前から植えられていたんだろ？　あれも『点』の一つだとしたら、俺たちが知らない、気づいていないものがまだ沢たく山さんあってもおかしくない」

　なるほど、とサリオが頷うなずく。

「───問題は、『点』がつながったときの『線』が、誰に向けられているかだ」

　サリオは言いながらアレクシオンを見た。ルーカスも同様だ。

　自分に向けられた視線に気づいたアレクシオンが、少しだけ笑った。

「……狙う価値はない」

　そう言って、二人に背を向ける。

　幼い頃ころから母のステラに聞かされ続けてきた言葉を、アレクシオンは思い返した。

　───目立つことをしてはなりません。

　───ゆめゆめ王太子の座を望んではなりません。

　望まれたとおりに生きてきた結果なのか、あるいは元来の性質なのか。いずれにしても、アレクシオン自身に王位を継ぎたいという思いは一度も生まれず、むしろ、許されるのであれば煩わずらわしい宮きゆう廷ていから出て行きたいとさえ思う。

　そんな自分だから、サリオとルーカスの懸け念ねんは理解できるものの、発した言葉どおり、アレクシオンは陰いん謀ぼうの真正面に自分がいるとは思っていない。

　だが、だからといって現状を見ない振りは出来ない。

（……父上のいまの状態も、『点』の一つなのか）

　であれば、尚なお更さらだ。

　アレクシオンは静かに拳こぶしを強く握にぎり込んだ。

　王子としてではなく、息子むすことして。

　父の命を救い、守らねばと思う。

　───国王陛下のお役に立てる薬草を必ず持ち帰ります。

　ふっとシェリルの真しん剣けんな表情と声を思い出した。

　既すでにシェリルには一度、父の命を救われている。だがもしあの病が『点』の一つであり、彼女が現れたことによって形が崩くずれたとしたら───。

　想像したくもない可能性に思い至り、アレクシオンは唇くちびるを引き結んだ。そのとき、窓から見える空が、夕焼けの朱しゆ色いろからぼんやりとした紫むらさき色いろに変わりつつあるのをアレクシオンの肩かた越ごしに見たルーカスが呟いた。

「……ちょっと遅おそいな」

　その言葉に、アレクシオンの喉のどの奥が急に渇かわいてざらついた。

　無意識に窓に近づいて、硝子ガラスに手を当てる。

　すると視線の先、ロビンの屋敷の前で人を乗せた馬が一頭足を止めた。

　一いつ瞬しゆん期待したが、すぐに、頭からマントを被かぶったその人物が体格から男だと分かり、息を吐はく。そんな様子を敏びん感かんに察知したサリオとルーカスが隣に来て、外を覗のぞき込んだ。

「───誰だ？」

「おい。わざわざロビンが挨あい拶さつに出たぜ」

　馬から下りたその男は、マントの下に、布を巻いた長い棒状のものを斜ななめに背負っていた。慌あわてた様子で出てきたロビンは男に駆かけ寄ると、頭を何度か下げた。

　男が何かを言う。するとロビンは驚おどろいた顔になり、こちらを見た。

　その瞬しゆん間かん、はっきりと男の顔は見えなかったにもかかわらず、アレクシオンの脳のう裏りに何かが過よぎった。一方、サリオとルーカスは別のものを感じ取ったようだ。ぴり、と彼らの空気が一瞬にして張りつめるのが伝わる。

「……誰だ？」

　サリオの低い声は、先刻と同じ台詞せりふでありながら、響ひびきがまったく違ちがう。

「ただの商人や旅人じゃな───って、おい、アレク!?」

　アレクシオンは駆けるようにして部屋を出た。廊ろう下かを抜けて玄げん関かんに向かうと、ロビンに招かれて男が屋や敷しきの中に入ってきたところだった。

「あ」

　まさかアレクシオンが出てくるとは思っていなかったロビンが、焦あせったような顔になる。けれども男の方はまったく動じず、いかにも着古した様子のマントを無言で外した。

　隠かくれていた顔が露あらわになる。

　老人だ。だが、焼けた肌はだに深く刻まれた皺しわや、灰色に染まった髪かみと髭ひげが彼の身体からだに降り積もった長い歳月を語っているものの、鋭するどい眼光やのびた背筋はまったく逆の印象を与あたえる。

「───……出来る」

　追いかけてきたサリオとルーカスが、ぼそ、と自分の背後で呟くのを聞きながら、アレクシオンは老人のもとへ歩みを進めた。

　老人はアレクシオンよりは少し背が低かったが、見上げられるという感じはしない。

　アレクシオンは老人の前で立ち止まり、もう一度その顔を見た。そして黒々と光る眼めを見つめてから、ゆっくりと膝ひざを折った。

「アレク!?」

「殿でん下か!?」

　イゼリアの王子であるアレクシオンが床ゆかに片かた膝ひざをついて頭を下げたことに、サリオとルーカス、そしてロビンが驚きよう愕がくの声を上げる。だがそれにも老人は動じない。

「───お久しぶりです。……師し匠しよう」

　アレクシオンの言葉に、サリオとルーカスが目を丸くする。

「師匠!?」

「アレクの!?」

　老人はそこで初めて口を開いた。

「───儂わしを覚えておいでか」

「勿もち論ろん」

　老人の口元がかすかにゆるむ。

「お立ちくだされ。イゼリアの王子たるもの、軽々しく膝を折るものではない」

「師への敬意を示したまでです」

　そう言ってから、素す直なおにアレクシオンは立ち上がった。

「……大きくなられたな」

　老人の声に、アレクシオンが小さく笑えむ。それを見た老人の目に、意外そうな色が走ったが、アレクシオンは気にせずサリオたちに振ふり返った。

「俺に武術を一から教えてくださった方だ。───師匠、俺の《四誓》です。こちらがサリオで、こちらがルーカス。まだあと二人いますが」

　老人は目を細めて二人を見た。

「……またずいぶんと物ぶつ騒そうな《四誓》を選んだものじゃの」

「！」

　サリオとルーカスの目が光る。それをさらりと流して、老人はロビンに顔を向けた。

「おぬしに伝つ手てを頼たのもうと思っておったが、その手間が省けたな」

「ユアンさん。殿下とお知り合いだなんて一言も……」

「十五年も前の話じゃがの」

「十五年!?」

　ユアン以外の者の視線を受けて、アレクシオンが口を開く。

「指南を受けたのは俺が子供の頃、数年間だけだから」

「その後は別の師についたのか？」

「いや。そもそも師匠に教えていただいたのも内密にだったし、……実は名前もいま知った」

「はあ!?」

　アレクシオンはユアンと出で逢あった頃を懐なつかしく思い出した。

　ある日突とつ然ぜん、ユアンは現れたのだ。

　兄たちは武術の指南役として高名な剣けん士しや将軍を早くから側そばに置いていたが、アレクシオンの母ステラはそれを嫌いやがった。だからアレクシオンは、地面に落ちている棒切れを庭でくるくる振り回して遊ぶくらいしかしていなかった。

　ステラとアレクシオンに与えられた東の宮きゆう殿でんの庭で、頭上に広がる大樹の枝からこぼれ落ちる光を手のひらで受け止めていたとき、ふいに声をかけてきたのがユアンだ。

　───強くなる気はあるか？

　今にして思えば、妾しよう妃ひと王子の住む私宮の庭に、部外者がふらりと入り込める筈はずはない。母ではないとするなら、おそらく父の意志がそこにあったとは思うが、当時のアレクシオンはそんなことを考える年ねん齢れいではなかった。ただ、突然現れたユアンを見たとき、背筋に自然と力が入ったのを覚えている。

　そのときユアンはただ目の前に立っているだけだったが、そこから強い風が吹ふき付けてくるような錯さつ覚かくを覚えたのだ。宮廷の儀ぎ式しきで顔をあわせる将軍たちにもない、底知れぬ威い圧あつ感かんがユアンにはあった。

　───どうだ？

　再度ユアンに問われたとき、アレクシオンは咄とつ嗟さに答えていた。

　───生き抜ぬくのに必要なら。

　他ほかの答えならユアンがどうしていたのかは分からない。少なくともアレクシオンの返答を気に入ったのか、ユアンはそれから時折現れてはアレクシオンに武術の基き礎そを叩たたき込んだ。

　約束させられたのは二つ。

　教えられたことは必ず復習し毎日続けることと、ユアンに教わっていることは誰だれにも話さないということ。

　そして数年がたった頃ころ、彼は現れたときと同様、唐とう突とつにアレクシオンの前から消えた。けれどもユアンの教えはアレクシオンの身体の芯しんとなって残り、ユアンが見せつけた凄すさまじいほどの武術の記き憶おくを追うようにして、アレクシオンは一人で修練を重ねていったのだ。

「……数年で教え込んだ方も凄すごいが、それを一人で完成させるって……」

「空そら恐おそろしいガキだ」

　まだぶつぶつ言っているサリオたちに背を向けて、アレクシオンはユアンに向き直った。

「よろしければ、王宮にいらっしゃいませんか。子供の頃にはうかがえなかったお話も聞かせていただけたらと思います」

「いや」

　ユアンはそこで少し顔をしかめた。

「旧交を温めたくて隠いん居きよの場から這はい出てきたわけではない。むしろ逆で───」

　そのとき玄関の扉とびらの向こうで、馬のいななきと賑にぎやかな声が聞こえてきた。

「もうっ！　僕の言うことを聞かないから、すっかり遅くなっちゃったじゃないですか！」

「本当に悪かった。だがね、シェリルは分かってくれていると思うが、毒消しの効果を高める《ヒラム》を見つけたら摘つまずにはいられないよ。見てくれ、この見事な紫むらさき色いろの花を！」

「ニクラス先生、両手を離はなすと馬から落ちます！」

　その声が耳に入ると同時にアレクシオンはユアンに「失礼」と小さく声をかけると、その脇わきを駆かけ抜けて外に出た。

　薄うす闇やみが降りてきた中、屋敷の門番がかざす灯あかりに照らされたシェリルの横顔が真っ先に目に飛び込んでくる。

「───あ」

　屋敷から出てきたアレクシオンに気づいたシェリルの顔が、ぱっと明るく花開く。それを見た瞬しゆん間かん、アレクシオンの胸の奥にも小さな優やさしい花が咲さく。

　急いで馬から下りたシェリルは、アレクシオンの方へ駆けてきた。

「薬草、ちゃんと持ってきたわ。ミスカ先生も期待できるって……」

　嬉うれしそうにアレクシオンを見上げたシェリルだが、はっとした顔になって、頭を下げた。

「ごめんなさいっ。日が落ちる前に帰るって約束したのに」

　そう言ってからシェリルはそろりと顔を上げた。

「……心配させちゃった……？」

　シェリルの言葉を聞きながら、彼女のこめかみに小さな擦すり傷があるのを見つけた。

　傷を避さけてこめかみに指先で触ふれると、シェリルがぴくりと動く。

「……この傷は？」

「え？　傷？」

　反射的にそこへ手をやったシェリルは、まだこめかみに残されていたアレクシオンの手に触れてしまい、慌あわてて引っ込める。

「えと、薬草を採るために藪やぶへ頭を突つっ込んだから、そのときについたかも。でも全然痛くないし、擦り傷ならいつも出来るし、薬草は───」

　焦あせった様子で早口になったシェリルの言葉は、そこでぴた、と止まる。アレクシオンがこめかみに触れていた指先をいったん浮うかせ、そのまま掌てのひらでシェリルの頰ほおを包み込んだからだ。

　柔やわらかな感かん触しよくとそのぬくもりに、アレクシオンの胸の奥に咲いた花が甘くざわめく。

　シェリルと出逢ってから何度か似た感覚に襲おそわれているが、最近はそこに、違ちがうものが混ざるようになった。

　その正体に、気づかない振りをしてきたけれど。

「───シオン……？」

　アレクシオンの手に包まれた頰を赤く染めながら、シェリルがぱた、と瞬まばたいて見上げてくる。

　その姿に別の衝しよう動どうが走りかけるが、それを抑おさえたのは、じわりと滲にじんできた強い安あん堵どだ。

　かすかに息を吐はいてから、シェリルに笑いかける。

「……無事なら良い」
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　シェリルは目を見開き、それから無言で小さく頷うなずいた。

　アレクシオンも頷き返してから、少し離れた場所で立ち尽つくしているヴァルトに目を向けた。

「ヴァルト」

「は、はい！」

「ご苦労だった」

「───はいっ！」

　帰りが遅おそくなったことで怒おこられるとでも思っていたのか、泣き出しそうな顔から満面の笑えみにくるりと表情を反転させたヴァルトは、跳はね上がるようにして喜んだ。その隣となりでは、ニクラスが胸に手を置いて頭を下げている。

　アレクシオンはシェリルに視線を戻もどした。

「悪いが皆みなと先に王宮に戻っていてくれ。……俺はここで少し話がある」

「ロビンさんと？」

「いや」

　屋や敷しきの方へ目を向ける。

　扉からはサリオとルーカスとともに、ロビンも出てきた。その後ろから、ユアンがゆっくりと出てくる。どこか複雑そうな表情に見えたのは気のせいか。

「えっ!?」

　しかし、そこで予想外のことが起きた。ユアンを見た途と端たんにシェリルが声を上げたのだ。

「おじいちゃん!?」

　ロビン以外の全員───アレクシオンも含めて───が目を剝むく。

「───おじいちゃん!?」

　シェリルは両りよう腕うでを広げて寄ってきたユアンの胸へ、まっすぐ飛び込んで行った。

「元気そうじゃな、シェリル」

「おじいちゃんこそ！　もしかして、手紙を読んで心配して来てくれたの？」

　嬉しそうにもう一度抱だきついてから、シェリルはアレクシオンに振ふり返った。

「私の、父方の祖父です。ふだんはメリナ村よりもずっと東にあるタナという森に住んでいるので、滅めつ多たに会えないんですけど」

「……タナに住んでいたのですか？」

　驚きよう愕がくの事実から誰よりも早く立ち帰ったアレクシオンは、ユアンに尋たずねた。

　ユアンと十五年も会うことがなかったのは、生きているなら他国か、あるいは王都からずっと離れた土地に行ったと思い込んでいたからだが、タナであれば、意外なほど王都に近い。

　シェリルが不思議そうにアレクシオンとユアンを見る。

「……シオン、まるでおじいちゃんを知っているみたい」

　アレクシオンが頷くと「どうして!?」とシェリルも目を丸くしたが、その台詞せりふはユアン以外の全員が、様々な形で叫さけびたいところだっただろう。

　ユアンは澄すました顔で、シェリルの頭を撫なでた。

「儂わしくらい腕うでの良い鍛冶かじ屋やだと、色々あるんじゃよ」

「鍛冶屋!?」

　噓うそつけと言わんばかりにサリオが声を上げたが、それを綺き麗れいさっぱり無視してユアンはシェリルに言う。

「お前がアレクシオン殿でん下かにお仕えするという手紙を読んで、ちょっと心配になって来てみたんじゃが。───儂は殿下と少し話がある」

　そう言うとユアンはアレクシオンを見た。アレクシオンが頷き、サリオに視線を流した。

　その意図を汲くんだサリオは、珍めずらしく少し逡しゆん巡じゆんした様子を見せたが、結局頷いた。

「シェリル。ルカたちと先に王宮へ戻るんだ。薬を持ってきたんだろ？」

　うん、と頷いてからシェリルはユアンを見た。

「おじいちゃん。手紙にも書いたけど、私は───」

「分かっとる」

「……」

　シェリルはまだ何か言いたげだったが、アレクシオンに目を向けた。

「ニクラス先生と一いつ緒しよに王宮に行きます。薬は充じゆう分ぶんな量を持ってきましたが、足りなくなったらいけないので、王宮の調薬所につめることになると思います」

「分かった。イルマにも伝えておこう」

　お願いしますと言ってから、シェリルは再びユアンを見た。

「おじいちゃん」

　シェリルはしっかりとユアンを見つめて言った。

「前に、後こう悔かいしたくなかったら、自分を騙だましてでも前へ進めって言ってくれたわよね」

　目を少し大きく開いたユアンに、シェリルは言う。

「いま一番思うの。後悔したくないって───」

　そう言ってから、シェリルは踵きびすを返した。

　ルーカスがすぐ後を追い、急いでヴァルトも追いかける。ニクラスもアレクシオンに深く一礼してからそれに続いた。サリオだけが動かず、アレクシオンに振り向いた。

「お前ひとり残すわけにはいかないからな。俺は部屋の外で待つ。───短めにしろよ」

　ロビンが用意した部屋の外にサリオを残し、アレクシオンとユアンは二人だけになった。

「……自分を騙してでも、か───」

　ぼそり、とユアンが呟つぶやく。

　アレクシオンが無言で見つめると、ユアンは眉まゆを寄せて渋しぶい表情になった。

「自分の何を騙しているか、自覚はあるんじゃろうか、あの子は」

　そして深い息をついてから、ユアンは顔を上げてアレクシオンを見た。

「シェリルを《四誓》に迎むかえられたとな」

「……はい」

「ああ、言っとくがシェリルの手紙には、殿下に仕えるようになったとしか書いてなかった。《四誓》は王宮内の秘事じゃからの。実はミスカが知らせてくれたんじゃが、それも責めてくださるな。あれはシェリルの親代わりみたいなもんじゃからな」

　アレクシオンが頷くと、ユアンも「うむ」と頷いた。

「───本当はな。儂は、孫まご娘むすめを返してもらいに来たんじゃよ」

「───」

　ユアンは手近な椅い子すに腰こしを下ろした。

「あの子の父親は王家に仕える騎き士しじゃった。……儂もな」

　ユアンの息子むすこがシェリルの父だとは想像もしなかったが、ユアンが騎士だというのは納なつ得とくがいく。宮きゆう殿でんに出入り出来たこともそうだが、なにせ、幼い頃ころにその凄すさまじい剣けん技ぎを見せつけられたのだ。相当名の通った騎士だろうと思っていた。

　ユアンの息子であれば、シェリルの父もかなりの腕ではないかとアレクシオンは思った。

「じゃがな」

　ユアンの声がふいに硬かたくなった。

「十五年前に殿下のもとを去ったとき───いや、本当はその前から、儂はもう、王家と関かかわるのをやめようと決めていたんじゃよ。騎士の称しよう号ごうも、とうの昔に返上しておる」

「───」

「理由を話す気はない。……じゃが少なくとも、あの純じゆん粋すいな村娘に、王宮という陰いん湿しつな場が似合わんことは、殿下にもお分かりになるのではないのかな」

「……」

　はい、と。

　ユアンの問いかけに対して見つけた答えはそれしかない。

　だがそれを口にすることは出来なかった。頷うなずくことも、首を横に振ることも出来ないまま、アレクシオンはただユアンを見つめた。

　ユアンはすっと視線を外し、俯うつむきながら自じ嘲ちようぎみに小さく笑った。

「……この年寄りまで惑まどわすか」

「え？」

「───やはりこの御お方かたか……」

　アレクシオンに聞こえないほどの声で呟いたユアンは首を横に振り、そして立ち上がった。

　鋭するどい眼まな差ざしでアレクシオンを正面から見み据すえて、言う。

「《四誓》の誓ちかいは生しよう涯がい変わらぬものと聞いておりますぞ。つまり、シェリルは殿下に生涯お仕えし、殿下もまた、シェリルを生涯側そばに置くということですな。───何があっても」

　アレクシオンは首を横に振った。目を瞠みはったユアンに答える。

「側に置くのではありません。……側で、守ります」

「───」

　ユアンが大きく目を見開く。

　まじまじとアレクシオンを見つめてから、呆あきれたような表情になった。

「それは王子が臣下に使う台詞ではないわな」

　呟いてから、ユアンは深く息を吸い、そして吐はいた。小さな声で「うむ」と呟くと、おもむろに背中に斜ななめにかけていた棒状のものを外した。

「さっき鍛冶屋と言ったが、あれは噓ではない。剣けんを打っておる。これでも腕は良いらしくて、結構な金を積まれるんじゃ」

　そう言いながらくるくると布を外していく。やがて開いた布から、一本の長ちよう剣けんが現れた。

「───……！」

　息を吞のむ。

　まだ鞘さやから出てもいない状態の剣に、呼吸を止められたのは初めてだった。

　一見するとさほど特とく殊しゆな剣には見えない。

　豪ごう奢しやな飾かざりはいっさいない。鞘の縁ふちと柄つかの部分に草が絡からまりあったような意い匠しようがあしらわれていて、そこだけ青い。それも注意深く見なくては分からないほどだ。

　けれど、何かを発するような、言うなればユアンという武人が持つ威い圧あつ感かんと同じようなものをその剣はたたえていた。

「ずいぶん前だが儂が打った。たぶん、人生における最高傑けつ作さくじゃろう」

　ユアンは剣を摑つかみ、アレクシオンを見た。

「剣は人を傷つけ、命を奪うばう。だが、同時に人の命を守る。それは王家の人間も同じじゃ」

　アレクシオンはユアンに向き直った。ユアンの黒い眼差しは、幼いアレクシオンに剣の教えを授さずけたときと変わらぬ鋭さと力がある。

「アレクシオン殿下。……好むと好まざると、殿下の命は一つでありながら、多くの人の命を背負っている。それを忘れては下さるな」

　そう言うとユアンは剣を鞘ごとアレクシオンの方へ突つき出した。

　アレクシオンは無言で剣を見下ろした。

　───こうしてイゼリアで生きている限り、私たちは王家に守られているんだって。

　ふいに、シェリルが以前言った言葉がふわりと胸の中に浮うき上がった。

　───間ま違ちがっていないですよね？

　その問いかけに自分は何と答えた。

　───間違っていない。

　アレクシオンは目の前にある剣に手をのばした。

　ふと。

　この剣を受け取ったとき、自分の運命がこれまでとは別の方向へ大きく曲がっていくのではないかという思いがアレクシオンの頭を過よぎった。

　自分の運命が動くということは、シェリルたち《四誓》の運命も、それに従うということになる。

　背負う数多くの命の中には、当然、《四誓》も含ふくまれる。イゼリアの王子が《四誓》と誓せい約やくをかわすということは、そういうことなのだ。

「───」

　アレクシオンは一度目を閉じた。

　そして目を開くと同時に、ユアンの剣を強く握にぎった。

　受け取った剣を、鞘からすらりと引き抜ぬく。

　輝かがやく剣先を見つめるアレクシオンの横顔を、ユアンはじっと見ていた。










　　　　三




「───……それが、真実ということなのか」

　側近の報告を受けたラルフシオンは、囁ささやくような声で呟いた。

　報告書から顔を上げたイシュトの視線を受け、珍めずらしく顔を背そむけるように、椅子に腰こし掛かけたまま後ろを向く。

　本当の感情を面おもてに出すことが滅めつ多たにないラルフシオンだが、イシュトから聞かされた内容はさすがに衝しよう撃げき的だったのだろう。考え込むように片手を口元に当てているが、表情に滲にじみ出てしまうほどの動どう揺ようを隠かくすための仕草であることは明らかだ。

「───確かかと問われると、証しよう拠こは何ひとつないわけですから、推測でしかないと申し上げるのみです。ただ、殿でん下かが耳にされた王おう妃ひ陛下のお言葉を前提に事実をつなぎあわせていくと、ここに行き着きます」

「……」

　ラルフシオンは眉まゆをひそめた。

　───アレクシオンは、私の命そのものなのだから。

　───自分が本当は姫ひめ様さまがお産みになった御み子こであり、国王に一番相応ふさわしい立場にあると知れたら、ですか。

　王妃カテリナとアレクシオンの母である筈はずのステラの間でかわされた会話。

　それは第三王子アレクシオンが、国王と王妃の間に産まれた、まさに嫡ちやく子しであることを示す言葉だった。

　それが真実であるなら、これまで第一王子として王太子の座にもっとも近いと言われていたラルフシオンだが、その議論さえ意味をなくすことになる。

「……つまり、こういうことか」

　気持ちを落ち着かせようとして出した声が擦かすれた。それを自分でも苦々しく思ったのか、優やさしげな顔だちを一いつ瞬しゆんだけしかめ、空から咳せきをひとつ転がしてからラルフシオンは言った。

「二十二年前にステラの懐かい妊にんが発表されたとき、王妃は心身に不調をきたしたという理由で長い静養に入った。……これが、実際には王妃の懐妊を隠すためだったと？」

「はい。王妃陛下の侍じ女じよであったステラ様は、懐妊を機に第三妾しよう妃ひとして認められました。そのことを、国王陛下と侍女双そう方ほうの裏切りと思われた王妃陛下が倒たおれられた。───当時はそう受け止められ、不ふ審しんを抱いだく者はいなかったようです」

　ステラは、小国セグナの王女だったカテリナがイゼリアへ嫁とついできたときに伴ともなった侍女の一人であり、セグナの下級貴族の娘だった。当然イゼリア内に有力な後見人などおらず、懐妊後は王宮からもっとも遠い離り宮きゆうに滞たい在ざいを許され、そこで出産をした。

　イシュトはラルフシオンの背に向かって言った。

「この離宮と王妃陛下の静養先は、森を挟はさんでいることから遠方と誤解されがちですが、実は馬を駆かれば、二時間の距きよ離りにあるのです」

　ラルフシオンは顔を上げた。

「産まれた赤子の引き渡わたしも可能だと言いたいのか？」

「実際に行われたのです。と申しますのも、例の───」

「待て」

　ラルフシオンは手を上げた。

　振ふり返って、イシュトを見る。既すでにいつもの自分を取り戻もどしたらしい。知らぬ者が見たら観劇の感想でも述べていると思うような、柔やわらかな表情だ。だがその唇くちびるから発せられる言葉は、冷たい。

「王妃がそのような馬ば鹿か馬ば鹿かしい真似まねをした理由は分かる。流産した、第一子の二の舞まいを踏ふみたくはなかったからだろう。だが」

　ラルフシオンの瞳ひとみが光る。

「父上はどうなのだ？　もともとステラに手をつけていたのなら騙だませるだろう。だが、もしそうでなかったら？」

　手をつけてもいない侍女が孕はらんだという事実を、国王が受け入れる理由。それは、王妃の願いを聞き入れたということしかあり得ない。

「アレクが嫡子であることを、父上が承知していたとしたら……」

　ラルフシオンの表情が強こわばる。

「……王太子の指名をいまだ父上が拒こばむ理由もそれか……!?」

　そのときだ。

「───ラルフシオン殿下ッ！」

　扉とびらの外から大きな声が上がった。

　さすがにラルフシオンの肩かたがびくりと跳はねるが、イシュトは表情ひとつ変えずに扉に振り返った。

　部屋の外には護衛の兵を立たせているが、人ひと払ばらいを命じてある。にもかかわらず近づいてきた声は、イシュトが咎とがめるよりも早く、悲鳴にも近い大声で叫さけんだ。

「国王陛下が……！」

「！」

　弾はじかれたように、ラルフシオンとイシュトは顔を見合わせた。

　ラルフシオンの唇の端はしが持ち上がる。

「陛下がどうなさったのだ」

　イシュトが扉に近づいて尋たずねる。すると、外の声は感情を隠さず、これまでで一番大きな声を張り上げた。

「国王陛下が……お目覚めになりました……っ！」

「───な……っ!?」

　同じ報しらせが絶望に沈しずみかけていた宮きゆう廷てい内を駆け抜け、歓かん喜きの波を広がらせた。

「陛下がお目覚めになられた！」

「調薬師のニクラス副長の手て柄がららしいぞ！」

「いや、違ちがう。ニクラス副長に新たな薬を進言したのは、シェリル様だそうだ」

「アレクシオン殿下の《四誓》となった、あの天才調薬師か！」

　図はからずも調薬師としての名を再び上げることになったシェリルだが、それを喜ぶことはなかった。名を高めることにもとより興味はなく、病人を救うことは調薬師の務めそのものだからだ。

　シェリルが喜んだのは、単純に、国王が快復した、そのことだけである。

　しかしそこには、喜べない事実も同時に存在した。

　メリナ村からシェリルが持ってきた毒消しが効いた。それはすなわち、国王が本当に毒を盛られていたことを示す。

「───国王の暗殺なんて珍しくはないが、今回の手口は少し変わってると思う」

　目覚めたからといって、何日も昏こん睡すい状態が続いた国王に、すぐの面会はかなわない。それを許可する報せを本宮きゆう殿でんの自室で待つアレクシオンに、サリオが低い声で言った。

　室内にいるのは、アレクシオンとその《四誓》だけである。この面々であれば、いつもなら軽口と笑い声が部屋中に溢あふれているのだが、いまは重い空気が足あし下もとに淀よどんでいる。

「……どういうことですか？」

　尋ねたヴァルトに答えたのはルーカスだ。

「下手へたすぎる」

「それは、あんたから見たら───」

　言いかけたヴァルトは、少し離はなれた場所に置かれた椅い子すに座っているシェリルに気づき、口をつぐんだ。だがルーカスは気にする様子もなく言葉を続けた。

「暗殺者は、どんなに相手の近くに潜もぐり込んでいられたとしても、一いち撃げき必殺を狙ねらう。自分の身が危険だからな。直接攻こう撃げきするにしても毒を使うにしても、即そく死しさせる方法を選ぶ」

　しかし国王は長い間意識がなかったとはいえ、即死には至らなかった。そしてもし、国王の度たび重なる不調が暗殺未み遂すいによるものだとしたら、ことごとく失敗してきたことになる。

　そう淡たん々たんと話すルーカスの横顔から、シェリルはそうっと視線をアレクシオンへと移した。

　アレクシオンは窓まど際ぎわに立って壁かべに背を預け、腕うでを組んだ姿勢でいた。

　少し俯うつむいているため、前まえ髪がみで目元が翳かげり、はっきりとした表情は分からない。もっともアレクシオンは大きく表情を変えない質たちなので、前髪が邪じや魔まをしなかったとしてもさほど変わりはしないだろう。

（……でも、つらいだろうな……）

　シェリルは俯いた。

　ニクラスとともに国王に与あたえた薬が効き、国王が両目を開けたそのときは、跳とび上がりたいくらい嬉うれしかった。国王の枕まくら元もとでずっと手を握にぎっていた王妃を見た国王が、「カテリナ」と擦れた声で呼びかけたときは、涙なみだが溢れた。

　民たみとして国王を救えたことは無論のこと、アレクシオンの父を救えたということも、喜びを倍増させた。

　───早く……早くシオンに知らせなきゃ……！

　病室を飛び出したシェリルは、まっすぐアレクシオンのもとへ向かった。

　───シオン、国王陛下が……！

　部屋に駆け込んで来たシェリルの表情から、父王が救われたことを悟さとったのだろう。

　アレクシオンの前に息を切らして立ったシェリルが言葉を発するよりも先に、アレクシオンは両りよう腕うででシェリルを抱だきしめた。

　その腕の強さこそが、アレクシオンがどれだけ父を案じていたかの証明だ。

　胸の奥に渦うず巻まく思し慕ぼとは違う理由で胸を震ふるわせて、シェリルはアレクシオンの背中にためらいなく両腕を回していた。

　───……ありがとう、シェリル。

　耳元で呟つぶやかれた声に、胸を締しめつけられて目を閉じた。

（だけど、喜んで終わりじゃなかった）

　高こう揚よう感かんの後に訪おとずれた、いまシェリルを支配する感情は、むしろ恐きよう怖ふだ。

　自国の王が暗殺されようとした。それを謀はかったのは誰だれなのか。

　他国の者か、それとも───。

「……仕し掛かけた者を探さぐりたい」

　アレクシオンの声に、シェリルは顔を跳ね上げた。

　視線を落としていたアレクシオンが、ゆっくりと顔を上げる。

「一連のことが失敗とは思えない。ルーカスもそう考えているんだろう？」

「……」

　ルーカスは無言だったが、アレクシオンは言葉を続けた。

「時間がかかったとしたら、それは故意だ。父上の命をすぐに奪うばわなかったのも、何か理由があるように思える」

　そう言ってこちらを向いたアレクシオンの秀しゆう麗れいな面おも差ざしには、ふだんと同じ静かな表情が映されているものの、蒼あおい瞳の奥にゆらめく怒いかりの小さな焰ほむらが見える。

（シオン……）

　父親の快復も純じゆん粋すいに喜べないだけでなく、周囲を───身近な者を含ふくめて疑わなくてはならない。

（つらいね……）

　つん、と鼻の奥に熱さを感じ、慌あわてて瞼まぶたを強く閉じる。

「もし俺なら───」

　ルーカスが何かを言いかけ、それにサリオが首を横に振る。さりげなく視線をシェリルの方に流し、気づいたルーカスが口を閉とざした。

　それを気配で察したシェリルは、急いで立ち上がった。

「あの。───私、国王陛下の様子をみてきます」

「シェリル」

　アレクシオンが止めるような響ひびきで呼ぶが、シェリルは続けた。

「調薬師として陛下をみるという務めもあるし。───側そばに控ひかえていれば、陛下がお話し出来そうになったとき、すぐシオンに知らせることも出来るでしょ」

　噓うそではないから、すらすらと言えた。

　そしてシェリルは、じゃあ、とぎこちなく笑ってから、部屋の外へ出た。

　扉を背中で閉める。

「…………きっと私は聞かないほうが良いんだよね」

　サリオとルーカス、それにヴァルトが、素す性じようも含ふくめ、いつ、どんな経けい緯いでアレクシオンの《四誓》になったのかシェリルは知らない。特にサリオとルーカスはイゼリアではなく他国の出身だ。それは《四誓》としては非常に珍めずらしいことなのだと、ちらりと噂うわさで耳にした。

　つまり、それだけの価値が彼らにあるということだ。

　それに比べるとシェリルは成り行きで《四誓》になったに過ぎない。同じ《四誓》で括くくられてしまうが、彼らと自分は違うのだとシェリルは思っている。

　そのことをいまさら悲観しても仕方がない。せめて自分は自分の出来ることを精せい一いつ杯ぱいこなし、そしてサリオたちの邪魔をしない。そうシェリルはいつも自分に言い聞かせている。

　いまがまさに、そのときだ。

　おそらく今いま頃ごろアレクシオンたちは、暗殺者の正体を探るための策を練っているのだろう。シェリルの手が必要になれば言ってくるだろうし、そうでないなら、シェリルは何も知らないほうが良いのだ。

　ただ。

（……シオンやみんなが危険な目に遭あわなければ良いけど……）

　不安は疼うずく。

　それをかき消すように頭を強く振ふると、シェリルは廊ろう下かを早足で抜ぬけた。

　いったん階段を下りる。国王と王おう妃ひの居室がある北の宮きゆう殿でんへと続く渡わたり廊下が、一階にあるためだ。

　渡り廊下を通り抜けると北の宮殿へと通じる出口がある。そこには衛兵がずらりと並んでいるが、シェリルが向かうと、さっと一礼して扉とびらを開けてくれた。既すでにシェリルの顔と名が衛兵たちに知られている証あかしである。

「お疲つかれさまです」

　ぺこり、と頭を下げて衛兵たちの間を通り抜けた。

　扉の先がすぐに北の宮殿というわけではなく、さらに渡り廊下が続く。両りよう脇わきは緑の優やさしい庭が広がっているが、人ひと気けはあまりない。普ふ段だんなら本宮殿や北の宮殿に仕える者たちの姿があちこちに見られるのだが、出入り口に衛兵が並んでいるのでも分かるように、国王が病とあって人の出入りが制限されているのだ。

（でも、きっとまた賑にぎやかになるわ）

　国王さえ元気になれば、日常は戻もどってくる。そう信じて、シェリルは少し俯き加減になってしまっていた顔を、くいと上げた。

「───あ」

　上げた視線の先に、両腕を組んでうろうろとしている背の高い青年がいた。

　シェリルの方から見ると背中を向けて顔は見えないのだが、派手に輝かがやく金きん髪ぱつで、相手が誰なのかすぐ分かった。

「クラウシオン殿でん下か」

「！」

　シェリルが呼びかけると、第二王子のクラウシオンはぱっと振り返った。

「どうなさったんですか。こんなところに、おひとりで」

　駆かけ寄ってクラウシオンを見上げると、慌てたように目をそらされた。その目のふちが、少しだけ赤い。

（……そうか）

　アレクシオンと同様、クラウシオンも国王との面会はまだ許されていない筈はずだ。にも拘かかわらず、一人、国王の病室へ続く廊下に佇たたずんでいたのは、単なる酔すい狂きようではないだろう。

　シェリルは自然に優しい声になって言った。

「国王陛下はもう大だい丈じよう夫ぶですよ、クラウシオン殿下」

「！　わ、分かっている！」

　クラウシオンはそっぽを向くが、その横顔には安あん堵ど感かんが漂ただよっている。

「そう言うお前はどこに行く」

「陛下の病室に。一応これでも、調薬師ですから」

（……と言ってもどうせ近くには寄らせてもらえないだろうけど）

　では、と頭を下げてクラウシオンの横をすり抜けようとした。

「待て！」

　すれ違ちがいざま、腕うでを摑つかまれる。

「？」

　振り返って見上げると、自分が呼び止めたくせにクラウシオンは驚おどろいたような目でシェリルを見てきた。

　数秒そのまま互たがいに見つめあった形になったが、クラウシオンのほうが「あっ」と言って、突とつ然ぜん摑んでいたシェリルの腕を放ほうり出す。

「いや、その」

「？」

　妙みように居い心地ごこち悪げな様子のクラウシオンにシェリルは首を傾かしげたが、何か言いたいことがあるのだろうと、じっとその場で待った。

　クラウシオンの頰ほおは、心なしか赤く染まっている。

（やっぱり、お父様である国王陛下のことが心配で眠ねむれなかったのね）

　そう思い、そこにアレクシオンを重ねながらシェリルはクラウシオンを黙だまって待った。

「……お前の薬───」

　しばらくして、ようやくクラウシオンはシェリルに向き直った。

「お前の薬が効いたそうだな」

「はい。でも───」

　薬はシェリル一人ではなく、ミスカと二人で作り出したものだ。それを自分の薬とは言えないと思い、説明しようとしたのだが、その前にクラウシオンが言った。

「田舎いなかに生えている名もない薬草から作ったんだろ？　普ふ通つうなら父上や俺たちが飲むなんて、絶対あり得ないな」

　その言葉に少々むっとして、シェリルはクラウシオンを睨にらんだ。

「ちゃんと薬草に名前はありますが、仮に名前がなかったとしても、価値がない草ということにはなりません」

　それを聞いたクラウシオンの眉まゆが上がる。

「もちろん、こんな事態にならなかったら国王陛下がお口になさることはなかった薬です。でも、村の人にとっては貴重な、大切な薬です」

「あのな」

「私もミスカ先生も、全部の薬に心を込めています。これを飲んだ人が良くなるように、元気を取り戻してくれるようにって」

　話しているうちに、悔くやしさの塊かたまりが大きくなって、徐じよ々じよに喉のど元もとにせり上がってくる。

「いや、だから───」

　クラウシオンの焦あせったような顔など、目に入らない。

「そんな大事な薬を、田舎者が作ったからって馬ば鹿かにするなんて───！」

　これ以上この場にいたら自分が何をしでかすか分からなくなり、シェリルは踵きびすを返そうとした。その腕を再びクラウシオンが強く握にぎって引き止める。

「おい」

「放してくださ───」

「だから、感謝していると言っている！」

　クラウシオンの叫さけびに、シェリルは目を丸くして動きを止めた。

「───え？」

　ぱた、と瞬まばたきを一つしてから振り返り、クラウシオンを見つめる。

「───感……謝……？」

　シェリルが呟つぶやくと、クラウシオンは「そうだ！」と吐はき捨てるように言った。

「これだから短気な奴やつは困る！　最後まで聞け！」

「短気!?　……私が!?」

　こともあろうにクラウシオンに短気だと言われて啞あ然ぜんとしたシェリルに、クラウシオンはぷんぷんと怒おこりながら言う。

「だから、お前がいなかったら、そんな薬の存在すら分からなかったという話をしているんだろうが！」

（……そ、そうだっけ……？）

　まだ少し呆ぼう然ぜんとしているシェリルに、クラウシオンは自分でも息を整えるように、ひとつ深呼吸をした。そして紫むらさきの瞳ひとみでじっとシェリルを見つめて言う。

「……お前のことを、また見直した」

「───」

　シェリルは、ぽかんと口を開けた。

「なんだ、そのアホ面づらは！」

「えっ、だってクラウシオン殿下が褒ほめてくださるなんて思わなかったから」

「べ、別に褒めてない！」

　また怒ったように口を尖とがらせて横を向いてしまったクラウシオンを見ているうちに、ほかりと胸の内側があたたかくなってきて、シェリルは小さく笑った。こぼれた笑えみを、クラウシオンが固まって見ているのにも気づかず、シェリルは言った。

「嬉うれしいです。先生と一いつ緒しよに作った薬を、クラウシオン殿下にも認めていただけて」

　シェリルのことを高く評価するとともに、民間治ち療りようを見直す声も、王宮仕えの医師や調薬師の間では上がっている。だがそれはまだ一部だ。
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　───運が良かったのよ。

　ホルガーの姪めいで、王宮調薬師の一人でもあるリディアは、すれ違いざまにそう言った。

　───真ま面じ目めに勉強してきた私たちが馬鹿みたい。

　そんなことは決してないのだと言いたかったが、リディアは冷ややかな一いち瞥べつをシェリルに向けてから、足早に去って行ってしまった。

「……本当に、嬉しい」

　嚙かみしめるようにシェリルが言うと、クラウシオンは少し眉を寄せた。

　躊躇ためらうように手が上がり、シェリルの細い肩かたに触ふれそうになったときだった。

「───あ……！」

　背後に聞こえた小さな声を拾い上げ、シェリルが顔を上げる。

　クラウシオンが慌あわてて手を引っ込めたのには気づかず、声が聞こえた方を振ふり返る。

「……アイネ様？」

　本宮きゆう殿でんの方からシェリルたちの方へ急ぎ足で近づいてきたのは、イゼリアでも有力な貴族の娘むすめであるアイネだった。

　国王が倒たおれる少し前に、アイネは何者かが茶会の茶に混ぜた毒を飲んでしまったが、ちょうど居合わせたシェリルがすぐさま解げ毒どく剤ざいを飲ませたため大事に至らなかった。その後はしばらく静養していたが、近づいて来るアイネは顔色も良く、足取りもしっかりしている。

　アイネは二人の前に来ると、ドレスの裾すそを持って膝ひざを折り、頭を深く下げた。王子であるクラウシオンに対しては当然の態度だが、その礼は隣となりのシェリルにも向けられている。これは、《四誓》が王族と同じ待たい遇ぐうを受ける決まりになっているからだ。

　とはいえ恐きよう縮しゆくしてしまうシェリルをよそに、クラウシオンはアイネを見下ろした。

「珍めずらしいではないか。そなたが一人で北の宮殿に来るなど」

　妙に不ふ機き嫌げんな声で言うクラウシオンに、アイネは頭を下げたまま答えた。

「急ぎご報告しなければならないことがあり、馳はせ参じました」

「報告？」

　クラウシオンは怪け訝げんな表情になった。なんとなくシェリルと顔を見合わせてから、アイネに顔を上げるように言う。

　アイネはもう一度礼をしてから、顔を上げた。そしてシェリルを見ると、にこ、と笑う。

　シェリルに助けられたアイネは、病びよう床しようから丁てい寧ねいな礼状と御お礼れいの菓か子しを届けてきた。その後、見み舞まいがてら様子を見に行ったシェリルに対して、あらためての礼と、《四誓》と知らなかったことに対する詫わびで、アイネはためらうことなく頭を下げた。

　シェリルが《四誓》と知る前も、同じ貴族の令れい嬢じようで気位が異様に高いシルヴィエとは違ちがい、アイネはシェリルに優やさしかったのだが、そうした態度にシェリルはますますアイネという女性が好きになった。以来、回数は少ないけれども親交を深めている。

　だが、心こころ映ばえだけでなく容姿も優しいアイネに好感を抱いだけば抱くほど、シェリルは針を飲み込んだような痛みを胸の中心に覚える。

　それは、調薬の手伝いをしている下働きの娘たちから聞いた噂うわさのせいだ。

　───アイネ様、《青党》だって。

　───花はな嫁よめ候補だって噂でしょ。

　───カナンまで追いかけてったって。

　アレクシオンの《四誓》である以上、古くからの掟おきてにより、シェリルは彼の伴はん侶りよとして隣に立つことはない。そんなことは、嫌いやというほど分かっている。

　もともと王子であるアレクシオンとは釣つり合わないという自覚はあるし、伴侶になりたくて側そばにいるわけでもない。

　ただ、一緒にいたい。

　ほんのわずかでも、アレクシオンの力になりたい。

　それが心の真ん中にあるのは確かだけれども、夢という、実際には形になり得ない想像で甘い気分を味わうこともかなわないのは、少しつらい。そしてアイネという、アレクシオンの伴侶になる条件をすべて満たした現実が目の前に形となって現れるのは、少し───だいぶ、つらい。

「シェリル様？」

　ぎこちない笑みしか作れなかったシェリルを案じるように、アイネが首を傾かたむける。そのさりげない仕草にすら、品がある。

（……痛……）

　つい胸むな元もとに手をやってしまいそうになり、シェリルは急いで手を後ろに回した。そしてアイネを安心させるために、出来るだけ自然な笑顔を作る。

「それで、何を報告に来たのだ」

　まず自分に言えと圧力をかけるクラウシオンに、アイネは振り向いた。わずかに躊ちゆう躇ちよを見せたものの、小さく頷うなずいて言う。

「実は───カナンの王女がこちらに向かっているのです」

「カナンの？」

　クラウシオンが目を見開く。シェリルもぱちぱちと瞬いた。

「待て。カナンからそんな使者は来てないぞ。来たとしても、父上がこんな状態なのに、受け入れる筈はずがないだろう」

「それが、正式なご訪問ではなくて、お忍しのびなのです」

「何!?」

「私のところに来る一行に紛まぎれ込んでいたらしくて……」

　クラウシオンは露ろ骨こつに不快な顔をした。

「だったら最後まで黙だまってこっそりと遊んでいれば良いものを、こっちに連れん絡らくを寄こしたらお忍びでも何でもない、ただ押しかけただけになるだろうが！　一国の王女ともあろう者が、何を考えているんだ」

　その言葉に思わずシェリルはクラウシオンを見た。

「？　何だ」

「いえ。……クラウシオン殿でん下かは、やっぱり王子様なんだなと思って」

「は!?」

　眉まゆを吊つり上げたクラウシオンに、慌てて言う。

「あ！　あの、すみません。立派だなって思っただけです！」

「当然だ！」

　正直なところ、シェリルはクラウシオンのことを王子という立場から我が儘ままを押し通す性質だと思い込んでいたので、反省するとともに、新たな敬意を込めてクラウシオンを見上げた。

　どうやらそれはクラウシオンにも伝わったようだ。

　まんざらでもない表情になってから、アイネに向き直る。

「それで。王女はいまどこにいる」

「既すでに国境を越こえて、ザリバンダまでいらっしゃっています。我が父は粗そ相そうのないよう出で迎むかえに向かいましたので、かわりに私が報告に参った次し第だいです」

　ち、と舌打ちをしたクラウシオンはくるりと踵きびすを返した。

「殿下？　どちらに」

「父上と王おう妃ひ陛下には俺から報告する。こちらの対処が決まるまで、王女をそなたの屋や敷しきに足止めさせておけ」

　そう言うと、クラウシオンは北の宮殿に向かって駆かけていった。

　ほ、と息をついたアイネにシェリルは、そろそろと尋たずねてみた。

「あの、アイネ様。カナンの王女様って、時々いらっしゃるのですか？」

　カナンといえば、つい先日までアレクシオンが留学していた国である。間ま違ちがいなくアレクシオンとは知ち己きであろうから、報告しなくてはと思いながら尋ねたのだが、アイネの回答は意外なものだった。

「いいえ。ディアナ王女殿下がいらっしゃるのは初めてよ」

　クラウシオンがいなくなり、緊きん張ちようをといたアイネは親しみを込めて話してくれる。

「ディアナ王女殿下はカナン国王ご夫妻に産まれた唯ゆい一いつのお子様なの。だからとても大切にされていて、イゼリアだけでなく、一度も国外に出たことはない筈よ」

「はあ……」

　アイネは苦く笑しようを交えて言う。

「ご両親に溺でき愛あいされて、少し我がが強いところがおありだから、今回も無む茶ちやをおっしゃったようね。あの人も説得できなかったって───」

「あの人？」

　シェリルが聞き返すと、アイネは「あ」と言って、ほんのり頰ほおを赤らめた。

「そうね。シェリル様はご存じなかったわよね。あの───私の婚こん約やく者よ」

「婚約者!?」

　思わず大声を出してしまい、慌てて両手で口を押さえる。これにはアイネのほうが驚おどろいたようだ。

「私に婚約者がいるって、そんなに驚くことかしら？」

「えっ。あ、そういう意味じゃなくて、その、噂が」

「噂？」

　聞き返されたシェリルは混乱しながら言う。

「あの……カナンまで、シオ……アレクシオン殿下を追いかけて行ったって」

　アイネは目を見開いてから、頰をさらに赤く染めて言った。

「まあ。そんな風に伝わっているの？　確かにカナンまで追いかけて行ったけど、相手は別人なのよ」

「えっ」

　そこでアイネは恥はずかしそうに教えてくれた。

　アレクシオンのカナン留学が決まったとき、カナンから迎むかえの一団がイゼリアを訪おとずれた。その際、彼らの労をねぎらうとともに、アレクシオンを送り出すための宴うたげが国王夫妻主しゆ催さいのもと、盛大に行われた。その宴で、アイネは一人の青年と恋こいに落ちたという。

「彼はカナンの貴族で、アレクシオン殿下をカナンでお世話するお役目を命じられていたの。だから当然殿下と一いつ緒しよにカナンへ戻もどらなくてはならなくて。再会を約束して別れたのだけれど、私、待ちきれなくて」

「それでカナンまで？」

「ええ。それからは何度か私が訪ねて行って、三ヶ月くらい前に婚約したのよ」

　アイネが意外にも情熱家であることを知り驚いたが、何よりも噂うわさが誤りであったことをこんな形で突とつ然ぜん知ることになり、シェリルは呆ぼう然ぜんとしていた。

（違ちがった……。アイネ様は、シオンの相手じゃなかったの……）

　安あん堵どのあまり、膝ひざから力が抜ぬけそうになる。

　その後は、紙に水が染しみこむように、じわりと喜びが浮ふ上じようしてきた。それこそ抜けた力のせいか、足あし下もとがふわふわと浮うき上がるような気分になった。

（じゃあ、シオンが誰だれかとすぐ婚約するってことはないのかも……）

　だが、それは束つかの間の歓かん喜きだった。

「だからね。クラウシオン殿下がおっしゃったことは道理なのだけど、私はディアナ王女殿下のお気持ちもちょっと分かるの」

　ため息をつくようにアイネが言う。

「王女殿下のお気持ち？」

「そう。だって、王女殿下は間違いなく、アレクシオン殿下を追いかけていらっしゃったのだと思うわ。カナンでは猛もう烈れつなほど、殿下に求愛されていらっしゃったから」

（───……え？）

　冷たい水を頭から浴びせられたような衝しよう撃げきに、シェリルの表情が凍こおりつく。

　それに気づかないアイネは、知らずにシェリルの心臓を止めるような言葉を言った。

「お忍びとはいえ、こうしてイゼリアをご訪問されたということは、ディアナ王女殿下はアレクシオン殿下に正式な求きゆう婚こんをなさるかもしれないわね」

　本当に、歓喜の時間は短かった。

　むしろ、その時間がなかったほうが、良かったかもしれないと思えるほどに。

「……そう、ですか」

　乾かわいた細い声を喉のどから押し出して、必死に笑えみの形を作る。

　両りよう脇わきの庭から差し込む光に変わりはないのに、急に暗くら闇やみが天てん井じようから落ちてきたような錯さつ覚かくに陥おちいったシェリルは、伏ふせた瞼まぶたを震ふるわせた。




　　　　四




　イゼリアの隣りん国ごくカナンは、教養と文化を武器として各国と渡わたり合う変わった国だ。

　つい最近までアレクシオンが留学していたことでも分かるように、多くの国が王族や貴族を送り込んでいる。そこで様々な学問や技術を学ぶだけではなく、ひそかな政治の場となる場合もあるのだが、それは当のカナン相手でも成り立つ話だ。そのためカナンは各国と、貿易や軍事ではなく、人で結びつくことが多い。

　人こそが宝である。

　それを教養の国であるカナンはよく知っているからだと言われているが、そのぶん、人の使い方を姑こ息そくなまでに知り尽つくしているとも言われている。

　要するに、武力はないくせに外交力の強い、侮あなどれない不気味な国としての側面を持っているのだ。

　そのカナンから王女が突然来訪したという報しらせは、少なからずイゼリア宮きゆう廷ていを混乱させた。

「───いま、この時機を狙ねらって王女を寄こす意味は何だ!?」

「国王陛下の容態は、宮廷外には漏もらしていない筈はずだ。……間者が入り込んだか!?」

「カナンは医い療りようも進んでいる。これを機に、高度な医療も取引に加えようというのでは？」

　王女受け入れの準備を慌あわただしく進めながら、重臣や官かん僚りようたちはカナンの目的をあれこれと探さぐっていたが、結局は王女を待つしかないという結論に至ったようだ。

「───……って、目的なんて一つしかないよな」

　呆あきれた口調でサリオが隣となりに立つルーカスに囁ささやく。

「簡単に諦あきらめるとは思ってなかったが、いきなり乗り込んでくるってのは想定外だ」

　ルーカスがどこか残念そうに呟つぶやくのを、シェリルは隣で俯うつむきながら黙だまって聞いていた。

　───ディアナ王女が？

　シェリルがアレクシオンのもとに戻ってアイネから聞いた話を伝えると、さすがにアレクシオンも驚いたようだった。だがすぐに、首を傾かしげてサリオたちを見た。

　───……何しに来るんだろう。

　───いやいやいや！

　サリオとルーカスが揃そろって突つっ込んだ。

　───決まってるだろ!?

　───あれだけ積極的に迫せまられた記き憶おく、もう捨てたのか!?

　信じられないと言わんばかりに叫さけんでから、はっとした顔で同時にシェリルを見る。

　───えーと。あ、でもまあ、お前はまったく相手にしてなかったしな。

　───うん、眼中にもなかったな！

　するとヴァルトがぼそりと言った。

　───王女殿でん下かだけでなく、カナン国王も乗り気だったと思いますけど───痛ッ!?

　ぼかりとサリオがヴァルトの頭を小こ突づいて黙らせ、ルーカスがシェリルの側そばに寄って柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　───俺にしておけば王女もかぐわしい夢を一緒に見られたんだろうけどね。可哀かわい想そうだが、今度も王女はあっさり振ふられるよ。

　な、とアレクシオンの方にルーカスが視線を向けたとき、アレクシオンは何かを考え込むように手を顎あごに当てていた。その表情から心の内は読めないものの、少なくともディアナの来訪を喜んでいるようには見えなかった。

　それに少し救われたとはいえ、シェリルの心が晴れる筈はなかった。

　こうして《四誓》の仲間たちと王宮の広間の隅すみに立ち、ディアナの来訪を待つ間、顔を上げることさえ出来ない。

「───失礼」

　カツカツと靴くつの鳴る音が近づいて来たと思ったら、それは隣で止まり、頭上から落ち着いた声が降ってきた。シェリルが顔を上げると、引き締しまった長身を軍服に包んだ男が隣に並んだところだった。

　イゼリア軍では若いながら将軍を務める、イザークである。同時に彼は、第二王子クラウシオンの《四誓》でもあった。

　王子に許される特別な側近《四誓》は、名のとおり四人選ぶことが認められているが、今のところクラウシオンはこのイザークしか定めていないと聞いている。第一王子のラルフシオンに至っては、いまだ一人も選んでいないという話だ。

　───そりゃ取引に使えるからな。

　以前、その話を聞いたシェリルが不思議そうな顔をしていると、サリオが説明してくれた。

　───取引？

　───上の王子二人が王位継けい承しよう権を巡めぐって争っているのは知ってるな？　自分が有利になるためには、力のある重臣や貴族をいかに自じ陣じんに取り込むかってのが大事なんだ。

　───一方、貴族たちにとって《四誓》は喉から手が出るほど欲しい地位だ。なんてったって、王族の権限が与あたえられる、最高の『名めい誉よ職』だからな。

　ルーカスが付け加える。

　───だから、王子側は《四誓》を餌えさにしながら味方につける貴族を選別する。

　───その切り札を俺たちなんかにあっさり配っちゃうんだから、アレクも気前が良い。

　そう言って二人は笑っていた。

　切り札の最後を自分のために使わせてしまったシェリルにとっては複雑な思いだが、そういう事情を考えると、クラウシオンが早いうちに唯ゆい一いつ《四誓》に選んだイザークは、クラウシオンが相当信しん頼らいしている人物ということなのだろう。

「？　……私に何か」

「あ、いえ」

　ついイザークを眺ながめてしまったシェリルは急いで視線を下ろした。すると、広間の反対側に並んでいる三人の王子たちの中で、睨にらむようにこちらを見ているクラウシオンと目が合った。

（自分の《四誓》をじろじろ見るなってことよね）

　反省しながら、クラウシオンの隣に立つアレクシオンに視線をずらした。

　非公式ながら他国の王女を迎むかえるということで、三人の王子は正装を身につけている。それぞれの王色である、白、赤、青を基調とした装しよう束ぞくだが、一番デザインが地味なのは、アレクシオンだ。装そう飾しよくも控ひかえめで、余分な宝石もつけていない。

　それゆえ視線は兄王子二人に行きがちなのだが、ふとアレクシオンに目を留めてしまうと、その秀しゆう麗れいな容姿に目を奪うばわれてしまう。

　ラルフシオンは優美で、クラウシオンは野性味の滲にじむ、それぞれ別の魅み力りよくをたたえた美び貌ぼうの持ち主だが、アレクシオンのそれは全く種類が異なると言って良い。

　繊せん細さいな目鼻立ちでありながら凜りんとした強さがあり、柔にゆう和わでありながら静かな威い厳げんを放つ。いわば両極の特性がさらりと溶とけ込んでいる絶ぜつ妙みような調和が、アレクシオンの美しさを表現しづらいものにし、視線を外せなくなる一因となっているのだ。

　それほど強きよう烈れつな印象を、アレクシオンは自分の意志で殺すことが出来る。

　公式な場にあまり出てこないせいもあるが、宮廷に仕える者たちがアレクシオンを軽かろんじていたのも、彼に意識を払はらうことが少なかったためだ。

　だがここに来て、その情勢は変わりつつある。

　ニクラスが言っていたように、アレクシオンを宮廷人たちの方から意識するようになったためだ。

　いまも広間に集つどった人々は、はじめこそ自分が支持する王子を惚ほれ惚ぼれと眺めるものの、好奇心から話題のアレクシオンに目を移し、そのまま見とれてしまうという状態になっている。そして自分と同じような状態に陥っている隣の者に気づき、お互たがい照れながらこっそりとアレクシオンを褒ほめるという光景が、あちこちで生まれていた。

　当のアレクシオンは気づいているのかいないのか、視線を足あし下もとに落とし、何かを考えている風ふ情ぜいだ。それすらも見る者の吐と息いきを誘さそうのだから質たちが悪い。

　シェリルも例外ではなく、その一人である。

（……綺き麗れいなひと）

　それが外見だけでなく、性格や心の持ちようもそうだと分かっているから、尚なお更さら惹ひかれてやまない。

　そしてシェリルと同じようにアレクシオンに惹ひかれ、その心が走るままに隣りん国ごくまで来た王女が、まもなく現れる。

　ため息をつきたい気分で俯いたとき、広間の衛兵が高らかに王女来訪の声を上げた。

　しん、と広間が静まりかえる。

　衛兵の手によってゆっくりと大扉とびらが開かれ、そこから護衛らしき兵を数名伴ともなう女性が、静かに入室してきた。

　衆人の注目の中、彼女のまとう青いドレスの幾いく重えにも重なった裾すそがさらさらと床ゆかを擦こする音と、かすかな靴の硬かたい音が広間に響ひびく。

　やがて正面に設しつらえられた壇だん上じようの玉座前まで来ると、女性───カナンの王女ディアナは長い裾を足で軽く払って、くるりと振り向いた。

　誰だれかの、ごくりと唾つばを飲み込んだ音が聞こえた。

　その音が、自分の喉のどから漏れたのかと思ったほど、シェリルもその瞬しゆん間かん息を吞のんだ。

（───わ……）

　王女ディアナは、一言で示せば「蜜みつ」のような女性だった。

　蜂はち蜜みつ色の巻き髪がみを高く結ゆい上げて、肩かたから胸むな元もとへ垂らしている。その胸元は、大きく開いた襟えり刳ぐりから豊かな胸が張り出していて、視線のやり場に困るほどだ。だが袖そでからのびた腕うでや、きつく締めた腰こしは驚おどろくほど細く、なめらかな曲線を描えがいている。

　顔だちも、美しいと言って良いだろう。だが、眦まなじりが少し下がった飴あめ色いろの瞳ひとみと、唇くちびるが厚めの小さな口がひどく扇せん情じよう的で、顔の造作よりも彼女の発する艶つやに気持ちを奪われるのだ。

　全身から、甘い蜜がこぼれ落ちる。

　ディアナはそんな印象を与える王女だった。

「気合い入ってるな、ありゃ」

「アレクには効かないが、イゼリアの貴族たちには充じゆう分ぶん効果あったみたいだ」

　サリオとルーカスがぼそぼそと交かわした会話のとおりで、アレクシオンはディアナを見ても表情一つ変えないが、この場にいる男性の多くは食い入るようにディアナを凝ぎよう視ししている。

　当のディアナは、おそらく広間に入った瞬間に居場所を確かく認にんしたアレクシオンへ視線を向けると、嬉うれしそうに、蕩とろけるような笑え顔がおを見せた。

（うわあ……笑い方も色っぽい）

　たとえば身近な存在でいくと、師であるミスカは大人の艶やかさを香かおらせているが、どこかさらりとした部分がある。だからこそ憧あこがれるのだが、ディアナは同性の目から見ていても背中がむず痒がゆくなるような、ずっと見ていてはいけないような、そんな気分にさせられる。

「……大人っぽいって、ああいう方を言うのかな……」

　心の中の呟つぶやきにとどめておいたつもりだったのに、ディアナの予想外の色いろ香かにシェリルも動どう揺ようしたらしい。ぽそ、とこぼれてしまった声は、しっかりサリオたちに拾われてしまった。
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「……シェリル、若じやつ干かん言いにくい話だけど」

　ルーカスがシェリルの耳に唇を近づける。

　こそ、と教えてくれた事実に、シェリルは思わず目を丸くした。

　思わず声を上げそうになったのは、速そつ攻こうでのびてきたルーカスの手が阻そ止ししてくれたが、心の中では絶ぜつ叫きようしていた。

（……私と同い年……っ!?）

　無意識に自分の胸元へ目が行く。そんなシェリルの肩を、ぽんぽんとサリオとルーカスが叩たたいてくるのも悲しい。

（噓うそでしょ……）

　がっくりとシェリルが肩を落としたとき、衛兵が王おう妃ひの登とう壇だんを告げた。

　三人の王子を除く全員が、壇上に現れた王妃カテリナに向かって膝ひざをつき、頭こうべを垂れる。ディアナも同様だ。そして王子たちは、胸元で揺ゆれる王家の紋もん章しように手を置いて、頭を下げた。

「───ようこそいらっしゃいました。ディアナ王女」

　玉座に腰を下ろしたカテリナが言い、ディアナがさらに深く頭を下げる。

「あいにく我が国王は先日軽い病を得て、快復はしたのですが大事を取って休むよう医師に言われているのです。私だけの出で迎むかえとなってしまったが、気を悪くなさらないでくださいな」

「とんでもないことでございます、王妃陛下。私こそ、国王陛下が大変なときに押しかけてしまって、申し訳ございません」

　意外にはきはきとした物言いのディアナはそう言った。

　それを聞いたカテリナは、ふっと笑みを浮うかべた。

「確かに突とつ然ぜんのことで驚きましたが、歓かん迎げいしますよ。それに、少し前まで貴国には我が国の第三王子アレクシオンが世話になりました。あらためて礼を言います」

「御お礼れいを申し上げるのは私のほうでございます。王妃陛下」

「え？」

　カテリナが聞き返すと、ディアナは顔を上げた。

　アレクシオンの方を振ふり向き、とろりとした笑みを作る。

　そして再度カテリナに向き直ると、ディアナは笑みを浮かべたまま言った。

「アレクシオン殿でん下かにお会いできたことは、これまでの私の人生の中で、もっとも大きな喜びとするところですわ、王妃陛下」

「───そうですか」

　珍めずらしく戸と惑まどうような目をカテリナはアレクシオンに向けた。

　隣となりに立つラルフシオンやクラウシオンからも視線を向けられているアレクシオンだが、表情を変えることなく、静かに佇たたずんでいる。

「当初のお話では、アレクシオン殿下の留学期間はもう少し長かったので、急なご帰国を耳にしたときは、私、泣き明かしましたの」

「……それは」

　さすがに少しざわつき始めた広間にも、ディアナはまったく臆おくする様子はない。

「それは、申し訳ないことをしましたね。ですが、王女にそこまで言っていただけるとは、アレクシオンも光栄でしょう。───そうでしょう、アレクシオン？」

「───」

　無言で軽く頭を下げたアレクシオンに、隣のクラウシオンはつまらなそうに鼻を鳴らして顔を背そむけた。

「ところでディアナ王女、今回は我が国にどのような御ご用ようだったのです？　あくまでも私的な訪問だと聞いていますが、何か協力が必要であれば遠えん慮りよせずにおっしゃってくださいな」

　すると、ディアナは待ってましたと言わんばかりに顔を輝かがやかせた。

「本当にご協力いただけますか？」

「え？　───ええ、問題さえなければ」

「問題は、何ひとつないと思いますわ。───イゼリアにとっても、カナンにとっても」

「は？」

　ディアナは背筋をのばした。

「王妃陛下。私は、もう我が慢まんが出来なかったのです。耐たえきれなくて、このままでは病気になってしまうと思いました。そんなときに我が国の文官で、貴国の貴族令れい嬢じようと婚こん約やくをしている者がイゼリアへ向かうと聞き、居ても立っても居られず、その一行に紛まぎれて出国したのです」

　ディアナの声は、どんどん大きくなる。

　それにつれてシェリルの胸には、不安という名の黒雲が徐じよ々じよに広がっていく。

　ディアナの目が再びアレクシオンに向く。

　頰ほおをうっすらと染めた様子が、いっそう彼女を艶なまめかしく見せた。

「───私は、アレクシオン殿下にお会いしたい一心でイゼリアに参りました」

　どよ、と広間が揺れるのにも構わず、ディアナはさらに続けた。

「はしたないと思われても構いませんわ。私は、アレクシオン殿下にならば、すべてを捧ささげることが出来ます」

　さらに広間が騒さわがしくなったが、カテリナが片手を挙げて軽く振ると静まった。

　カテリナは値ね踏ぶみするような目でディアナを見下ろした。

「……まるで求きゆう婚こんしているかのように聞こえますが」

　それまでとは少し違ちがう、やや冷たい響きの声でカテリナが言うと、ディアナは胸を張った。

「そのとおりですわ、王妃陛下。私は、アレクシオン殿下の妻になりたいのです」

「!?」

　その言葉を予想していたシェリルでさえ全身を震ふるわせたのに、カナンでの様子を知らない者たちの驚きよう愕がくはどれほどであろうか。

　仮にも一国の王女が言い放ったこの言葉は、一人の娘むすめが意中の男性を明かしたという話ではとどまらない。ましてや相手は、この国の王子だ。

　けれどディアナはさらにはっきりとした声で言った。

「先ほども申し上げましたが、これは両国にとって良い話だと思います。私とアレクシオン殿下が結けつ婚こんすれば、両国はこれまで以上に強い絆きずなで結ばれることになります」

　浮き足立つようなざわめきが大きくなる中、ディアナに向かって一歩踏ふみ出した者がいた。

　ラルフシオンである。

「ディアナ王女。───少し良いだろうか」

　穏おだやかな笑みを唇に乗せているラルフシオンを見て、ディアナはちょっと眉まゆを上げた。

　彼女の目にはアレクシオンしか映っていなかったのだろうが、あらためて面と向かえば、ラルフシオンの美び貌ぼうもまた感かん嘆たんすべきものだからだろう。

　ディアナは微笑ほほえんだ。

「構いませんわ。……ラルフシオン殿下でいらっしゃいますわね、第一王子の」

「これは光栄だ。私のことをご存じとは」

　そう言って目礼してから、ラルフシオンはディアナに言った。

「この度たびの訪問は私的なものとうかがっている。ということは、いまの言葉もあくまでも貴女あなたひとりのお考えであり、カナン国王のご意志とは関かかわりないと考えて良いのだろうか」

　なにせカナン国王夫妻には、このディアナしか子がいないのだ。それはつまり、カナンの次の王は、ディアナ自身が女王となるか、彼女の夫が国王となるかのどちらかだということを意味する。

　その問いに対し、ディアナはラルフシオンではなくアレクシオンに向き直った。

　無表情で自分を見返すアレクシオンをうっとりと見つめながら、ディアナは言った。

「父は私の結婚については何も申しておりません。ただ、留学にいらっしゃったアレクシオン殿下のことはとても高く評価しており、私が殿下に好意を抱いだいていることも存じております」

　そして、ディアナはついに言った。

「私が殿下に好意を抱いている以上、カナンの次期王にもっとも近い御お方かたであることは間ま違ちがいないと思いますわ。───もしかしたら、イゼリアの次期王となる以上に」

「───!?」

　この発言は、イゼリア宮きゆう廷ていに大きな衝しよう撃げきを与あたえた。

　それはただ人々が驚おどろいたというだけではない。これまで膠こう着ちやく状じよう態たいにあった王位継けい承しよう者論争という湖のど真ん中に大きな岩を投げ込んだような、とんでもない波は紋もんを起こした。

「───つまり、アレクシオン殿下はディアナ王女と結婚すれば、カナンの次期王になられるということだ」

「では、アレクシオン殿下がもしイゼリアの王になられれば」

「殿下は二国の王となり、統一に至らずともカナンは我らの手中に───!?」

　そんな都合の良い地図を描えがいた者たちが、俄が然ぜん、アレクシオンを王太子候補として推おし始めた。

　それだけではない。

　流石さすがにカナンがやすやすと手に入る筈はずはないと考える者も、アレクシオンの価値というものをあらためて見直し始めた。

　つまり、白か赤か、という選せん択たく肢しで迷うだけで済んでいたところに、青という第三の選択肢が、現実味を帯びて浮ふ上じようしてきたのである。

「───ま、実際にそれはないけどな」

　女官が運んできた焼き菓が子しをばりばりと齧かじりながら、サリオが軽く手を振る。

　部屋にいるのはサリオとルーカス、そしてヴァルトだけだ。

　ディアナ王女の会見後、アレクシオンは王おう妃ひに呼ばれてその場に残り、シェリルは国王の治ち療りように戻もどっていったため、彼らだけが本宮きゆう殿でんの一室で待機していた。

「あの程度の話、カナンで何度もアレクは聞かされているんだ。それで食指が動くというならとうにアレクは落ちてる」

「勿もつ体たいない話だけどなあ。色っぽい女と国が両方手に入るのに」

　頰ほお杖づえをついてルーカスが笑うが、言葉ほど羨うらやましそうではなさそうだった。

「だいたい、あの老ろう獪かいなカナン王があっさり国を手放すかっての。王女の夫に王位を譲ゆずったとしても、他国の王にはならないくらいの条件はつけてくるだろ」

「それは困ります！」

　ヴァルトがいきなり立ち上がる。

「アレクシオン殿でん下かは、このイゼリアの国王にこそ相応ふさわしいんです。カナンの王になったって意味はないでしょう！」

「はいはい。───ま、ヴァルトの口くち癖ぐせは置いておくにしても、厄やつ介かいな話になったな」

　サリオは椅い子すの背もたれによりかかり、両手を頭の後ろで組んだ。ぎしぎしと椅子を鳴らしながら、眉をひそめる。

「アレクにその気がなくても、欲よくに目がくらんで担かつぎ出そうとする輩やからが、余計な動きをしかねない。ここまでせっかく地味に生きてきたのに」

「それが狙ねらいだろ」

「ん？」

　サリオがルーカスを見る。ルーカスは軽く肩かたを竦すくめて、言った。

「王女がいきなり来た理由はそれしかないってことだよ」

　その場にいなかったシェリルはそんな会話が交かわされていることなど当然知らなかったが、はからずとも、ルーカスの推理が正しいことをその耳で確かめることになった。

「───ええと、栄養を補完するための《リフレ》と、少し顔色がお悪いから《フェル》を果か汁じゆうに混ぜて……」

　ニクラスからの指示を反はん芻すうしながら、北の宮きゆう殿でんから調薬所へと向かっていたシェリルは、途と中ちゆう通り過ぎた庭で、貴族の令嬢たちが数人固まっているのを見かけた。

　中心にいるのはアイネで、取り囲んでいる令嬢の中には国内でも有数の大貴族であるシルヴィエの姿もあった。

　シルヴィエは第一王子ラルフシオンの妃きさきの座を狙っていたという話だが、最近になってアレクシオンに鞍くら替がえした。いまも身にまとっているのは《青党》を主張する青色のドレスだ。

　そのシルヴィエが怒いかりに震えながらアイネに詰つめ寄っているのは、当然ディアナの話を耳にしたからだ。

「───どういうこと!?　カナンの王女が、アレクシオン殿下に求婚しに来たって！　しかも連れてきたのは貴女だって話じゃないの！」

「ち、違うわ。私が連れてきたんじゃなくて勝手に」

「追い返しなさいよ、そんなの！」

「!?　無理よ、一国の王女を！」

　アイネの話などろくに聞いていないが、いくら大貴族の令嬢で高い身分を誇ほこるシルヴィエでもさすがに王女には勝てない。焦あせりと衝撃で混乱するのも無理はないが、その感情を正面からぶつけられるアイネも災難としか言いようがない。

　とはいえシェリルが助け船を出せる類たぐいの話でもないから、心の中でアイネに詫わびつつ、そうっとその場を離はなれた。

　彼女たちに見つからないように、調薬所につながる渡わたり廊ろう下かではなく、庭の裏側に向かう。

　ふう、とため息をつく。

　───大だい丈じよう夫ぶだよ、シェリル。アレクは王女にも王位にもまったく興味ないから。

　会見が終わり、ニクラスに呼ばれたシェリルが皆みなと離れて出向こうとしたとき、サリオはそう言ってシェリルの背を軽く叩たたいてくれた。

　───え、えっと、私は別に。

　自分の気持ちがばれているのかと焦ったシェリルに、ルーカスは優やさしく微笑んだ。

　───いや不安になるのは分かるよ。もしアレクがカナンに行くことにでもなったら、俺たち《四誓》も一いつ緒しよに行かなきゃいけないもんな。知らない国に行くのは不安だもんなあ。

　───あ。……はい。

（……良かった、自分の気持ちがみんなにばれてなくて）

　シェリルはとぼとぼと歩きながら、そのときのことを思った。

　アレクシオンの《四誓》として、抱いてはいけない想おもい。それは彼らに絶対知られてはならないし、それ以上にアレクシオンにばれないようにしなければと思う。

　口数は少なくても、アレクシオンがシェリルを気き遣づかってくれていることは常々感じている。それはシェリルを《四誓》にしてしまったという罪悪感から来るものだと分かってはいるが、優しさが欠けた人間だったら、そのような気遣いすら思いつかないだろう。

　そんなアレクシオンがシェリルの本当の気持ちを知ったら、きっと、困る。

（……そんなの嫌いやだもの）

　もう一度ため息をついたが、それが思いのほか大きくて、シェリルはぎょっとした。

　思わず周囲を見回し、誰だれもいないことを確かく認にんしてから、今度は安あん堵どの息をつく。

「駄だ目めね。ため息ばっかりついてたら、それこそ心配させちゃう」

　そう呟つぶやくと、シェリルは両りよう腕うでを広げて、大きく息を吸った。

　清せい浄じような空気が肺をいっぱいに満たすと、もやもやしていた気持ちが四散した。

　───ため息をついたら、その倍、息を吸うのよ。

　そう教えてくれたのは、幼い頃ころに亡なくなった母だった。

　───泣いたらその倍、笑うの。そうすれば心も身体からだも整って、ちゃんと前を向けるから。

（そうだよね）

　シェリルは顔を上げた。

　よし、と握にぎり拳こぶしを作って前を向く。

　気合いを入れて前を向いたまでは良かったが、シェリルの決意をあっさり崩くずしてしまう光景が目に飛び込んで来た。

　庭から本宮殿へつながる廊下から少し外れた場所で、枝えだ振ぶりの良い大樹の下に立つ男女がいた。表からは隠かくれる場所のため、そこを通るとしたら庭師か、急ぎの用で裏道を抜ぬける王宮仕えの者くらいだが、そうではないことは彼らが身につけている装しよう束ぞくですぐ分かった。

（……シオンと……ディアナ王女！）

　びくっとして立ち止まったシェリルは、急いで一番近くの木の幹に隠れた。

　心臓が、冷たく縮んだと思ったのに、激しく鼓こ動どうを打つ。

（ど、どうしてこんな場所に）

　そう思ったとき、ディアナの声が聞こえた。

「───だって、こうでもしなければ私は貴方あなたの妃きさきになれないもの！」

　悲鳴に近い声が、シェリルの耳に痛くぶつかる。姿が見えなくても、ディアナの歪ゆがんだ表情が見える気がした。

「ええ、分かっています。卑ひ怯きようだと思われても構わないわ。でも考えてみて？　王族の結けつ婚こんって、そもそもそういうものじゃないの？」

　アレクシオンは返事をしない。

　ディアナの必死な声が続く。

「全然振ふり返ってくれない貴方が、どうしたら私を見てくれるか。貴方がカナンにいたときはそればかりを考えていたわ。貴方がイゼリアに帰ってからもそう。だけど、そのときに気づいたの。王族の結婚は誰が決めるかって」

　シェリルの存在などまったく気づいていないディアナは言う。

「貴方は自分の結婚なんて、ううん、自分のことすらどうでも良いのでしょう？　何にも関心がなく、大切なものを持たない方だもの。だからきっと貴方はイゼリア王や重臣たちが結婚を決めれば、それに従う。───私はそれで良いの」

　ディアナはアレクシオンの袖そでにすがりついた。

「他国の王子や貴族がどれだけ私を求めても、私は貴方が良いの。貴方の心が私になくたっていい。貴方以外の他ほかはいらないの」

（……っ）

　それ以上、聞いていられなかった。

　シェリルは踵きびすを返し、元来た方へ駆かけ出した。

　アレクシオンが顔を上げ、シェリルがいた場所へ目を向けたが、ディアナは気づかない。

「だから、私───！」

　しがみついていたディアナの指に、アレクシオンの手がかかる。一いつ瞬しゆん、期待に輝かがやいたディアナの瞳ひとみをアレクシオンは見つめることすらせず、美しく爪つめを整えたその手をむしり取った。

「!?　アレクシ───」

「話がそれだけなら、もういい」

　アレクシオンは静かに言うと、ディアナに背を向けた。

「アレクシオン殿でん下か、私は！」

　まだ追いすがろうとして伸のばされたディアナの手を、するりと避よける。そしてアレクシオンは半分だけ振り返って、ディアナを見た。

「生憎あいにくだが、貴女あなたの願いを叶かなえるつもりはない。───何ひとつ」

「な」

「カナンでも言った筈はずだ。王位はいらない。貴女もいらない」

「！」

　真っ青になったディアナに、アレクシオンは小さく笑った。ひどい言葉を言われた直後であっても、ディアナの目が潤うるむほどの魅み力りよく的な笑えみを浮うかべたまま、アレクシオンは言った。

「……俺にも大切にしたいものはある」

　そう言うと、アレクシオンはシェリルが走り去った方へ歩き出し、二度とディアナを振り返らなかった。

　当然、そこまで見届けていないシェリルは、ただがむしゃらに走っていた。

　どこに行こうという意識はなかった。

　あのままディアナが思い描えがく未来図を聞いていると、それがすぐにも現実として目の前に迫せまってくるような気がして、そこから逃にげ出すことしか頭になかったのだ。

　けれど、いくら逃げても足に笑いながらまとわりついてくるのは現実だ。

（分かっているつもりだったのに）

　唇くちびるを嚙かみしめるのは、喉のどをせり上がってくる熱い塊かたまりが、叫さけびとなって口から飛び出しそうになるからだ。

（ちゃんと覚かく悟ごしていたつもりだったのに……！）

　瞼まぶたが熱くなり、視界が滲にじんで歪む。

　思わず目をぎゅっと閉じたときだ。

「───うわっ」

「───きゃっ」

　どん、と思いきり誰かにぶつかってしまい、シェリルは慌あわてて顔を上げた。

「ごめんなさ───クラウシオン殿下!?」

　見上げると、ぶつかってきたシェリルを抱だき留めたクラウシオンが、怒おこったような顔で見下ろしていた。

「お前───」

「ご、ごめんなさいっ」

　怒られる、とシェリルは首を竦すくめたが、クラウシオンの罵ば声せいは降ってこない。

「……？」

　そうっと顔を上げた先に、困ったような顔のクラウシオンがいた。

「あの、クラウシオン殿下？」

　尋たずねてから、はっとする。

　慌てて手の甲こうで眦まなじりを拭ぬぐうシェリルをクラウシオンは見つめていたが、まだ自分の手がシェリルの両腕を摑つかんでいることに気づくと、ぱっと手を離はなした。

「───ちゃんと前を見て走れ」

「すみません……」

　シェリルは頭を深く下げてから、クラウシオンを見た。

「……？　殿下、どうしてこんなところにいらっしゃるんですか」

　何も考えずに走ってきたが、自分たちがいるのは庭の外れだった。

「国王陛下の具合が良くなったから、医師長から面会のお許しが出たって聞きましたけど」

　ディアナの会見を終えた後で訪おとずれた病室で、国王が王子たちに会いたいと医師長に言っているのをシェリルは聞いていたのだ。

　───短い時間であれば。そして、お一人ずつであれば。

　ニクラスから次の服薬時までに準備すべき薬を指示され、シェリルが病室から出るときは、各王子たちのもとへ赴おもむく使いたちと一いつ緒しよだったのだ。

「先にラルフが行ってる。───年ねん齢れい順ってやつだ」

　部屋の外で待っているのはお預けを喰らっているようで、腹立たしいから庭に出てきたのだと言う。その物言いが、いかにもふて腐くされた少年という様子だったので、シェリルはつい小さな笑みをこぼしてしまった。

「笑うな、馬ば鹿か」

　いつもなら怒ど鳴なるだろうに、クラウシオンはどこかほっとした表情でシェリルを見下ろした。

　すみません、ともう一度謝ったシェリルに、クラウシオンは普ふ段だんの不敵な表情に戻もどった。

「でも、国王陛下とラルフシオン殿下の面会が終わるまで待つにしても、こんなところじゃなくてお部屋でお待ちになれば良いのに」

　そう言ってから、アレクシオンもきっと、国王のもとへ出向こうとしたときにディアナに捕つかまったのだろうと思い当たる。

　また胸がずくりと痛んだが、それを出来るだけ意識しないようにしてクラウシオンを見ると、珍めずらしくクラウシオンが疲つかれたような顔になった。

「分かりやすい場所にいると、鬱うつ陶とうしい奴やつらが押しかけてくるからだ」

「鬱陶しい奴ら？」

　するとクラウシオンはじろりとシェリルを睨にらんだ。

「お前の主あるじのせいだろうが」

「え？　シオ……アレクシオン殿下のことですか？」

「他にいたら《四誓》失格だ」

　顔をしかめたクラウシオンは両りよう腕うでを組むと、手近な木に背中を預けた。

「あいつが留学先で王女をたぶらかしてきたせいで、こっちに余計なしわ寄せが来た」

　たぶらかしたという言葉には少しむっとしたが、ディアナがアレクシオンに夢中になってしまっていることには違ちがいないので、そこは堪こらえる。

　少し考えてから、あ、と気づく。

　───そりゃ取引に使えるからな。

　サリオたちの会話をシェリルは思い出した。

　王位に就つくために、王子と宮きゆう廷てい内の実力者たちの間で《四誓》という地位が取引に使われるという話だ。

（そうか。王女のせいで急にシオンが王位継けい承しよう者に近づいちゃったから）

　クラウシオンを立てようという人々は、自分の権けん威いを振ふりかざして我こそはと名乗りを上げ、同時に《四誓》の地位を欲しがるのだろう。

（でも、もともとそのつもりだったんじゃあ……）

　だからまだ一人しか《四誓》を定めていないのだろうと思ってクラウシオンを見ると、その考えを見み抜ぬいたらしい。クラウシオンはむっとした顔でシェリルを睨ねめ付けた。

「好きで選んでる訳じゃない」

　クラウシオンは苛いら立だったように、足あし下もとの土を踵かかとで蹴けった。

「どうせ《四誓》なんて形だけの誓せい約やくだ。俺の役に立つなら誰だれだって良い。だから残りの三人をどうするかも、イザークに任せてる」

「えっ」

　思わずシェリルは声を上げた。

「でも、《四誓》は生しよう涯がいの忠誠を主に誓ちかうんですよね？」

　───命尽つきるまで、我らはひとつの道の上にあり。

　アレクシオンと交かわした誓約は、どんなつらい感情に襲おそわれたときでも、シェリルの中に深く刻まれ、翳かすむことはない。

「たとえクラウシオン殿下が王位に就かなくても、誓約に変わりはないのでしょう？　だったら殿下ご自身が信しん頼らいできる相手を───」

　なんだか自分のアレクシオンに対する思いを否定されたような気がして、少しむきになりながらシェリルが言うと、クラウシオンは鼻先で笑った。

「お前は何も知らないからな。王位に就かなかった王子の《四誓》なんて、それこそ名前だけが───」

「でも、殿でん下かはイザーク様を信頼なさっているから《四誓》に任命されたんですよね？」

「───」

　瞬まばたきを止めて見返してきたクラウシオンにシェリルは言った。

「イザーク様ではなくてクラウシオン殿下の《四誓》でしょう？　殿下が選ぶからこそ、《四誓》の誓約は絶対のものになるんじゃないんですか」

　熱を込めて言ってから、はっと我に返る。

「す、すみません。私なんかが生意気なことを……」

「まったくだ」

　ふん、と一度顔を上げてから、クラウシオンは再びシェリルに目を向けた。

「……ったく、変わった奴だ」

「え？」

「何でもない。───お前の妄もう言げんは聞かなかったことにしてやるって言ったんだ」

　クラウシオンは唇の端はしに、どうしても抑おさえきれなかった笑えみをちらっと覗のぞかせてから、木から身体からだを離した。

「さすがに父上も今回のことで王位継承問題に決着をつける気になっただろう。《四誓》の選定以上に、父上のご機き嫌げんをうかがうことが重要になってくるだろうさ」

　そう言ったクラウシオンの表情が、ふいに険しくなる。

「……あいつの口車に父上が乗せられなきゃ良いが」

　あいつというのが誰なのか、名前が出ずとも分かる。

「また、そんな風に───」

　たしなめかけたところで、こちらに近づいて来るアレクシオンの姿を見つけた。

　ずき、と胸がまた痛み、シェリルは視線を下げた。

「あの。……私、調薬所に行かなくてはいけないので、失礼します」

「え」

　シェリルはクラウシオンに頭を下げ、それを元に戻すよりも先に駆かけ出した。

「なんだ、あいつ───」

　突とつ然ぜんのことに呆ぼう然ぜんとしたクラウシオンだが、すぐにアレクシオンに気づき、眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んだ。

「なんだ、お前か」

「───」

　アレクシオンは無言でシェリルの後ろ姿を見送っており、クラウシオンの尖とがった声にも反応しない。ち、と舌打ちをして、クラウシオンはアレクシオンに近づいた。

　すれ違いざま、じろりと横目で睨む。だがすぐに皮肉めいた笑みを浮うかべた。

「自分の《四誓》に逃にげられるなんて、情けない奴だ」

　ちらりと視線を向けてきたアレクシオンを無視するように、通り過ぎる。だが数歩過ぎたところでクラウシオンは足を止め、背を向けたまま言った。

「覚かく悟ごしておけ。───ずっと避さけていたんだろうが、王位継承問題からお前も逃げられなくなった」

　そしてクラウシオンは言った。

「お前たちは妙みように信用しているけどな。ラルフはそのうち本ほん性しようを出す。そのときになって後こう悔かいしても知らないぜ」

　そう言うと、クラウシオンは大おお股またで宮きゆう殿でんへと歩いて行く。

　アレクシオンは言葉も表情も、何も返さなかった。










　　　　五




　国王が病室として使っているのは、ふだん使っている寝しん室しつとは別の部屋だった。

　もっとも、いくら息子むすことはいえ父の寝室に入ることはまずない。

　医師長から許可を得て、王子の中で最初に国王との面会を果たすことになった長子のラルフシオンは、少し薬の匂においがする薄うす暗ぐらい部屋にさほど違い和わ感かんも覚えることなく、部屋の中央に置かれた天てん蓋がいつきの寝しん台だいに近づいた。

「───……ラルフか」

　擦かすれた父の声も、ラルフシオンの冷たい心に触ふれることはかなわない。

　それをおくびにも出さず、ラルフシオンは寝台横の椅い子すに腰こしを下ろした。

「父上」

　わざと自分の声も擦らせて、国王へと顔を近づける。

「心配しました、父上。……ご快復されて、心より安あん堵ど致いたしました」

　自分の繊せん細さいな顔だちが、どんな表情を作れば効果的に映はえるのか、ラルフシオンは充じゆう分ぶん承知している。天蓋の薄布越ごしではあるが、自分の切なげな表情は国王にも見える筈はずだ。

「……うむ。心配かけたな」

　一方の国王の表情はよく分からない。

　寝台に横たわったまま目を閉じているせいで、眠ねむっているようにも見えるからだ。

「そうですとも。クラウやアレクと一いつ緒しよに、本当に心配しました」

　他ほかの兄弟に対し自分は仲良くしていることをさりげなく主張する。こうすることで、自分やアレクシオンに対して敵てき愾がい心しんを燃やすクラウシオンの評価を下げる狙ねらいだ。

（もっとも、いまさらこんなことに意味はないが）

　瞳ひとみの奥に溶とけることのない氷を隠かくし持ちながら、ラルフシオンは視線を少し動かした。

　枕まくら元もとのサイドテーブルには硝子ガラスの水差しに入った水と、薬箱らしきものが置いてある。

　かすかにラルフシオンの眉が上がる。

　───何故なぜ、父上が目覚める……!?

　国王が危き篤とく状態を脱だつしたという報しらせを受けたとき、ラルフシオンは側近のイシュトに小声でそう叫さけんだ。

　───そなたは言ったな。毒には毒消ししか効かない。医師たちが通常の病と考えて薬を与あたえている以上、父上が目覚めることはないと……！

　だが、国王は目覚め、こうして会話をかわせるほど快復している。

（またもや、あの娘むすめにやられた）

　前回は偶ぐう然ぜんとして済ませられた。

　調薬師の試験の際に、思いのほかシェリルが調薬師としての実力を持っていることを見せつけられはしたが、多少の才能と優すぐれた師に恵めぐまれれば、あり得ない話ではない。

　けれども今回は違ちがう。

　国王が快復したということは、シェリルが与えた薬が毒消しだったことを意味する。

　調薬師長であるホルガーが、聞いたことのない田舎いなか薬だったと言い訳をしていたが、他の誰だれが分からないとしても、シェリル自身は自分が使った薬が毒消しだと知っている筈だ。

　それはつまり。

（……あの娘は、父上に毒が盛られたことを知っている）

　シェリルはアレクシオンの《四誓》だ。当然その情報は、アレクシオンにも伝わっていると考えるべきだろう。

　アレクシオンがどう出るか。

　正直なところ、ラルフシオンはそれを読み切れないでいる。

　なにせアレクシオンはこれまで王位継けい承しようには無関心で、表おもて舞ぶ台たいに関かかわろうという動きがいっさいなかった。ラルフシオンとしては王位を争う相手をクラウシオン一人に絞しぼれば良く、せいぜい弟二人が結けつ託たくしないように、良い兄を演じてさえいれば良かったのだ。

　そんな風に軽かろんじてきたアレクシオンが、いまやラルフシオンにとっては一番の脅きよう威いとなっている。

　毒の件に加え、カナンの王女の求きゆう婚こん、そして。

「───そなたが長ちよう兄けいとして弟たちをまとめてくれているのなら、余も安心できる」

　国王の声に、はっと顔を上げる。

「お任せください、父上。母は違えど、二人は大切な私の弟です」

　ラルフシオンは微笑ほほえみながら、顔を布に近づけた。

　慎しん重ちように、柔やわらかい声を喉のどから押し出す。

「そういえば───先日アレクについて、妙なことを申す者がおりました」

「……何だ？」

「それが」

　ラルフシオンは、ほんのわずかな変化も見み逃のがさないよう、国王の顔に鋭するどい眼まな差ざしを当てた。

「アレクシオンの母親は、本当はステラ殿どのではないと」

「───」

　国王は目を閉じたままだ。

　そのまま沈ちん黙もくが続く。

　じりじりと、静せい寂じやくが肩かたを押さえつける緊きん張ちよう感かんを覚えながらも、ラルフシオンはじっと待った。

　そしてかなりの時間がたってからようやく、ふっと国王の目が開いた。

「……愚おろかなことを」

　吐と息いきとともに吐はかれた言葉に、ラルフシオンも息を吐いた。無意識に呼吸を止めていたことに気づき舌打ちをしたい気分になったが、顔に表れたのは安あん堵どしたような笑えみだ。

「勿もち論ろんそうでしょうとも。……妙なことを申したのは先日の宴うたげに侵しん入にゆうした賊ぞくの一人でしたが、ご安心を。賊はすべて処理致しましたので、虚きよ言げんはどこにも広まることはないでしょう」

　国王は、アレクシオンの出生の秘密を、知らない。

　その確信を得て、ラルフシオンの瞳が光る。

（ならば私が勝つ───）

　かすかに唇くちびるの端はしを持ち上げたとき、国王が言った。

「……そのような話が出てくるのも、余の責任かもしれぬな」

「父上？」

「余が、王太子を定めぬゆえ、様々な思おも惑わくが入り乱れるのであろう」

　まったくだ。

　一いつ瞬しゆんだけ冷たい目を国王に向けてから、ラルフシオンは微笑んだ。

「父上には父上のお考えがおありでしょうから───」

　すると国王は意外な言葉を発した。

「うむ。……実は王太子を誰だれにするかなど、最初から決めてあったのだ」

（何!?）

　思わず身を乗り出してから、少しだけ身を引く。

「……では何故、指名をなさらないのですか？」

　声が震ふるえてないのを確かめてから、もう少し大きな声にする。

「皆みな、父上のお考えに従うでしょう。私も、父上が誰を王太子に定めたとしても、イゼリアの王子としてそれに従い、この国を発展させるための努力を惜おしみません」

「……」

　国王は少し笑ったようだった。

「そなたなら、そう言うと思った」

「───父上。であれば……」

「だが余は言わぬぞ」

　その声には、力がこもったような気がした。

「何故です。皆が父上のご決断を待って……」

「カテリナが反対したのだ」

（王おう妃ひだと───？）

　国王の声はまた、細くなった。

「余はカテリナの意志を尊重したいと思っておる。ゆえに我が心にある名前は生しよう涯がい明かさぬと決めたのだが」

　そこで国王ははっきりとした苦く笑しようを浮うかべた。

「そう決めたくせに、迷いがあったのだろうな。実は余が定めた王太子の名を、《王の証あかし》に刻ませたのだよ」

　ラルフシオンは目を見開いた。

「……《王の証》とは……？」

　そんなものの存在は、生まれてこの方、聞いたことがなかった。

　だが、もしそこに刻まれたのが自分の名であれば、アレクシオンの真の母親が誰であろうが、王太子の座は確実にラルフシオンのものとなる。

「それは何なのですか？　王宮内にあるのですか？」

「明かさぬと言ったであろう」

「しかし」

「ラルフシオン」

　国王は少し首を傾かたむけて、初めてラルフシオンのほうへ顔を向けた。

「最近、余は思うのだ。《王の証》がなくとも、つまり余の言葉がなくとも、真に王に相応ふさわしい者であれば、運命に背を押され、自おのずとその者が王位に就つくのではないかとな」

　ゆえに、と国王は言う。

「いま余が言ったことは他言せぬと誓ちかってくれぬか。───そなたには余分な荷を背負わせることになって済まぬと思うが」

「！」

　ラルフシオンは国王を見た。

　薄うす布ぬの越ごしではあるが、国王の瞳ひとみがまっすぐ自分に当てられているのは分かる。その色は、自分とは違う、蒼色だ。

（父上）

「……父上の仰おおせのとおりに」

　微笑みを浮かべたまま、頭を下げる。

（私は。───自分とは違うあなたのその瞳の色が、大だい嫌きらいだった）

　ラルフシオンは椅い子すから立ち上がった。

　再度頭を下げたときにはもう、国王は目を閉じていた。

　扉とびらを開けて、外に出る。

　廊ろう下かには護衛兵が立ち並んでいた。

「私はもう良い。クラウを呼んでやってくれ」

「御ぎよ意い」

「そなたたちも御ご苦く労ろうだが、引き続き父上を頼たのむぞ」

「───はっ！」

　恐きよう縮しゆくする護衛兵たちに微笑んでから、背を向ける。

　廊下をゆっくりと歩きながら、心の中では興奮の声を上げていた。

（間ま違ちがいない。父上は、私を王太子に選んでいたのだ───！）

　最初から決めていたと国王は言った。さらに国王は、アレクシオンをステラが産んだ子だと信じている。

　ならば長子であるラルフシオンを王太子にと定めるのは、ごく自然な流れだ。

（それを王妃は反対した。……理由は一つしかない。いずれ、我が子であるアレクを王位に就かせる可能性を残すためだ）

　国王は王妃の思惑を知らなかったにせよ、かつて子を亡なくした王妃を哀あわれんで、その意を汲くむことにしたのだろう。

（───王妃め。ことごとく、私の邪じや魔まをする）

　歩いているうちに、王宮内の自室につく。扉の前ではイシュトが立って待っていた。

　イシュトの手で開けられた扉を抜ぬけて、中に入る。

　背後で扉の閉まる音を聞いてから、「イシュト」と声をかけた。

「父上は、生きているうちに王太子を指名する気はないとおっしゃった」

「───」

　さすがに意外だったのか、珍めずらしくイシュトの頰ほおがぴくりと動く。

「そなた、《王の証》というのを知っているか」

「……申し訳ございません」

「その《王の証》に父上は王太子の名を刻ませたそうだ。───おそらく私の」

「！　それは」

「だがその所在すら父上は明かされなかった」
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　ラルフシオンはイシュトに振ふり返った。

「アレクの出生のことはご存じなかった。だが、アレクを王位に就ける気が王妃にあるなら、遅おそかれ早はやかれ、父上に真実を伝えるだろう。そうなってからでは───遅い」

　そう告げたラルフシオンの表情からは柔にゆう和わな線がいっさい削そぎ落とされ、ぞっとするような冷れい酷こくさだけが残っていた。

「王太子指名をなさらないのであれば、もはや父上に利用価値はない。あるのは危険だけだ」

「殿でん下か」

　ラルフシオンは目を細めた。

　目の下に落ちた睫まつ毛げの影かげが、彼の表情に闇やみを差す。

「───時間稼かせぎは不要。しくじるなと、そなたの《影》に伝えておけ。今度こそ、その出自に相応しい働きをしろと」

「……御意」

　ラルフシオンはイシュトに背を向け、窓に向かった。

　右手を上げ、窓まど枠わくに施ほどこされた鳥や花の彫ほり物を指先で辿たどる。

「……だから、さっさと私を王太子に指名しておけば良かったのですよ。父上」

　呟つぶやいたラルフシオンに、イシュトが抑よく揚ようのない声で尋たずねる。

「殿下。───決行は」

　つつ、と窓枠を辿っていた指が途と中ちゆうで止まる。

　唇くちびるが、ゆっくりと、笑えんだ。

「───すぐにでも」

　この瞬しゆん間かんに、イゼリア国王の命運は尽つきた。




　翌朝、北の宮きゆう殿でんの一室で、つんざくような女官の悲鳴が響ひびき渡わたった。

「陛下が……国王陛下が……っ！」

　王宮仕えの医師と調薬師が国王の寝しん室しつに怒ど濤とうのように駆かけ込んで、その後しばらくは激しく人の出入りがあった。

　やがて、その動きも止まる。

　王妃の嗚お咽えつが寝室から漏もれ聞こえ、扉の外では、ふだん北の宮殿に足を運ぶことのない三人の妾しよう妃ひたちが泣なき崩くずれた。

　報しらせを受けて駆けつけた王子たちは既すでに寝室内にいたが、やがて出てくると、それぞれの母を抱だき寄せた。

　イゼリア国王、崩ほう御ぎよ。

　数日前であれば多少の覚かく悟ごがあったそれは、唐とう突とつに現実となり、イゼリア宮きゆう廷ていを悲しみと混乱の奈な落らくに突つき落とした。

　誰だれもが呆ぼう然ぜんとする中、もっとも早く反応したのは第一王子であるラルフシオンだった。

「───カナンのディアナ王女を王宮へお呼びしろ。父上のことを知らせるのだ」

　ラルフシオンによって執しつ務む室に集められた大臣の一人が青ざめる。

「しかし、殿下。国王崩御は、数日は伏ふせておくのが慣例で……」

「そうです。現在イゼリアには戦火を交えている国はありませんが、だからといって敵がいない訳でもありません。陛下がお亡くなりになったことにつけ込んで、いつ───」

「だから、だ」

　ラルフシオンは重臣たちを見回して言った。

「偶ぐう然ぜんとはいえディアナ王女が我が国にいたことは僥ぎよう倖こうだ。葬そう儀ぎへの参列を依い頼らいし、それまで我が国に滞たい在ざいしていただく」

　内大臣が、はっとした顔でラルフシオンを見た。

「人ひと質じち。───でしょうか」

「後こう継けい者しやである王女がいる国を、カナンが敢あえて攻こう撃げきする筈はずはない。そしてカナンは他国に顔が利きく。彼かの国も常に人質を抱かかえ込んでいるようなものだからな。王女がいる限り、他国にも睨にらみをきかせてくれるであろう」

　おお、と感かん嘆たんの声が上がる。

「さすが、ラルフシオン殿下」

「仰せのとおりに！」

「して、葬儀の準備は───」

　ラルフシオンを中心に、止まっていた政まつりごとが動き出したのは明らかだった。

　けれどその陰かげで、宮廷ではひそやかな疑問が囁ささやかれていた。

「……陛下は何故なぜ急にお亡くなりになったのだ」

「シェリル様の薬で快復されていたのだろう？　昨日には、王子殿下たちとお話もされたというではないか」

「もしや暗───」

「しっ。滅めつ多たなことを申すな───」

　この噂うわさを躍やつ起きになって消して回ったのが、調薬師長のホルガーだ。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。国王陛下は恐おそれ多くも、病が悪化されたのだ。毒を飲まれた兆候など、何ひとつなかった」

　実際に国王の身体からだを診みた医師長もこれに同意したので、結局はここ数日の快復は一時的なものであり、奇き跡せきであった───そんな風に人々は解かい釈しやくせざるを得なかった。

「……そんな筈はない」

　ニクラスは怒いかりを声に滲にじませた。

　調薬師の副長であるニクラスは、小部屋ではあるが、本宮殿に一室を与あたえられている。今回のように王族が病で伏したときには寝ね泊とまりをしながら看病できるようにするためだが、普ふ段だんは講義の準備や調薬の研究なども行っていると言う。

　シェリル以外は誰もいないその部屋で、ニクラスは声を低めながらも荒あらい口調で言った。

「国王陛下が意識を失われた際だって、シェリルが気づいた斑はん点てんを見落としたような奴やつらだ。兆候の有う無むを語られても、信じようがない」

　ニクラスが怒おこるのにも理由がある。

　国王の呼吸が止まっているという報せに、王宮仕えの医師と調薬師はすべて国王の寝室に向かったが、実際に国王の身体を診たのは医師たちと、調薬師ではホルガーだけだったのだ。

　───我らは本来、調薬が務めである。診しん察さつと治ち療りようは、医師たちに委ゆだねるのだ。

　ホルガーが普段は絶対に言わないようなことを言い出し、副長であるニクラスでさえ国王に近づかせなかった。

「……でも先生」

　シェリルは涙なみだを指で拭ぬぐいながら、ニクラスを見上げた。

「国王陛下にはあれからずっと、毒消しを飲み続けていただいていました。もし新たな毒を盛られたのだとしても、こんなにすぐお亡なくなりになるほど強い毒なんてあるのでしょうか」

　特に《シェナ》は病の感かん染せんを防ぐ効能があるが、身体に入りかけた毒を退しりぞける力もあるのだ。それがまったく効かなかったというなら、もともとの病が悪化したという説明に齟そ齬ごはない。

「……うむ」

　ニクラスは困ったように眉まゆを寄せた。

「そこなんだ。君が言うように、それを説明できない以上、私の主張はかなり弱いだろうね」

　だからアレクシオンにも言えないとニクラスは項うな垂だれる。

（……シオン）

　鼻をすすり上げたシェリルは、国王が亡くなった際に見かけたアレクシオンの横顔を思い返した。

　治療に殆ほとんど加われなかったとはいえ、調薬師としてシェリルはニクラスとともに、国王の寝室近くに控ひかえていた。実は国王が亡くなったその前夜も、シェリルは東の宮殿に帰らず、調薬所の隣となりに設けられている宿舎に泊まったのだ。

　ディアナの件で、アレクシオンから逃にげるように去ったことにより、シェリルはアレクシオンと顔を合わせづらくなっていた。それでニクラスに頼たのんで、当直に加えてもらったのだ。

　訃ふ報ほうを受けて国王の寝室に駆けつけたアレクシオンの姿は、他ほかの医師や調薬師が壁かべになって見ることは出来なかったが、離はなれた場所からサリオたちに手招きをされて近づいていくと、サリオがそっと耳打ちしてくれた。

　───あんな青ざめた顔のアレク、初めて見た。

　その後、寝室から王子たちが揃そろって出てきたときは、シェリルはその場にいなかった。葬儀の準備に関連した仕事を指示され、調薬所のほうへ戻もどっていたからだ。

　敬愛する国王の死は、民たみとして、また治療に携たずさわった一人として、シェリルに深い悲しみをもたらしている。やっと涙は止まったが、先刻まで他の医師や調薬師同様、ぼろぼろに泣いていたのだ。

　だが息子むすことして、アレクシオンの悲しみはシェリルのそれとは比べものにならないだろう。

　そう考えただけで、シェリルの胸はひりつくように痛む。

　生まれる前に父を、そして幼い頃ころに母を亡くしているシェリルには、アレクシオンがいま抱いだいているであろう喪そう失しつ感かんと悲しみが想像できる。

（絶対につらい。───きっと泣きたいくらい）

　けれどアレクシオンは泣かないだろうという気がした。

　アレクシオンだけではない。父亡き後、国と民を背負っていかなくてはならない王子たちは、臣下たちを勇気づけるためにも、強くあろうとするだろう。

　だからといって平気な筈はない。

（……シオン……！）

　シェリルはニクラスに向き直った。

「先生。私、……シオンのところに戻っても良いでしょうか」

　ニクラスは瞬まばたき、そして小さく笑った。

「勿もち論ろんだとも。君は王宮調薬師である前に、アレクシオン殿でん下かの《四誓》だ。こんなときこそ殿下のお側そばにいないとね」

「───ありがとうございます……！」

　シェリルは深くお辞じ儀ぎをすると、部屋を飛び出した。

　人目を気にせず、廊ろう下かを駆ける。

　ふだん王宮の廊下を走る者など殆どいないが、いまは葬儀の準備で大勢が走り回っているので、シェリルに目を留める者はいない。廊下のところどころでは女官が固まって泣き崩れているが、彼女たちも周囲を見ていないので、シェリルは遠えん慮りよなくその脇わきを駆け抜ぬけた。

　いったん外に出て、東の宮きゆう殿でんへつながる通路へと向かう。

（───あ）

　そのとき、視界の端はしを過よぎった影かげにシェリルは足を止めた。

　本当は一刻も早くアレクシオンのもとに行きたい。だから、一度はそのまま足を踏ふみ出した。

　けれど。

「……っ」

　悩なやんだ末、シェリルは方向を変えた。

　東の宮殿ではなく、本宮殿から北の宮殿の間にある庭に急ぎ足で向かう。

　少し奥まった場所で、宮殿同士をつなぐ渡わたり廊下や庭のあちこちにある東あずま屋やのどこからも見えない所まで来たとき、視線の先に佇たたずむ人ひと影かげがあった。

（やっぱり……）

　みっしりと枝に緑を茂しげらせた大樹の下で、幹に背を預けて佇んでいたのはクラウシオンだった。先刻視界の端に映ったのは、クラウシオンがさりげない様子で庭の奥へ進んでいく姿だったのだ。

　ここは昨日、アレクシオンとディアナが話している場所からシェリルが逃げ出したときにクラウシオンとぶつかった場所だった。クラウシオンが歩いて行く方向が同じだったので、ひょっとしてと思ったのだが当たりだった。

　クラウシオンは昨日と同じように両りよう腕うでを組み、足あし下もとを見つめるように視線を落としていた。

　木々の間からこぼれ落ちる太陽の光で、あざやかな金きん髪ぱつは輝かがやきを増しているのに、クラウシオンの姿には覇は気きがない。彼の上に注ぐ光はすべて滑すべり落ち、足下の木こ陰かげに吸い込まれてしまうかのようだ。

　ぱき、とシェリルの靴くつの下で、落ちていた枝が折れる。

　その音にぱっと顔を上げたクラウシオンはシェリルを見ると、大きく目を開いた。

「あ。あの」

　追いかけてきたくせに、シェリルはたじろいだ。

　考えてみれば、シェリルが想像したようにクラウシオンが悲しみにくれていたとしても、だからといって彼がシェリルが側にいることを望む筈はずはないのだ。

　なんとなく放ほうっておけなくて追ってきてしまったが、クラウシオンが見下す平民である自分が訳知り顔で近づけば、悲しみの上に余計な負の感情を注ぐことになりかねない。

（馬ば鹿かだわ、私）

　悲しいとき、誰だれかが傍らにいれば癒いやされる。

　それは人によっては当てはまらないことだってあるし、当てはまるとしても、相手が誰でも良いというわけではない。そんなことにも気づかなかった自分の思い上がりが恥はずかしくなり、シェリルは急いでクラウシオンに謝った。

「申し訳ございませんっ。すぐ、向こうへ行きますから……っ」

　頭を下げて、くるりと向きを変える。

　そのまま駆かけ出そうとしたときだ。

「待て！」

「！」

　呼び止められて振ふり返ると、クラウシオンは目を吊つり上げてシェリルを見ていた。

「謝るくらいなら、こっちへ来い」

（やっぱり怒らせちゃった……）

　ごめんなさい、ごめんなさいと、心の中でひたすら繰くり返しながら、恐おそる恐る近づく。

　すぐそばまで来ると、クラウシオンはすいと顔を横に向けた。

　先刻見たときと同じように、少し視線を下げて俯うつむく。それきり何も言わないので、シェリルも黙だまってその隣に佇むしかない。

　クラウシオンの沈ちん黙もくは、彼に降り積もる悲しみの表れだ。

　先刻クラウシオンを見つけたときに木こ漏もれ日びが彼の頭上に降り注ぐのを見たが、それがいま隣にいる自分の足下にも落ちていくのを見つめていると、悲しみが光に形を変えて空から降ってきているように思えた。

　細かな光は、ちらちらと、きらきらと、落ちては地面に吸われていく。

　いま王宮でたくさんの者が流している涙なみだのようだと思いながら、その光の軌き跡せきを見つめていると、クラウシオンがぽつりと言った。

「……確かお前、両親がいないって言ってたな」

　宴うたげのときにかわした会話を覚えていたようだ。

「はい。───父は私が生まれる前に。母は、私が六歳のときに」

「……ふん」

　また、黙り込む。

　だが今度の沈黙は、短かった。

「───じゃあ、お前のほうがつらかっただろうな」

　シェリルは顔を上げてクラウシオンを見た。

　下を向いたままのクラウシオンの横顔は、何かに耐たえているような痛ましさがあった。

「……そんなことはないです」

　シェリルはそっと呟つぶやくように言った。視線を足下に落としたままのクラウシオンを見つめながら、囁ささやくような声で言う。

「悲しみの大きさは測れないし、比べられるものではないと思います。───ううん、大切なひとを亡なくしたときの悲しみは、そのひとにとっては誰よりも大きくて、みんなにとっては自分と同じだと思うんです」

「……同じ……？」

「みんな、人の悲しみを自分に重ねて寄り添そうから」

　シェリルは言った。

「悲しみとか、喜びとか……自分の感情って人と比べるものでも教わるものでもなくて、自分自身がその大きさに向きあうものだと、私は思うんです」

　そう言いながら、それを綺き麗れいごとだと思う自分もいる。

　アレクシオンへの報むくわれない想おもいを嘆なげくとき、どこかでシェリルも、無む邪じや気きに王子との恋こいを夢想する幼なじみたちと比べて、自分が一番の不幸のように思っていなかったか。そう思うことで、自分を救い上げようとしていなかっただろうか。

（それなのに、こんなこと言っても、慰なぐさめにもならないよね……）

　自己嫌けん悪お気味にそう思ったとき、クラウシオンが擦かすれた声で呟く。

「───これに、向きあえって……？」

　シェリルが振り向いたとき、クラウシオンの片目から、ぽた、と涙がこぼれ落ちた。

「こんな感情に、向きあえって……？　王子の俺が……？」

　そう言っている間に、また一ひと粒つぶ涙がこぼれる。

（クラウシオン殿下……！）

　シェリルは胸をつかれた。

　たぶんこの人は。

　いま自分が泣いていることに、気づいてすらいない。

　そう思ったとき、シェリルは手をのばしていた。

　クラウシオンの目からこぼれた涙を隠かくすように、頰ほおを手のひらでそっと包む。

　びく、と動いたクラウシオンがシェリルのほうを見た。

「……王子だからこそ、その気持ちを大切にしてください」

「───」

　クラウシオンが瞬またたくとまた新たな涙が落ちて、シェリルの手の甲こうを伝う。

「恥ずかしいことでも何でもないです。冷たい王子様より、私たちと同じように泣いてくれる王子様のほうが、私は好───！」

　最後まで言い終えるのを待たず、強く抱だきしめられた。

　抱きしめられたというよりは、上から覆おおい被かぶさられたというほうが近い。

　驚おどろいて目を丸くしたシェリルの耳元に、クラウシオンの嗚お咽えつが触ふれる。

「───……父上、なんで…………っ！」

　クラウシオンは、シェリルよりも長身で、年ねん齢れいも上で、そして身分ははるかに上で。

　それでも全身を震ふるわせて泣く彼は、小さな子供のようだった。

　つられて泣きそうになりながら、シェリルはその広い背中を優やさしくさする。

（感情を吐はき出して、少しはお気持ちが楽になりますように）

　そう強く願う。

　あんな風に耐えるような表情は、クラウシオンには似合わない。いつものように意地悪や嫌いやみを言って怒おこっているほうが、よっぽど良いと思ってしまう。

（早く元気になりますように……）

　そのとき、少し離はなれた場所からクラウシオンを探す声が聞こえた。

　クラウシオンの耳にもそれは届いたらしい。

　がばっとシェリルから自分の身体からだを引き剝はがすと、ぐい、と手の甲で目元を拭ぬぐった。

　まだ目の周りと鼻は赤いながら、表情はずっと落ち着いているように見える。

「───もういい。行け」

「え？」

「もう用はないから、去れと言ってる」

　その言葉だけであれば、ひどいことを言うと怒るところだ。けれども、シェリルから背そむけた顔は居い心地ごこち悪げで、しかも近づいて来る声を気にしているのは明らかだった。

「はい、分かりました」

　シェリルは優しい表情で言った。

「おひとりの時間を邪じや魔ましてしまい、申し訳ございませんでした」

　そう言って頭を下げ、踵きびすを返すとすぐに駆け出した。

　シェリルの後ろ姿を見送ったクラウシオンは、ゆっくりと俯いた。

「……こんなの、反則だろうが……」

　真っ赤になった顔を片手で覆ったクラウシオンの呟きは、駆け去ったシェリルの背には届いていない。

（シオンは……？）

　クラウシオンが見せた涙を胸の奥にしまって走るシェリルは、一歩踏ふみ出すごとに、同じ悲しみを抱かかえているであろうアレクシオンのことしか考えられなくなっていた。

　自分勝手な思いのために、本当は誰だれよりもそばにいたいアレクシオンを避さけるような真似まねをした。それはたった一晩の話であり、別の棟むねで暮らしているのだから、時間に置き換かえればさほど長いことでもない。

　だが、一番近くにいたいそのときに、いられなかった。

　自分が近くにいたところで何の役にも立たないだろうが、見守ることくらいは出来る。

（シオン……！）

　息が切れるくらい全力で走ったシェリルは、東の宮きゆう殿でんに戻もどったときは肩かたで大きく呼吸をし、額には汗あせが滲にじむほどだった。

「───どうしたシェリル。息切らして」

　よく皆みなが集まっている部屋へ駆かけ込んでいくと、振ふり向いたサリオが驚いたように言った。

「お疲つかれさん。やっと仕事から解放された？」

　ルーカスが微笑ほほえみながら尋たずねる。その向こうでは、国王崩ほう御ぎよに落ち込んでいるのか、椅い子すの上でがっくりと項うな垂だれているヴァルトの背中が見えた。

「……あの。……シオンは？」

　姿のないアレクシオンの所在を尋ねると、サリオが「ステラ様の部屋」と答えた。

「北の宮殿から戻ってくる途と中ちゆうで、ステラ様が倒たおれそうになったんだ。落ち着くまで付き添うって言ってたぜ」

「そう……」

　ルーカスがテーブルに頰ほお杖づえをつきながら言う。

「───で、シェリルはどう思ってるんだ？」

「え？」

　突とつ然ぜん振られて、何のことかと目で尋ねると、ルーカスは笑えみを引いて言った。

「国王陛下だよ。……急すぎるだろ？」

　やはり噂うわさは彼らのもとにも飛んできたらしい。

「うん。……ニクラス先生は少し疑ってる。……私もおかしいなと思うんだけど」

　ただ毒殺だという証しよう拠こは何ひとつなく、確かく認にんする術すべもないのだとシェリルは言い、それでニクラスも苛いら立だっていたと伝えた。

「証拠がないからこそ、暗殺を疑うべきじゃないか？」

「───え？」

　ルーカスは言う。

「国王相手の暗殺だ。しかも医師たちが世話をしている中でだぜ？　分かりやすい証拠が残るような毒を使うわけないだろ」

　シェリルはぱちぱちと瞬いた。

「……ルーカスって毒に詳くわしいのね。《カズラ》のことも知ってたし」

「───」

　ルーカスの表情が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ固まったように見えた。だがそれはシェリルの思い違ちがいだったのか、ふわりと振り向いたルーカスは、シェリルに向かって片目を瞑つぶった。

「女性の心と身体のほうが詳しいぜ？」

「出た、うぬぼれルカの自じ慢まん」

　すかさずサリオが突つっ込むのもいつものことだが、やけに素す早ばやい合いの手にも思えた。

　だが、そんなことはさほど気にならない。

「ルーカスの言うとおりだったとしたら、誰がそんなことを？」

「それをいま───」

　軽く扉とびらを叩たたく音がして、ルーカスが口を閉とざす。シェリルが振り向いたとき、開いた扉からアレクシオンが入ってきた。

　アレクシオンは国王の喪もに服し、全身黒色の装しよう束ぞくだった。

　均整の取れた細身の身体が黒に包まれると、ふだんはあまり目立たない暗めの金きん髪ぱつが光こう沢たくを増したように映はえ、静せい謐ひつな夜に佇たたずむ月を思わせる。

　扉を閉めながらアレクシオンはシェリルに気づくと、柔やわらかく微笑んだ。

「……おかえり、シェリル」

「えっ。あ、はい、ただいま───」

　正面まで来たアレクシオンに、シェリルは昨夜の非礼を謝るか、それとも悔くやみの言葉を告げるのが先か、一瞬迷ってしまった。

「あの、シオン。……」

　迷っている場合じゃないと、シェリルが急いで口を開いたとき、先にアレクシオンが静かな声を出した。

「最さい期ごまで父上の治ち療りように努めてくれて、感謝する」

「え」

「───ありがとう」

「…………」

　何も、言えなかった。

　返そうとした言葉が、喉のどの奥で詰つまる。

（───……違う）

　はっきりとした原因は分からないけれども、結局は国王を救うことが出来なかったのだ。

　勿もち論ろん、すべての病人や怪け我が人を助けられるとは思っていない。それはむしろ傲ごう慢まんな考えだ。シェリルはまだ駆け出しの調薬師に過ぎず、治療は医師の力によるところも大きい。

　それでも、救いたかった。

　いや、救えるのではないかと思っていたのだ。

　そしてその思いは国王の家族であるアレクシオンやステラのほうが強かっただろう。

　このまま快復すると安あん堵どした矢先の訃ふ報ほうだったのだ。医師や調薬師が遺族に責められることは充じゆう分ぶん考えられたし、患かん者じやが国王ともなれば、国によってはそのまま医師たちは死罪を申しつけられることもあると聞く。

　けれども責めるどころか、アレクシオンはシェリルに礼を言うのだ。

「……私は」

　すると、シェリルの言葉を待たず、アレクシオンはシェリルの唇くちびるをそっと手で押さえた。

「！」

　目を見開いたシェリルに、アレクシオンはかすかに微笑んで言った。

「何も言わなくて良い」

「───」

「昨夜から眠ねむっていないのだろう？　……部屋に戻って、もう休め」

　アレクシオンの手が離はなれる。

「サリオたちも、俺を待たなくて良いから食事をとって休め。……明日からは葬そう儀ぎの準備などで忙いそがしくなる。───たぶん」

　いつもと変わらぬ口調でそう告げると、アレクシオンは部屋を出て行った。

　ぱたん、と扉が閉まり、廊ろう下かを去っていくアレクシオンの足音が完全に消えたとき、サリオが小さく吐と息いきをついた。

「───……あいつは休めるのかね」

　その呟つぶやきにシェリルは顔を上げた。サリオがそれに気づいて視線を向けてきたが、シェリルを見ると、思わずというように苦く笑しようした。

「……何泣いてるんだよ、シェリル」

　笑われても仕方がない。

　アレクシオンが出て行った瞬しゆん間かん、シェリルの両目からは涙なみだがぼたぼたと溢あふれていた。

「……だ、だって、私……」

　両目をかたく瞑って涙を堪こらえようとしたが、駄だ目めだった。

「私……何も言えなくて」

　ルーカスが近寄ってきて、シェリルの肩かたに手を置く。

「アレクがそう言ったろ？　何も言うなって」

「だけど、国王陛下を救えなかったお詫わびも、」

「それこそ聞きたくなかったんじゃないかな」

　サリオが言う。

　視線を上げたシェリルに、サリオは妹を諭さとす兄のような顔で言った。

「シェリルに礼を言ってただろ？　あれは慰なぐさめとかじゃなくて、本心だと思うぜ。シェリルだけじゃなくて、自分の父親の治療に携たずさわったすべての人に、あいつは心から感謝しているんだと思うけど」

　ルーカスも優やさしい顔でシェリルを覗のぞき込む。

「シェリルに謝られたとして、あいつはどう答えればいいんだ？　あいつがシェリルを責めると思うか？」

　ぶんぶんと首を強く横に振ったとき、ヴァルトが椅子から立ち上がった。

「アレクシオン様はお強いんです……！」

　ヴァルトは充じゆう血けつした目を床ゆかに落としながら、声を震ふるわせた。

「ご自身の力でかなわなかったことを、他ほかの方に責を押しつけるようなことはなさいません！　たとえご自分が、どんなにおつらくても……っ」

　そのままシェリルに負けないくらいぼろぼろと泣き出したヴァルトに、そばへ行って、ぽんと頭に手を置いたサリオが笑う。

「そのとおりだ、少年」

　ルーカスも微笑ほほえんで、シェリルを見た。

「少年の言うとおりだと、シェリルも思うだろ？」

「……」

　うんうんと、大きく頷うなずく。

　その拍ひよう子しに、また涙が落ちた。

「分かったなら、そうだな。明日アレクに会ったときには笑ってやってくれ」

「とびきりの笑え顔がおを見せてやれ」

　その後シェリルは、三人に住まいとしている西の棟むねへ送ってもらった。

　食事をとる気分にはなれなかったが、イルマに叱しかられて、申し訳程度のパンとスープを口にしてから自室に戻もどった。

　寝しん台だいに突っ伏ぷし、しばらくたってからようやく、シェリルの気持ちは落ち着いてきた。

　サリオとルーカス、そしてヴァルトのほうが、やっぱりアレクシオンを理解している。

　そんな風に思い、自己嫌けん悪おと寂さびしさで、シェリルは枕まくらに顔を押しつけた。

（……駄目だな、私……）

　アレクシオンを慰めるどころか自分ひとり泣き出し、《四誓》の仲間たちに慰められる始末で、思い返しても赤面ものである。

「ヴァルトの言うとおりよね」

　アレクシオンは強い。

　それは心のことも含ふくめての話だ。

「……私なんて、いらないくらいに」

　つきり、と胸が痛む。

　痛むその胸を軽く手で押さえてから、思わず、くすりと自じ嘲ちようする。

「……そんなの最初から分かってたのに」

　それでもそばにいたいと思ったけれど、本当は、そばにいないほうが良いのではないか。

　そんな思いまで浮うかび上がってきて、シェリルは強く頭かぶりを振ふった。

「───駄目！　弱い気持ちでいたら、もっと弱くなっちゃう！」

　そう呟くと、シェリルは両手でぱし、と自分の頰ほおを叩たたいた。

　寝台から勢いをつけて起き上がり、床に降りる。

　窓の外を見ると、ちょうど視線の先に、三日月が見えた。

　雲はなく、いつもよりも白く輝かがやいているように見える月の弧この先に、あざやかな星も見える。

（月がこぼした涙みたい）

　きっと今こ宵よいは、多くの涙がこぼれている。

　正式に民たみに発表される明日は、もっと多くの涙が落とされるだろう。

　月と星は、まるでその悲しみを空で体現しているかのようで、その形と位置だけでなく、薄うすい光さえもが人々の涙のように思えた。

　ただその光は、とても優しい。

　誘さそわれるように、シェリルは肩に軽い布を羽織ると、宮きゆう殿でんの外に出た。

　真夜中なので、廊下や庭にも人ひと影かげはない。途と中ちゆう、宮殿を警備する衛兵に何度か会ったが、「眠れなくて」と言うと、黙だまって通してくれた。

　静せい寂じやくな夜の光の下、ゆっくりと歩く。

　最初こそ胸や頭の中に、様々な感情や思いが渦うず巻まいていたが、夜の青に包まれた庭を歩いていると、月を映した水みな底そこをたゆたう魚のような気持ちになった。

（……うん。もう大だい丈じよう夫ぶ───かな）

　サリオやルーカスに言われたように、明日アレクシオンに会ったら、きっと笑える。

（いつもと同じように、おはようと言って、一日の予定を話して───）

　そんな自分を想像しながら視線を上げたシェリルの足が、竦すくんだように止まった。

　視線の先にあるのは噴ふん水すいだ。

　夜は水を止めるため、音もない。

　大きな彫ちよう刻こくと何ら変わりないそこに、予想しなかった人物の姿を見つけてしまった。

（───シオン……!?）

　心臓が止まるかと思ったのは、ただ驚おどろいたためだけではなかった。

　月明かりの下、噴水の縁ふちに腰こし掛かけて物思いにふけるアレクシオンの姿は、それこそが彫刻か絵画のようで、シェリルは呼吸を奪うばわれた。そして何よりその姿が、ふだんのアレクシオンが自分の気配を殺すのとは別の意味で、風景に溶とけ込んでしまうかのように儚はかなげに見えたのだ。

　離れた場所で立ち尽つくしたシェリルの気配を察して、アレクシオンが顔を上げる。

「───」

　さすがに驚いたようだ。

　シェリルを見て軽く目を瞠みはったが、すぐに、小さく微笑んだ。

「……散歩か？」

　純白のシャツに黒のズボンという簡素な服装でありながら、滲にじみ出る風格と品の良さにシェリルは胸を高鳴らせながら、ちょこん、と頷いた。

「宮殿内でも夜は危ない。部屋まで送───」

　そう言って腰こしを上げかけたアレクシオンを、シェリルは慌あわてて駆かけ寄って止めた。

「大丈夫！　それに危ないのはシオンも同じでしょ」

　同じではない。

　卓たく越えつした武術を会え得とくしているアレクシオンと、調薬の腕うでしかないシェリルでは、危険度がまったく違ちがう。自分で言ってからそれに気づいたが、狙ねらわれる度合いを加味すれば間ま違ちがっていないと思った。だからシェリルは撤てつ回かいはせず、違うことをアレクシオンに尋たずねた。

「あの……シオンも眠ねむれなかったの？」

　するとアレクシオンは目を伏ふせて、また少し笑った。

「……そうだな。眠れそうにない」

　その横顔がやはりひどく寂さみしげに見え、シェリルの胸は別の鼓こ動どうを打つ。

　一度はアレクシオンに駆け寄ったものの、シェリルは遠えん慮りよがちに後ろに下がった。

「ごめんなさい、そんなときに邪じや魔まして。───私は部屋に戻るね」

　頭を下げて戻ろうとしたが、アレクシオンに呼び止められる。

「遠慮しなくていい。……俺が一いつ緒しよなのが嫌いやなら、俺が戻ろう」

　そう言ってまた腰を上げかけたアレクシオンを慌てて止める。

「そんなことない！　絶対、そんなこと……っ」

「シェリル、声」

「！」

　夜中だということを忘れて思わず大きな声を出してしまったことに気づき、急いで口を閉じる。

　必要以上に強く唇くちびるを引き結んだシェリルを見て、アレクシオンはくす、と笑った。

「───どうぞ」

　アレクシオンが自分の隣となりを目で示したので、シェリルは仕方なく、そこに進む。

　肩かたが触ふれあったりしないよう、注意深く距きよ離りを測ってから、ぎこちなく隣に座った。

　そんなシェリルの様子をアレクシオンは見つめていたが、やがて最初そうしていたように、膝ひざの上で両手を組むと、地面に視線を落とした。

　風がないせいか、ひどく静かだった。

　時折、はるか遠い空から夜行性の鳥の鳴き声が聞こえてくる。

　細く高く響ひびいてくるその物悲しい声を、シェリルはアレクシオンと同じように足あし下もとを見つめながら、じっと聞いていた。

「───……結局」

　静寂に溶け込みそうな声で、アレクシオンが呟つぶやいた。

「父上に、俺の《四誓》としてシェリルを正式に紹しよう介かいできなかったな」

　なにせシェリルがアレクシオンの《四誓》になったのは、疫えき病びように倒たおれた国王を助けるためだったので、それどころではなかった。

　快復した後しばらくは医師や調薬師たちが王族以外を国王に寄せ付けなかったし、内々のお披ひ露ろ目めとなった宴うたげに王おう妃ひは出席したが、静養中の国王は出られなかった。

　その直後に国王は再び倒れ、今度もシェリルの薬で快復はしたものの、それも一時に終わってしまった。

「すまない」

　謝るアレクシオンに、シェリルは強く首を横に振った。

「シオンが謝ることなんて！　それに私、一度だけですけど、国王陛下にご挨あい拶さつさせていただけたんです」

「……父上に？」

　アレクシオンは初耳だったようで、目を軽く見開いた。

「王妃陛下が呼んでくださったんです」

　それは国王が三人の王子たちとの面会を終えた後のことだった。

　国王が人ひと払ばらいをして、寝しん室しつには国王と王妃だけになった時間があった。その間、医師や調薬師たちは廊ろう下かで待機しており、シェリルもその末まつ尾びに並んでいた。国王の枕まくら元もとで治ち療りようすることはなくとも、上長たちの指示を受けて動くために控ひかえていたからだ。

　どれほど時間がたってからか。

　細く開いた部屋の扉とびらから、王妃がシェリルだけを呼んだ。

　───……私、ですか？

　一緒にいた医師や調薬師たちが驚きや妬ねたみの目をいっせいにシェリルに向けたが、それを気にしている時間はなかった。王妃の手招きに吸い寄せられるように、シェリルは一人、国王の寝室に入った。

「そこで、王妃陛下が国王陛下に私を紹介してくださったんです。シオンの新しい……最後の《四誓》だって」

　薄うす明あかりだけを灯ともした寝室の中央にある、天てん蓋がいつきの大きな寝しん台だいの脇わきで恐きよう縮しゆくしながら膝を折ったシェリルに、国王は王妃に何事かを囁ささやいた。王妃は頷うなずき、シェリルをそっと促うながした。

　───シェリル。もっと近くにと、陛下がご所しよ望もうです。

　───……っ!?

　治療という場であれば緊きん張ちようはしないのだが、こんな形で国王と間近で接するとは思わなかったシェリルは、緊張に震ふるえながら、王妃に背を押されて寝台に近づいた。

　王妃は事前に指示をされていたのだろう。シェリルが寝台脇わきに立つと、天蓋から垂れている薄布をゆっくりと持ち上げた。

　そして、シェリルは意識のある国王と初めてまともに顔を合わせた。

　───……そなたがアレクシオンの《四誓》となった娘むすめ、シェリルか。

　───……はい。

「……私、緊張してしまって」

　そのときのことを思い出しながら、シェリルはアレクシオンに言った。

「いくつか国王陛下に尋ねられたのですが、はい、としか答えられなくて、国王陛下と王妃陛下に笑われてしまいました」

　───いまのそなたは、試験や治療のときとは別人のようですね。

　───はっ、はいっ。

　それで余計に笑われてしまったのだと言うと、アレクシオンも小さく笑った。

「……そうか。───王妃陛下に先を越こされたんだな」

　全然悔くやしそうな様子もなく言い、それから呟くように言った。

「───王妃陛下に礼を言わねば。……おかげで、父上に俺が選んだひとを知っていただくことが出来た」

「……」

　シェリルはアレクシオンの横顔を見つめた。

　先刻口元に浮うかんだ微笑ほほえみは、風に飛ばされた砂絵のように消えてしまっている。その一見無機質のように見える表情は、色のないぶん、アレクシオンの心の深い部分を映しているようにも見えた。

「……父上は」

　吐と息いきをつくように、アレクシオンは足下を見つめたまま言う。

「特別厳しい方でも、優やさしい方でもなかった。……たぶん、ごく普ふ通つうの方だった。父親としては」

　アレクシオンの目がゆっくりと瞬またたく。

「だがそれは……父であると同時に国王であるということを思えば、普通であるということはどれほど大変だったのかと思う」

　俺が三番目の王子だったからかもしれないが、と言いながら、アレクシオンの目が懐なつかしげに細められた。

「本当はもっと……俺を叱しからないといけなかっただろうに」

　囁くような声で、ぽつりぽつりとアレクシオンは父のことを話す。

　すぐ隣にいてアレクシオンの体温が意識できるように、彼の口から紡つむがれるその言葉のひとつひとつから、アレクシオンの国王に対する不器用な愛情や敬意が感じられた。

　クラウシオンのように、激しい感情の吐と露ろがあるわけではない。

　けれど、それと同じくらいの───いや、抑おさえられているぶん、強い思いが溢あふれ出てくるように思えた。

　クラウシオンのときは木こ漏もれ日びが涙なみだのように彼の足下に降り積もっていた。

　そしていまは、月の光が、涙にも出来ない悲しみの波となって、アレクシオンの足下で波打っている。

（……きっとシオンは）

　どれだけ悲しみが強くても、泣かないのだろう。

　涙の量と悲しみの大きさは比例するものではないという、当たり前のことを、あらためてシェリルは思う。

　───アレクシオン様はお強いんです……！

　ヴァルトの叫さけびが耳に甦よみがえる。

　本当に、そうだ。

　アレクシオンは強い。だからこそ───悲しい。

「……」

　胸が、熱くなる。

　こんなに強い人が、こんなにも大きな悲しみを抱かかえてそばにいる。

　その悲しみを自分はどうすることも出来ないけれど。

「……シェリル……？」

　アレクシオンが呼びかけてきたので、顔を上げる。

　自分の目に涙がたまっているのにも気づかず、シェリルはアレクシオンを見つめた。

　蒼あおく、澄すんだ光を持つ瞳ひとみ。

（……ああ）

　シェリルは、ぱた、と瞬いた。その拍ひよう子しに涙が膨ふくらんでこぼれ落ちた。

「……不ふ遜そんですけど、国王陛下と初めて目があったとき、思ったんです」

　シェリルは小さく笑った。

「シオンと同じ色だって───」

「……」

　アレクシオンは無言だった。

　ただじっとシェリルを見つめ返してくる。

　シェリルはもう一度瞬いた。涙がまたこぼれるが、笑えみは消さなかった。

「私の大好きな色だって───」
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　言葉はそこで、アレクシオンの胸に消えた。

　強い力で抱だき竦すくめられる。

　息が止まりそうなその腕うでの強さとは裏腹に、かすかな震えが触ふれた部分から伝わってきて、シェリルの目からはさらに涙が溢れ出た。

　アレクシオンの背中に両手を回し、ぎゅっと摑つかむ。

　そうして隙すき間まをなくせば、アレクシオンの悲しみや苦しみが、すべて自分のところに流れ込んできてくれるのではないか。そんなことをシェリルは思った。

　勿もち論ろん、そんなことにはならない。それでも、だ。

（神さま）

　願わずにはいられないのだ。

　この愛いとしいひとの悲しみが、ほんのわずかでも軽くなるように、と。

　この悲しみが、優しく大切な想おもいとして胸に刻まれるときが少しでも早く訪おとずれるように、と。

（───お願い……）

　シェリルはアレクシオンのかわりではなく、自分の思いとして涙を落としながら、強く、強く、そう願った。




　　　　六




　イゼリアでは、国王崩ほう御ぎよののち半年間は喪もに服することになっている。

　その間、新王は立たず、王太子が国王代理を務めることと定められているのだが、王太子の指名がなされぬまま国王は亡なくなったので、まず誰だれが代理を務めるかという論争が起きた。

　しかしこれは、実にあっさりと結論が出た。

　第一王子であり、宮きゆう廷てい内にも一定の支持者がいるラルフシオンが、ひとまずその任を務めることになったのだ。

　勿論、相当の反発はあった。

　第二王子クラウシオンを支持する、特に彼が所属する軍の関係者は軒のき並なみ拒きよ絶ぜつの意を示したし、にわかに声が増えてきた第三王子アレクシオン支持派も、カナンとの将来性を押し出してきたのだが、意外にも当事者である王子二人がラルフシオンが国王代理として立つことを認めたのだ。

　もともと王位にまったく興味を示さないアレクシオンはともかくとして、クラウシオンまでが同意したことに周囲は驚おどろいたのだが、当然これには理由がある。

　───ふざけるな！　ラルフのような陰いん険けん野や郎ろうが国王代理になるくらいだったら、まだアレクのほうがマシだ！

　後半が本意かどうかはともかく、最初にラルフシオンの国王代理就任案を聞いたとき、クラウシオンはそう叫んで報告書を床ゆかに投げつけたが、それを拾い上げたイザークは動じることもなく言った。

　───では、徹てつ底てい抗こう戦せん致いたしましょう。

　───おう！

　───国王不在の中、絵に描かいたような王位継けい承しよう争いが勃ぼつ発ぱつすれば国は混乱。我が国をかねてより狙ねらっていた諸国としては、諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいする構図でしょうね。

　───……。

　───アレクシオン殿でん下かはラルフシオン殿下が代理を務められることに賛同していらっしゃるのですから、混乱の源は、恐おそれ多くも殿下ということになりましょう。何事も中心でいらっしゃることをお好みの殿下ですから、めでたいことでありますな。

　───……おい。

　顔をしかめて睨にらみつけたクラウシオンに、イザークは顔色ひとつ変えなかった。

　───あくまでも暫ざん定ていの立場であることを、ラルフシオン殿下は公言し、誓せい約やくされるとおっしゃっています。ここは殿下も泰たい然ぜんと構え、半年の間に殿下こそ王太子に相応ふさわしいことを示す実績をお作りになることが賢けん明めいと考えます。

　───実績？

　───目的は同じかどうか分かりませんが、アレクシオン殿下は既すでに始めていらっしゃいますよ。

　───何っ!?　あいつが何を始めたって!?

　焦あせるなと言われたばかりのクラウシオンが焦しよう燥そう感かんたっぷりに聞き返したのも無理はないが、結局イザークの忠言を聞き入れたことにより、国王崩御時にありがちな政争は、いったん回かい避ひされたのだった。

「───え？　ディアナ王女が帰国された？」

　驚いて振ふり返ったシェリルは、持っていた薬草の籠かごを落としそうになり、慌あわてて籠を抱え直した。それでも足あし下もとに半分くらい落ちてしまった薬草を、ヴァルトが「何やってんだよ」と不満そうに拾い上げる。

「国王陛下の葬そう儀ぎも無事終わったし、アイネ様の婚こん約やく者もカナンに戻もどることになったんで、一いつ緒しよに帰ったんだってさ」

　アレクシオン様が王位を継承するための強力な援えん護ご射しや撃げきだったのに、と、ぶつぶつ呟つぶやく声は気にならなかった。

（そう……なんだ）

　ほっと、安あん堵どの息を漏もらす。

　結局、アレクシオンとディアナが王宮の庭にいた場面から逃にげ出し、しかも後を追ってきてくれたかもしれないアレクシオンを露ろ骨こつに避さけてしまったことについて、シェリルは謝る機会を逃のがしてしまった。

　だが国王が亡くなったあの夜。

　アレクシオンは部屋までシェリルを送り届けてくれた。

　衛兵の礼を受けて西の棟むねに行き、シェリルの部屋に着くまで、二人は何も話さなかった。

　静せい寂じやくに包まれた宮きゆう殿でんの廊ろう下かを無言で歩きながら、不思議と気まずさはなく、部屋に到とう着ちやくしたとき、シェリルはちょっとだけ残念に思ったのを覚えている。

　───送ってくれてありがとう、シオン。おやすみな……。

　扉とびらに手をかけたシェリルに、アレクシオンはふいに言った。

　───たとえばの話だが。

　───？　何？

　───イゼリアを出て他国に行くと俺が言ったら、シェリルはついてきてくれるか？

　何故なぜそんなことを急に言い出したかシェリルは分からず、扉に手をかけたまま、戸と惑まどいを隠かくさずにアレクシオンを見上げた。

　イゼリアを出て何処どこに、と考えたとき思い浮うかんだのは、ディアナの言葉だった。そう、自分と結けつ婚こんすれば、アレクシオンがカナンの王になれるという、あれだ。

　───それは……もちろん、私はシオンの《四誓》だから……。

　俯うつむいたシェリルを見つめていたアレクシオンは、ふっと笑った。

　その気配で顔を上げたシェリルの頰ほおに、アレクシオンの手が触れる。

　───!?

　予測していなかったそれにシェリルが一いつ瞬しゆんで真っ赤になって固まると、アレクシオンの指先が、優やさしくシェリルの目元を拭ぬぐった。

　まだわずかに残っていた涙なみだの跡あとを、消してくれたのだ。

　───すまない。冗じよう談だんだ。

　そしてアレクシオンは、冗談という言葉にほっと息をついたシェリルに、とびきり優しい笑えみに、ほんの少しだけ悪戯いたずらめいた色を乗せて、こう言ったのだ。

　───冗談だが、もしそうなってもカナンだけは、絶対ない。

　───……！

　───お休み。

　そう囁ささやくと、アレクシオンの手は離はなれ、暗がりの廊下を歩いていった。

　アレクシオンの指先の熱が残る目元に手をやると、ひどく熱かった。

（……あれ、絶対意地悪よね）

　思い出しただけでも熱が甦よみがえり、頰が赤らんでしまう。

（謝らせてもくれないけど、私の気持ち分かってて───……）

　そこまで考えて、ヴァルトと一緒に薬草を拾い上げていた手が止まる。

（……え……？）

　ひやり、と心臓が冷たく竦すくむ。

《四誓》となった女性は、主あるじである王子の伴はん侶りよにはなれない。

　その掟おきてがある以上、自分の想いがアレクシオンにばれたら彼を悩なやませるだけだと分かっている。だからこそ、どんなことがあってもこの想いを隠し通すと決めていたのだ。

（でも……もし、ばれちゃってたら……）

　急に動きを止めたシェリルを不ふ審しんがり、ヴァルトが顔を上げる。そのヴァルトに、シェリルは青ざめた顔をぐっと近づけた。

「ヴァルト！」

「な、何だよ!?」

　シェリルとは逆に、心なしか顔の赤いヴァルトが、思わず身を引く勢いで尋たずねる。

「あの！　私、どこか変だった!?」

「は？」

　いまが変だと言わんばかりの表情のヴァルトに、シェリルはおろおろとしながら籠をぎゅっと抱だきしめた。

「急に態度を変えたつもりはないんだけど、シオンは勘かんが良いし、でもそういえば私、昔から顔に出ちゃうってラリサやエリスから言われてたし」

「……」

「───どうしよう……」

　籠を抱きしめたまま、身体からだを小さくしてうずくまる。

　その正面で、若じやつ干かん腰こしが引けた状態でヴァルトはシェリルを見ていたが、天てん井じようや床、窓へと視線を泳がせてから、シェリルに分からないくらいの小さな息を吐はいた。

「……さっきから、何言ってるんだよ？」

「───え」

　シェリルが顔を上げると、床ゆかに落ちた残りの薬草を拾いながらヴァルトが言った。

「意味分からないこと言ってないで、自分が落とした薬草くらいさっさと拾えば？」

「え。───あっ、ごめんなさいっ」

　急いで薬草に手を伸のばしたシェリルの籠に、自分が拾った分を放ほうり込むと、ヴァルトは立ち上がった。

「何の話か知らないけど。アレクシオン様の勘の良さをお前なんかに語られたくないね」

　シェリルの顔を見ずにヴァルトは続ける。

「確かにアレクシオン様の勘というか、機き微びを察して下さるところは、本当に素す晴ばらしい！」

　熱の籠こもった声で言い切った後で、「でも」と加える。

「ディアナ王女がイゼリアに来たときのアレクシオン様の反応、見てただろ。カナンで、これ以上ないくらい分かりやすく求愛されていらっしゃったのに『何しに来るんだろう』だよ？」

「あ」

　シェリルの表情が少し変わるのを横目でちらっと見てから、背を向ける。

「僕としては残念だけど、女性の気持ちだけには鈍にぶくていらっしゃる。……お前が何の話をしたかったのかは知らないけど！」

　ヴァルトの言葉の後半は、もうシェリルの耳には入っていない。

「……そうよね。うん、そうよね……！」

　大きく安堵の息をついてから、シェリルも立ち上がった。

（そうだった。ディアナ王女殿でん下かだけじゃなくて、シルヴィエ様とか他ほかの令れい嬢じようがたの熱い視線にも気づいていなさそうだったし）

　あんな華はなやかで美しい女性たちに気づかないくらいだから、自分のちょっとした変化なんて絶対に気づかない。

　普ふ段だんなら負の方向に行く思考が、いまのシェリルには救いだ。

　その内容が、まったく実際と異なっていたとしても関係ない。

「あっ、ヴァルト、拾ってくれてありがとう！」

　にこにこと嬉うれしそうに籠を抱きしめて頭を少し傾かたむけるシェリルを見て、ヴァルトはまた少し頰の赤みを増やしつつも、「別に」と顔を背そむけた。

「───っていうか、そもそもなんで僕までこんなことっ」

　はたと我に返ったヴァルトがいきなり文句を言い出したのも、無理はない。

　先刻からシェリルと一緒にヴァルトが行っているのは、薬草の仕分けだ。

　調薬師か、その下働きがすべき調薬の初歩の仕事だが、何故かヴァルトはシェリルが指示するとおりの薬草を机の上に並べている。しかもここは王宮の調薬所ではなく、アレクシオンの私宮の一室だ。

　するとそこで、扉を叩たたく音がした。

「シェリル様。ご友人がたをお通ししました」

　侍じ女じよの声に、ぱっと振ふり返ったシェリルの顔が、さらに輝かがやく。

「ありがとう。入っていただいてください」

「かしこまりました」

　扉が開く。

　すると、侍女に促うながされて入ってきたのは、五人ほどの娘むすめたちだ。皆みな、揃そろいの鼠ねずみ色いろの服を身につけ、身体を寄せあうようにしながら、おずおずと部屋の中に入ってくる。

「いらっしゃい、みんな！　来てくれて、ありがとう！」

　シェリルが笑顔で迎むかえた彼女たちは、調薬所で一いつ緒しよに働く、下働きの娘たちだ。

　皆、身分は高くない。

　王宮で働いてはいるが、出入りできる区域はごく限られており、当然だが彼女たちにとって王子の私宮などは、一生足を踏ふみ入れることのない筈はずの場所である。

「あの……あの、シェリル様」

　一人が震ふるえる声を出す。

「本当にあたしたち、こんなところまで来て良かったんでしょうか」

「シェリル様のお誘さそいに甘えて、図に乗って来ちゃったけど……」

　その隣となりの娘も、別の娘の腕うでにしっかりしがみつきながら言う。

「もちろんよ」

　シェリルは嬉しそうに答えた。

「だってみんな、もっと調薬のこと勉強したいって言ってたじゃない。本当は、シ……アレクシオン殿下が作った街の教習所に通えれば良いけど、お休みが少ないって話だし」

　アレクシオンが作った教習所。

　それは、医学や調薬を学ぶことが出来る、学校のようなものだ。

　───ここまで増えたのは何故なぜだろう。

　以前、『黒爪』の一族にいた傷病者たちをロビンに託たくしたとき、ロビンが用意した療りよう養よう所じよへ次々と運び込まれる患かん者じやたちを見たアレクシオンが呟つぶやいたのがきっかけだった。

　───そりゃ医師や調薬師が村にはいないからだ。

　───メリナは特別だぜ。ミスカだけじゃなくシェリルまでいるんだから。

　サリオとルーカスが言うと、アレクシオンはシェリルを見た。

　───他の村には全然いないのか。

　シェリルは少し迷ってから、曖あい昧まいに頷うなずいた。

　───少しはいるのか？

　───……でも、ミスカ先生のような方は特別です。その村に代々伝わっている治ち療りよう方法をよく知っている老人とか、その家族とかが治療することが多くて……。

　そしてシェリルは言った。

　───せめて一いつ般ぱん的な薬草や薬の使い方、治療方法が各村に浸しん透とうしていれば、『黒爪』の病人もここまで増えなかったと思うんですけど……。

　医師や調薬師を目指す者が正式に教育を受けようと思うと、かなりの費用がかかる。その日の生活を送るだけで必死な村人たちには、学ぶ術すべすらない。

　そうした実態をあらためて再さい認にん識しきしたアレクシオンが始めたのが、教習所の設立だった。

　もともとアレクシオンは亡なき国王に提言していた。

　───この国の民たみには、医師と調薬師……薬が足りないのではないでしょうか。

　───王家の力が必要であると、考えています。

　提言するだけにとどめず、国王や王おう妃ひに働きかけて、策を打とうと思っていた矢先に国王が倒たおれてしまったのだが、アレクシオンはそれで動きを止めることはなかった。

　手っ取り早く、と、まずは私財で下イゼルに教習所を作った。

　そこに近きん隣りんの村から人を派は遣けんさせて、ごく基本的な薬の知識や治療法を学ばせるようにしたのだ。

　それだけではない。村長宛あてに証明書を発行し、それを持参してくる者には薬を無む償しように近い安価で譲ゆずるという仕組みを、ロビンに命じて確立させたのだ。

　その差額もアレクシオンの私財を充あてるつもりだったのだが、ロビンを始め、イゼルの有力商人たちがこぞって協力を申し出た。勿もち論ろん、王子の歓かん心しんを買うという下心あっての行こう為いだが、「利用できるものは利用しなさい」というミスカの一言で、それを受け入れることにした。

　ミスカ自身も、ニクラスや知人の医師や調薬師に働きかけ、教習所の講師を無償で交こう互ごに務めると申し出てくれた。

「───本当に凄すごいです。アレクシオン王子殿下は……っ」

　下働きの娘たちは興奮に頰ほおを紅潮させて言う。

「あたしたちの里でも、すごく評判です。殿下のおかげで、貧しい者でも薬が飲めるようになるって」

「それも、あっという間にそういうことが出来ちゃうなんて」

　彼女たちの賛辞に、うんうんと満足げに頷いているヴァルトは、つい先刻まで文句を言っていたことは忘れているようだ。

　シェリルはちょっとだけ笑ってから、娘たちに向き直った。

「みんなも村のひとたちを救う側になるのよ？」

　その言葉に、娘たちは嬉しそうに顔を見合わせる。

「じゃあ、始めましょう！　明日の仕事に差し支つかえのないよう、毎日少しずつ覚えていきましょうね」

「───はい！」

「じゃあ、まずはこの《タンドレク》という薬草から───……」

　アレクシオンやシェリルたちが始めたこうした動きは、娘たちが話していたように、驚おどろくほどの速さで国中に広まっていった。

　まだ彼らの行為の恩おん恵けいはイゼル周辺にしか及およんでいないものの、いずれ自分たちの村や町にまで届くだろうという期待感が、噂うわさを運ぶ追い風になったのだ。

　さらに上手うまかったのは、教習所に招いたのが、基本的には医師も調薬師もいない村の者であり、かつ、教えることが差し当たっては基き礎そ的な部分に限定されていることだ。

　つまり、既き存そんの医師や調薬師から完全に仕事を奪うばうことなく、彼らの知識は教習所では教えられないほど高度なものであるという情報も流すことによって自尊心を満足させた。

　勿論、侮ぶ辱じよくだと言って怒おこる者も多かったが、これが第三王子肝きもいりの事業であり、いずれは国の施し策さくに高められるらしいということから、その中で自分たちが生き残るには協力姿勢を見せるべしという考えを持つ者のほうが多かった。このあたりは、多くの医師や調薬師の出自が貴族や裕ゆう福ふくな商人で、王家に対しては逆らうよりおもねるほうが得策という姿勢が染しみついていたことが、良い方へ流れたのだろう。

　当然ながら、宮きゆう廷ていにも同じ動きが生まれた。

　───アレクシオン殿下に、あのような行動力がおありだったとは。

　───亡き国王陛下の御ご前ぜんで上奏されたときは、珍めずらしく感傷的なことをおっしゃっているだけだと思ったものだが、いやはや、まさか私財を投じて実現なさるとは想像もしなかった。

　───王都でもいまやアレクシオン殿でん下かの人気は凄すさまじいものになっているらしい。何と言ったかな、それ───《青党》とか言うらしいが。

　───ディアナ王女の件もある。次期国王候補として、真しん剣けんに論じるべきかもしれぬ。

「……笑うしかないな」

　本当に微び笑しようを口元に浮うかべて呟いたのは、ラルフシオンだ。

　彼がいま座っているのは、国王の執しつ務む室の椅い子すである。

　暫ざん定ていとはいえ、国王代理の地位についた彼は当たり前のようにこの椅子に座り、大臣たちが提出してきた書類の山を前にしている。だが、いまはその書類に手をつける気配はない。室内にいるのも、側近のイシュトだけだ。

　いや。

　もうひとり、いる。

「ディアナ王女のことは、何とでもなる。あの小こ娘むすめが自分でほざいたとおり、王族の婚こん姻いんなどは政策で決めるもの。より良い餌えさをぶらさげれば、あの老ろう獪かいな王は愛まな娘むすめの気持ちよりもそちらを優先させるだろう」

　ラルフシオンの言葉を黙だまって聞いているイシュトから少し離はなれ、部屋の片かた隅すみで床ゆかに膝ひざをついて俯うつむいている影かげがある。

　それにはまったく視線を向けることなく、ラルフシオンの独り言は続いた。

「血のこともだ。……父上亡きいま、王妃がアレクの出生について何か言い出しても、乱心で済ますという手がある。なにせ証しよう拠こは何もないのだからな」

　だが、とラルフシオンは目を細めた。

　そうするだけで、それまでの柔にゆう和わな印象がかき消えて、ぞっとするほどの冷れい酷こくさが滲にじむ。

「妙みような実績を作られるのは困る。しかも国策としてやるなら潰つぶしようがあるものの、あくまでも個人的なものとして、勝手に始めだすとは……！」

　何よりそれが、民───特に庶しよ民みんたちの心を摑つかんだというのが憎にくらしい。

「愚ぐ民みんどもの人気取りをして何になる。奴やつらが自分自身を守れるようにして何の得になる」

　一いつ瞬しゆんだが、翡ひ翠すい色の瞳ひとみに闇やみが差す。

「民など───……私の手で簡単に握にぎり潰せるものでなくてはならぬのに」

　そう呟いたラルフシオンの視線が、初めて部屋の隅すみの影へと動く。

「───そいつが例の、お前の《影》か。イシュト」

「……御ぎよ意い」

　冷たく、軽けい蔑べつしたような目でラルフシオンはその《影》を眺ながめた。

「こんな場所まで連れてきて、他ほかの者には姿を見られていないだろうな」

「おそれながら。この者は既すでに前国王の寝しん所じよに何度も入り、仕事をしております。それは夜に限ったことではございません」

「たとえ姿を見られても、正体を怪あやしまれぬ、あるいはばれぬ技わざを身につけていると？」

「それがこの者の───この一族の、生業なりわいですから」

「……」

　自分のことを話されているというのに、《影》はぴくりとも動かない。

「───一族は死に絶えても、その身に刻まれた業ごうはいまさら消せぬというわけか」

　返事はないが、ラルフシオンも期待してはいなかったようだ。

　イシュトに目を向ける。

「それで。……アレクやあの娘むすめに変わった動きは」

「いまのところは何も。例の教習所の関係で、アレクシオン殿下とその《四誓》たちはあちこちと動いているようですが、前国王の死因をあらためて探さぐっているようには見えません」

「そうか」

　するとそのとき初めて、くす、と《影》が笑った。

　無礼者、とイシュトがたしなめたが、何故なぜか手は出さない。

「───……何を笑う」

　低い声でラルフシオンが問うと、《影》は俯いたまま言った。

「……表の光を浴びている方々は、さすがに甘い」

「……何だと？」

「よさぬか！　本来であればそなたごときが口を利きける御お方かたではないのだぞ！」

　珍しく怒いかりを滲ませた声で言ったイシュトを、ラルフシオンが片手を挙げて止める。

　じっと《影》を睨ねめ付けたあと、ふわり、と笑う。

「面おも白しろい。……もともと、そなたの知っていることが何であるか直接聞きたくて、危険と思いつつ呼んだのだ。私がそなたのねぐらに行くわけにもいかぬし」

　ラルフシオンは《影》に言った。

「思うがまま話すことを許す。───そなたの知る、忌いまわしきことをすべて話すが良い」

　その言葉に《影》は唇くちびるを再び笑えみの形に整えると、ゆっくりと顔を上げた。










　　　　七




　アレクシオンとその《四誓》の日課は、毎晩必ず集まって、一いつ緒しよに食事をとることだ。

　教習所の設立や、薬の販はん路ろの整理を始めたものの、まだ決めなくてはならないことや片付けるべき問題が山積している。

　そうしたことについてアレクシオンは当初、薬のことはミスカ、薬の販路はロビンというように、主たる協力者に任せようと思っていたようだ。しかし、ミスカはともかく、ロビンや他の者はなんだかんだと指示を仰あおぎにくることが多く、それをまたアレクシオンが的確な判断であっさり処理してしまうものだから、結局アレクシオン自身が動かざるを得なくなっている。

　サリオとルーカスも、それに関連してであろうが、アレクシオンの指示で何やら調査しているようで、不在にしていることが多い。

　ヴァルトも文句を言いながら教習所の運営を手伝うなどして、忙いそがしくしている。

　シェリルはもともと王宮仕えの調薬師と、メリナ村にある自分の薬園の世話という、二つの仕事を抱かかえている。

　つまり、ここのところ昼間の五人はそれぞれ別の場所にいることが殆ほとんどで、宮きゆう殿でんに帰ってきてようやく顔が揃そろうという毎日が続いているのだ。

　───これじゃあ、シェリルの可愛かわいい顔で癒いやされることが出来ない！

　ルーカスが叫さけんだことから、夕食は必ず揃って取るという約束事が出来たのだ。

（……まるで家族みたい）

　くすぐったい思いでシェリルは食しよく卓たくの椅子に座る。それが嬉うれしくてならない。

　そしていつも、その日あった出来事や他愛たわいもない話をする。

　その日も、そんな「いつも」になる筈はずだった。

　いつものように、ヴァルトがアレクシオンに褒ほめて貰もらおうと頑がん張ばって話すことに対し、サリオやルーカスが茶々を入れていた。

　自分自身は黙ってそれを聞いているか、あるいは聞いていないようでちゃんと会話は耳に入っており尋たずねれば答えが返るアレクシオンが、そのときに限っては、意識が別のところに向いているようだと気づいたのはシェリルだ。

「……シオン？」

　最初の呼びかけも届かなかったようで、反応がなかった。これも非常に珍めずらしい。

　サリオたちも驚おどろいて、会話を止めた。

　全員の視線が自分に集まった気配を感じたらしい。アレクシオンはふっと視線を上げた。

「───……すまない、何か言ったか」

　あまりにも珍しいことで、思わずそれぞれで顔を見合わせてしまう。

「あの。……何かあったの？」

　最初に声をかけた者の責任のような気がしてシェリルが尋ねると、アレクシオンは一度だけ瞬まばたいた。そしてシェリルだけでなく全員が心配そうな目で見ているのにあらためて気づいたらしく、少し苦く笑しようを浮かべてから、握っていたナイフとフォークを置いた。

「……特に気にすることはないと思うんだが」

　アレクシオンがいったん口を閉じてから、話し始めた。

　教習所を国中に広めるためには、アレクシオン個人ではなくイゼリアの国策に段階を引き上げる必要がある。それに賛同してくれる大臣たちと協議をするため、王宮に赴おもむいたときのことだった。

　───王おう妃ひ陛下が？

　───はい。教習所の件でお話ししたいことがおありだそうで、殿でん下かのお時間があるときにお立ち寄りいただきたいとのことでございます。

「へえ。王妃陛下も少しは元気になったんだな」

　サリオがそう言うのは、国王崩ほう御ぎよののち、葬そう儀ぎこそ王妃としての務めを立派にこなしたカテリナだったが、その後はずっと伏ふせっていたからだ。

「良かった」

　シェリルも安心して胸を手で押さえた。

　医師の診しん断だんは病ではなく心労だということだったため、薬は心が落ち着く効能があるものくらいしか出されていないのは知っている。診しん察さつは医師長と調薬師長が直接みており、シェリルなど寝しん室しつにも入れてもらえなかった。

　───王妃陛下……。

　以前シェリルに親しく言葉をかけてくれただけでなく、国王にアレクシオンの《四誓》として紹しよう介かいまでしてくれたカテリナのことを、シェリルはひそかに慕したい、案じ続けていたのだ。

「で？　教習所の件で褒められたのか？　それとも怒おこられたか？」

　ルーカスが尋ねると、アレクシオンは「褒められた」と言った。

　その言い方が、まるでいつも叱しかられている子供が珍しく母親に褒められて戸と惑まどっているような感じがしたので、思わずシェリルは口元が弛ゆるんでしまったが、同じ感想をサリオも持ったらしい。そのままのことを言ってアレクシオンをからかうと、アレクシオンも少し笑った。

「確かに、母上やイルマからも叱られることのほうが多かったな」

（そうなんだ）

　意外な言葉に、つい、幼いアレクシオンというものを想像する。

（……ぜ……絶対、可愛い……っ！）

　勝手に興奮していたせいで、隣となりに座っているヴァルトの顔が強こわばっているのにシェリルは気づかなかった。

　実際、王妃も珍しいと言って微笑ほほえんだとアレクシオンは言う。

　───これまで国の政治や事業にいっさい関かかわろうとしなかったそなたが、急にどうしたのだろうと思ったのです。どうせなら、国王陛下がご存命の頃ころからこのように動いて欲しかったと、大臣たちが喜びつつも嘆なげいていますよ。

　───……申し訳ございません。

　頭を下げたアレクシオンにカテリナは扇おうぎで口元を隠かくして笑んだ。

　───これではまるで説教に呼んだみたいですね。もちろん、褒めるために呼んだのですよ。

　問題は、その後だった。

　カテリナは笑みをおさめ、アレクシオンをじっと見つめて言った。

　───……大臣たちが噂うわさしています。いままで王位継けい承しように興味のなかったそなたが、その気になったのではないかと。

　───……。

　───今回の動きで、そなたこそ次期国王に相応ふさわしいと言う者もおります。

　無言を貫つらぬくアレクシオンに、王妃はそっと声を潜ひそめて尋ねた。

　───……そなたは王位につく気は……つきたいと思っているのですか……？

　心なしかカテリナの声は震ふるえているように思えたが、彼女がそうなる理由は見あたらないので、気のせいと片付けた。

「どう答えたんだ……って、決まってるわな」

　サリオが尋ねると、アレクシオンは予想どおりの答えを口にした。

「そんな気はない」

「だよな」

　サリオは笑い、ルーカスはやれやれと言いながら、遠くの皿に盛られた葡ぶ萄どうへ手をのばした。

「聞くまでもない質問を、王妃陛下はなんでいまさらするかねえ」

　アレクシオンが頷うなずいた。

「それがどうも、引っかかっている」

　あっさり否定したアレクシオンに、カテリナも「やはりそうですか」と言った。だがそのとき浮うかべた表情は、安あん堵どのように見えつつも、どこか残念そうな色が浮かんでいるように見えたのだ。

「王妃陛下のあんな表情は……」

　アレクシオンが考え込む様子を見て、シェリルはそこに、カテリナを案じる彼の優やさしさを見つけた気がした。

「実は王妃陛下も、次期国王を誰だれにするか決めるのが、面めん倒どうになっちまったりして？」

　サリオが軽口を叩たたく。

「あの王子たちが醜みにくい争いしてんだろ？　どうせそれに乗っかる貴族どもの陰いん謀ぼうもあるだろうから、誰の母親でもない王妃陛下は嫌いや気けがさして、いっそアレクを───って展開もなくはないよな」

　ルーカスもサリオの軽口に乗っかった。もちろん本気で言っているのではないというのは、その口調と表情で分かる。だからアレクシオンも苦笑しているだけだし、シェリルも軽口がどこまで発展するだろうというくらいの気持ちで見ていた。

「このままだと、どうする？　アレク、国王にされちまうかもしれないぜ」

「そんな気ないんだろ？　だったらいっそ、イゼリアを出て世界中を旅しないか」

　イゼリアを出る、という言葉に、シェリルは一瞬どきりとした。

　───イゼリアを出て他国に行くと俺が言ったら、シェリルはついてきてくれるか？

　以前、アレクシオンが言った冗じよう談だんを思い出したからだ。

　思わずアレクシオンを見ると、彼も少し意外そうな顔をしながら、シェリルに目を向けたところだった。

　たぶん、アレクシオンもシェリルと同じことを思い出していたのだろう。視線が合ったとたん、アレクシオンは少しだけ悪戯いたずらめいた微笑みを見せた。

　───冗談だが、もしそうなってもカナンだけは、絶対ない。

　冗談だとしても、あれはあの夜、二人だけの間でかわされた約束だ。

　そう思って、シェリルは小さく笑い返した。

　それを見み逃のがすサリオとルーカスではない。

「……怪あやしい……」

「自分たちだけで分かる、目と目の会話というやつだ……」

「えっ」

　焦あせった顔を見せたシェリルに、ここぞとばかりに言いつのる。

「水くさいなあ、シェリル。アレクと目でどんな会話をしたんだ？」

「ひょっとして、イゼリアを出て駆かけ落ちでもする計画たててた？」

「ええっ!?　そんなことないです！　ね、シオン！」

「……そうだっけ」

「シオン！」

「わはは、いいぞ、アレク！」

「悪いが駆け落ちでも俺らはついていくぜ。どこにする？」

「サリオ！　ルーカス！　だから違ちがうってば！」

　そのときだ。

　ばん、とテーブルを叩いてヴァルトが突とつ然ぜん立ち上がった。

　テーブルについた両りよう腕うでが、ふるふると震えている。

「……どうした少年」

　いつもと少し違う反応に、サリオがそっと尋たずねると、ヴァルトはばっと顔を上げた。

「───いい加減にしてくださいッ！　あんたたち、アレクシオン様の王位継承について、《四誓》としてもうちょっと真しん剣けんに考えたらどうなんですかッ」

「どうもこうも、アレクにその気がないなら、俺たちが考えても仕方ないだろうが」

「お前、いまの話聞いてなかったのか？　アレクは王妃陛下にその気はないって、すぱっと言い切ってきたばかりなんだぜ？」

　いつもならそのあたりで終わる。だが、今日のヴァルトは違った。

「その気のない主あるじをその気にさせるのも、臣下の務めでしょうが！　あんたたちみたいに、自分の命惜おしさにアレクシオン様の《四誓》になったのと違って、僕はっ！」

（───……え？）

　思わずというようにヴァルトの口から出てきた言葉に、シェリルは息を止めた。

（……命惜しさに……？）

　言われたほうのサリオとルーカスを無意識に見る。

　暴言を吐はかれた彼らは怒おこると思いきや、薄うす笑えみを浮かべてヴァルトを見返していた。

（……っ）

　そのとき何故なぜか、背中を冷たいものが走り抜ぬけた。

　それはヴァルトも同様だったようだ。

　はっとして口をつぐんだだけではない。目に見えて彼の頰ほおは青ざめ、先刻とは違う種類の震えがヴァルトの腕うでを走るのをシェリルは見た。

「───ヴァルト」

　口を開いたのはアレクシオンだった。

　静かな眼まな差ざしをヴァルトにむけたアレクシオンは、叱るのでもなだめるのでもなく、淡たん々たんとした声で言った。

「シェリルが誤解するようなことは、二度と言うな」

「……は……い」

「サリオ、ルーカス」

「ああ、いいよアレク。ヴァルトの失言なんていつものことだから」

　ひらひらと手を振ふったとき、サリオの空気はもう変わっている。

「このすぐ熱くなる癖くせ、どうやったら治るかねえ。シェリル、良い薬ない？」

　やはりいつもの空気に戻もどったルーカスに話を振られたシェリルは、「え、えっと」と口ごもった。

「ええと、熱冷ましとは違うと思うので……」

　真ま面じ目めにシェリルが話し出したとき、ヴァルトが俯うつむきながら「僕は！」と叫さけんだ。

「僕は……っ。ただ、アレクシオン様に国王になっていただきたくて……！」

　そう言うヴァルトの目から落ちた涙なみだが、テーブルに染しみを作る。

「アレクシオン様こそ……いいえ、アレクシオン様だけが、次の国王に相応しい御お方かただと僕は知っているから……！」

　少しだけ困った顔でヴァルトを見つめるアレクシオンをちらりと見てから、サリオが優しい声を出した。

「お前がそう思っているのは、もう充じゆう分ぶんわかったから」

「わかってない……！」

「いやいや、本当に俺たちだって思ってるぜ？　アレクが本気出したら国王なんて軽い軽い」

　ルーカスまで声が優しい。これは完全に、子供をなだめる手法だ。

　だが今夜のヴァルトは簡単ではなかった。

「本気とかそんな話じゃなくて、僕は知っているんだってば！」

「うん、だから俺たちも……」

「だったら説得しろよ！　王おう妃ひ陛下が今日尋ねられたのだってきっと、本当は自分のお子様を国王にしたくて……っ」

「───」

　しん、と。

　室内が静まった。

　突然降りてきた静せい寂じやくに、ヴァルトははっと顔を上げた。

　自分がいま何を口走ったのか、数秒遅おくれで気づいたのだ。

「…………あ……」

　かたかたとヴァルトの身体からだが震ふるえ出す。

　だがヴァルト以外はすべて、まだ時間が止まっていた。

　シェリルもである。息をするのも忘れて、いま耳に飛び込んで来た言葉が思考へとつながるのを、待った。

（……本当の……お子様……？　王妃陛下の……？）

　ぎし、と骨がきしむかと思うくらいのぎこちなさで、首をアレクシオンの方へ巡めぐらす。

　アレクシオンの表情もまた、固まっていた。

　驚おどろくというよりは、虚きよを衝つかれたという様子だ。

　だがさすがにいつまでも固まってはいない。

　静かに椅い子すから立ち上がると、シェリルの後ろを通って、ヴァルトの隣となりまで歩いてきた。

「……ヴァルト」

「！」

　可哀かわい想そうなくらい、ヴァルトの身体が跳はね上がる。だがアレクシオンは静かなたたずまいを崩くずすことなく、ヴァルトを見下ろした。

「いまの話、ちゃんと聞きたい」

「……アレクシオン様……」

　サリオが、がた、と椅子を鳴らして立ち上がる。ルーカスも同じだ。

　二人はシェリルを、ちょいちょいと手招きした。

「俺たちは席を外そうぜ、シェリル」

「……は、はいっ」

　まだ頭は混乱していたが、気の利きかない自分を叱しかりつけてシェリルが立ち上がると、アレクシオンは短く「いい」と言った。

「皆みな、ここにいろ」

「───」

　それはまさしく、王子の声だった。

　大きく張り上げるのでもない。むしろいつもより抑おさえ気味でありながら、呪じゆ縛ばくのように身体がそのとおりになる。

　立ち上がったままの姿勢で止まったシェリルたちには目を向けず、アレクシオンはヴァルトを見つめて、再度名を呼んだ。

「ヴァルト」

「───……ぼ……僕……」

　もとよりヴァルトがアレクシオンに逆らえる筈はずがない。

　うなだれて、口を開こうとしたときだ。

「───それは私から話しましょう」

　扉とびらを開けて入ってきたのは、ステラと、そしてイルマだった。

「……母上」

　アレクシオンの呟つぶやきに、ステラが一いつ瞬しゆん、泣きそうな顔になった。これから話す内容は、自分が本来はその名で呼ばれるべきではないという事実を告げるものだからだろう。

　その足あし下もとに、ヴァルトが転がるようにして額ぬかずいた。

「……申し訳ございません、ステラ様……っ！　僕は、僕は、とんでもないことを……っ」

　ステラの後ろに控ひかえるイルマが凄すさまじい目でヴァルトを睨にらみつけたが、ステラはゆるりと首を横に振った。

「そなたの責任ではない。……私こそ、いくら私の親族だからといって、そなた一人に重い真実を背負わせてしまい、すまなく思います」

「……っ」

　ヴァルトは床ゆかに額をつけたまま、ちぎれそうなくらいの強さで頭かぶりを振る。その姿を悲しげな目で見つめてから、ステラはアレクシオンに目を向けた。

「───話は二十二年前に遡さかのぼらなくてはなりません……」

　そうしてステラが話し始めたことは、ラルフシオンがイシュトから受けた報告の内容と、ほぼ同一のものだった。

「……アレクが……」

「王妃陛下の子……」

　動じることが滅めつ多たにないサリオとルーカスも、さすがに言葉を失ったようだ。

　この二人ですらそうなのだから、シェリルはもう息も出来ないくらいだ。

　けれど、言葉も表情もなく立ちすくむアレクシオンを見たとき、ひときわ大きく鳴った心臓の音とともに呼吸は動き出した。

（……シオン……）

　その心ははかれない。

　母だと信じていた人が他人で、王妃と見上げていた人が母で。

　忌き避ひしていた王位は、本来なら最初から自分の手の中にある筈で。

　そうした事実を一度に聞かされたとき、人はどう動けば良いのか。

「……これまで偽いつわりを続けてきたことを、お許しください……」

　ステラは床に崩れ落ち、アレクシオンに頭を下げた。

　彼女の第三妾しよう妃ひという身分もまた、偽りのものだと言える。アレクシオンの母だからこそ与あたえられた地位で、それがなければ、ステラは王妃の侍じ女じよに過ぎない。

　もはやアレクシオンを息子むすこと呼べなくなったステラは、それでも消えない母としての愛情を込めて言った。

「王妃陛下の最初のお子様が流れたのは、間ま違ちがいなく毒を盛られたからです。本当は王妃陛下の命すら危あやうかったほど、強い毒でした。だから殿でん下かを身ごもられたとき、王妃陛下は私におっしゃったのです。今度こそ我が子を守る、と。国王になどならずとも命さえ守れれば良いから、私に手を貸して欲しいと……！」

　───そなたの命を私にくれぬか。

　カテリナはそう言って、侍女であるステラに頭を下げたという。

　───今度はそなたの命が狙ねらわれるかもしれぬ。身分の差と三番目という安心感から狙ってこなかったにしても、そなたの人生を狂くるわせることには変わりない。それをこの子のために、許してもらえぬか……？

　肩かたを震わせながらステラは言う。

「分かってくださいませ。姫ひめ様……王おう妃ひ陛下は、殿下のお命をお守りする、ただその一念で、この大きな偽りを貫つらぬき通されたのです」

　我が子を我が子と呼ぶことが一生かなわずとも、命さえ守れれば本ほん望もうだと。

　そう言ってカテリナは、慎しん重ちように、慎重に、ここまで石を積み上げてきたのだ。

　その凄まじいほどの、母としての愛に、言葉など見つかりようがない。

「───アレクシオン殿下」

　ステラの傍かたわらで自分も膝ひざをついたイルマが、アレクシオンを見上げて言った。

　イルマはもともとカテリナが王女だった頃ころの、侍女頭がしらだったらしい。イゼリアに嫁とついだときには同行が許されなかったのだが、ステラに身代わりをさせると決めたとき、カテリナがひそかに呼び寄せてステラというよりはアレクシオンにつけたのだと言う。

「王妃陛下もステラ様も、後こう悔かいはなさっていません。こうして殿下が無事、立派に成長なさったのですから、天を欺あざむく行こう為いであっても、それを是ぜとなさるでしょう」

　ただ、とイルマは続ける。

「こんなに早く国王陛下がお亡なくなりになってしまったいま、王妃陛下の本当のお気持ちは、やはり殿下に王位を継ついでいただきたいと変わられたのではないでしょうか」

「───」

　アレクシオンは答えなかった。

　無言でしばらく立ち尽つくしていたが、やがて片かた膝ひざを床につくと、そっとステラの手を取った。

「……お立ち下さい。……母上」

「───！」

「今こ宵よいはもう休まれたほうが良い。……イルマ、そなたも母上の部屋まで一いつ緒しよに」

「───はい、殿下」

　そうしてステラとともに夕食の間を出て行ったアレクシオンは、結局戻もどってこなかった。

　あらためてステラから話を聞いたのかもしれないし、一人で考えたくて部屋に戻ったのかもしれない。

　もしかしてまた、あの噴ふん水すいのところにいるかもしれないと思い、夜中になってからシェリルは庭に出ようとしたが、衛兵に止められた。

　───アレクシオン殿下から、夜間は誰だれも通さぬよう仰おおせつかっております。

（……抜ぬかりがないって、ああいうことも言うのよね、きっと）

　翌朝になってもアレクシオンと顔を合わせることのないまま、シェリルは仕事のために本宮きゆう殿でんに出向いたが、何をやっていても昨晩聞いた衝しよう撃げきの事実に思いを馳はせてしまう。

　ぼんやりと庭の一角に佇たたずんで、空を見上げる。

　澄すみ渡わたった青空を見上げても、出るのはため息ばかりだ。

（シオンが……本当は王妃陛下の子で……本当なら文句なしの王太子で……）

　第三王子であっても自分とは天と地ほど身分が違ちがうのだから、もうひとつ差が開いたところで同じだと、最初は思っていた。

　だが落ち着いて考えると、ひとつどころではないのだ。

　王太子であるということはすなわち、国王になるということだ。国内唯ゆい一いつの、至高の存在である。

　これまでアレクシオン自身が否定し続けてきたからその可能性を思ったことはあまりなかったけれども、ひょっとしたら半年後には本当に、国王になるのかもしれない。

（……シオンなら、きっと良い国王陛下になるわ）

　知り合ってまだ間もないとはいえ、アレクシオンの強さと優やさしさ、民たみへ向ける慈じ愛あいの強さを、様々な場面で見てきた。

　───病気になったら、ちゃんと薬が飲めて、元気になれる。どんなに貧しくてもよ。

　いつかアレクシオンの前で自分が語った夢を思い出す。

　───すべての村のひとにそうなって欲しいし、そのための力になれたらなって思う。

　そんなシェリルの夢を、いままさにアレクシオンは実現しようとしている。

　王子の立場でいま行っていることも、国王として手をつければ規模は拡大し、多くの民を救うことにつながるだろう。それは、素す晴ばらしいことだ。

（私は……シオンに国王になってもらいたいのかな……）

　ヴァルトではないが、アレクシオンは国王になるに相応ふさわしい器うつわであるとシェリルは信じている。こうなってから余計に強く感じることだが、仮に出生の秘密などなかったとしても、他ほかの二人の王子に引けを取らないと思う。

　であれば、アレクシオンが国王になっても何の問題もない。それでもこんな風に色々と考えてしまうのは、たったひとつ、シェリル自身の弱さだ。

（王子の《四誓》というだけでも荷が重いのに、国王の《四誓》だなんて……）

　自分にはまったく似つかわしくない。

　むしろ、自分のような者が《四誓》でいることが、本来なら国王へとつながっている筈はずのアレクシオンの道を、塞ふさいでしまってはいないか。そんなことまで頭を過よぎる。

「……ああもう、いい加減、この思考から抜け出したい……！」

　思わずそう言って頭を抱かかえ込んだときだ。

「───何から抜け出したいって？」

「!?」

　跳とび上がらんばかりに驚おどろいて振ふり向くと、そこには第一王子のラルフシオンが立っていた。

「ラルフシオン殿下……！」

　内心ぎくりとしたのは、目の前で微笑ほほえむラルフシオンが、暫ざん定ていとはいえ国王代理───形式上は王太子の座についているからだ。

　本音を言うと、特に何も問題がなければ、このまま第一王子であるラルフシオンが国王になるだろうとシェリルは思っていた。

　ラルフシオンを目の敵にして王位をぎらぎらと狙っていたクラウシオンには悪いが、シェリルの目にはラルフシオンの欠点は見つからない。クラウシオンでなければならない理由も見つからない以上、生まれた順で王位を継けい承しようすることが順当だと思っていた。

　だがいまのシェリルは、それが順当ではないことを知ってしまっている。

　穏おだやかに微笑むラルフシオンに、どこか後ろめたい気分が起きても仕方がないというものだ。

「ずいぶん驚いた顔をするのだな」

　またぎくり、としながらも、シェリルは笑って見せた。

「申し訳ございません。ちょっと考え事をしていたので、王子殿下にまったく気づかなくて」

「ああ、それは驚かせて悪かった」

　そう言って微笑む姿は、王太子として文句のつけようもない。容姿だけでなく、噂うわさでは国王代理としての務めも、完かん璧ぺきにこなしているらしい。

（……でも、シオンだって出来るわ。───たぶん）

　いままで思わなかったようなことを考えてしまい、直後に反省する。

（誰が国王になるかなんて、私が決めることじゃないもの。それに誰が国王になったって、私は私の務めを果たさなきゃ）

　そう思い直すと、少し元気が出る。

　シェリルは気持ちを仕切り直すつもりで、ラルフシオンに向き直った。

「ラルフシオン殿でん下かこそ、どうしてこちらに？　……もしかしてお仕事が大変で、休きゆう憩けいにいらっしゃったのですか？」

　王子としての仕事と、国王代理としての仕事では、量も質も違うだろう。

　アレクシオンやクラウシオンは息いき抜ぬきに庭に出る印象があるので、ラルフシオンもそうかと思って尋たずねると、ラルフシオンは驚いたように目を見開いた。そしてすぐに笑う。

「たまたま時間があいただけだ。……そなたはいつもそうやって人の心配をしているのか？」

「そんなつもりはないですけど……調薬師の癖くせかもしれません」

　調子の悪い人を見つけると、真っ先に考えるのは何の薬が効くか、である。

　これは癖というよりは性しようといったほうが良いかもしれない。

「それではそなたの方がむしろ大変だ。───……そういえば」

　わずかにラルフシオンの声が低くなったのにシェリルは気づかなかった。

「父上が亡くなる前に、一度意識を失われて快復されたな。あのときの薬は、そなたが持参したものだと聞いている。参考までに、どんな名薬だったか教えてくれないか」

　びく、とシェリルの肩かたが揺ゆれたのを、ラルフシオンのほうは見み逃のがさなかった。

「……私の故郷の薬で……」

　まさか毒消しだとは言えない。

　サリオやルーカスが暗殺の可能性をいまでも探さぐっている様子はあるが、現時点では確たる証しよう拠こがない以上、あくまでも国王は病死だったと言うしかないのだ。

　シェリルは思い切ってラルフシオンに向き直った。

「以前にも村で似た症しよう状じようのひとがあの薬で治ったので、万が一の可能性に託たくしました」

　まったくの噓うそであるが、背に腹は代えられない。

「結局、国王陛下をお救いできず、申し訳ございませんでした……」

　深々と頭を下げて、そのままこの場を逃にげることにした。だが、そう旨うまくはいかない。

「待て」

　ラルフシオンが、駆かけ出そうとしたシェリルの腕うでを摑つかんで止めたのだ。

（え）

　思わずラルフシオンに振り返った、その瞬しゆん間かん。

　ラルフシオンの翡ひ翠すい色に輝かがやく瞳ひとみが、まるで氷のような冷たさでシェリルを貫つらぬく。

　凍こおりついたシェリルだったが、それは何かの錯さつ覚かくだったのか、次の瞬間にはラルフシオンはひどく優しい表情でシェリルを見下ろした。

「驚かしてすまない。……大事な話があってね」

「───はい……」

　ほっとして息をついたとたん、背中に大量の汗あせが流れる。

「……大事なお話、ですか？」

　息を整えてから尋ねる。

（……どうしてだろう……）

　クラウシオンとは何かとぶつかりあう機会があるのだが、ラルフシオンとは会話をかわしたことも数えるほどだ。その度たびにラルフシオンはシェリルに優しい言葉をかけ、常に穏やかな表情を見せている。

　それなのに。

（……どうして、時々───ほんの一いつ瞬しゆんだけど、とても怖こわく感じるのかしら……）

　そう思ってしまうこと自体がイゼリアの民として、また人として間ま違ちがっている気がするのだが、どこかに理由があるのではないかと、シェリルはじっとラルフシオンを見つめた。

　ラルフシオンも何を思うのか、そんなシェリルを無言で見下ろしていたが、ふっとその目が伏ふせられた。

「……私も本当は、こんなことは言いたくない。こんな───酷こくなことは」

「……え？」

　もう何度目かにぎくりとする。

　それを見たラルフシオンの目の奥が、ちらりと光った。

「───……そなたはアレクの《四誓》だけれど、アレクのそばにはいない方が良いと思う」

「!?」

　つい先刻まで自分が思っていた言葉を、不意打ちで浴びせられたシェリルは、愕がく然ぜんとしてラルフシオンを見上げた。

　知っているのだろうか。

　真っ先に考えたのは、それだ。

　ラルフシオンはアレクシオンの出生の秘密を知ったうえで、こんなことを言うのだろうか。

　だがそれは、心の中で必死に打ち消す。

　カテリナとステラが、その人生を賭かけて築いた「真実」に、疑われる要素はない筈だ。

「それは……どういう意味でしょうか……？」

　かすかに声が震ふるえているのが分かったが、尋ねずにはいられない。

「理由は言わぬ。これはアレクに関かかわる重要なことで、しかも、アレク自身はおそらく知らないことだからな」

（まさか……本当に）

　だが、ラルフシオンが告げた言葉は、あまりにも予想外のものだった。

「けれどもしアレクがそれを知ったら、きっとアレクは、そなたを見る度に罪悪感にさいなまれることになると思う」

「───……え？」

　言葉の意味が飲み込めなかった。

　戸と惑まどってラルフシオンを見上げると、彼は哀あわれむような目をシェリルに向けていた。

「……罪悪感って……」

　思い当たることは皆かい無むだ。

　しかも、アレクシオン自身がいまはまだそれを知らないと言う。

（私が……私の存在が、シオンを苦しめることになるというの……？）

　ささやかでもアレクシオンの力になれればと思っているのに、その真逆になるというのか。

　その理由も分からないまま、シェリルの頰ほおから血の気が失うせた。

　全身が冷たくなり、ふらり、と足あし下もとが崩くずれそうになる。

　それを支えたラルフシオンに、礼を述べねばと思うのに、声が出ない。

　睫まつ毛げと唇くちびるを震わせるしかないシェリルを抱だき留めたラルフシオンの目が、歪ゆがんだ歓かん喜きにきらめくが、勿もち論ろんシェリルからは見えない。

　唇の端はしを上げたラルフシオンが、シェリルの耳元に口を近づける。

「……聞きたいか？」

　そのときだ。

「───失礼します、ラルフシオン殿下」

　草を踏ふみしめて、ラルフシオンの側近であるイシュトが突とつ然ぜん現れた。背後には十名近い衛兵を従えている。

　ただでさえ動どう揺ようしているシェリルだ。

　何が起きたか分からず硬こう直ちよくしたが、ラルフシオンにとってもイシュトの登場は意外だったようだ。軽く舌打ちをして、珍めずらしく不ふ機き嫌げんそうにイシュトを見る。

「何事だ。執しつ務む室にはすぐ戻もどると───」

「いえ。ラルフシオン殿下ではなく、私の目的は、そこの娘むすめにあります」

「……何？」

（私……？）

　無表情のイシュトに少し怯おびえつつも、一歩前に出る。

「私に何の御ご用ようでしょうか」

　イシュトは無言で背後の兵たちに向かって合図を送った。それを受けていっせいに兵が動く。

「───えっ!?」

　衛兵たちは一瞬でシェリルを取り囲み、そのうちの二人が両りよう脇わきからシェリルの腕を拘こう束そくした。

「え……な、何!?」

　狼狽うろたえるシェリルに、イシュトが冷たい声で告げる。

「調薬師、シェリル。そなたを前国王陛下暗殺に関わった疑いで捕とらえる」

「───……な……っ!?」

　シェリルの頭の中が真っ白になった。

　痛いほど強い力で腕を摑つかまれ、強ごう引いんに引っ張られても、何が起きているのかまだ分からなかった。

（私が……国王陛下を……!?）

　そこでようやく喉のどから声が出た。

「何かの間違いです！　私はそんなことは決して……っ」

「黙だまらせて連れて行け」

「は」

　イシュトの命令を受け、衛兵の一人がシェリルの鳩尾みぞおちに拳こぶしを入れる。

（！）

　目を見開いたシェリルは、そのままゆっくりと崩れ落ちた。その身体からだを軽々と抱かかえて、衛兵たちが去っていく。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送ったラルフシオンは、衛兵たちが消えた後、イシュトに強く振ふり返った。その目には怒いかりがある。

「……どういうことだ、イシュト。私はこのような命令をお前に出した覚えはない……！」

「いえ、ご命令は受けております」

「何!?」

「私は殿でん下かが国王の座につくための最善の策を考え、実行せよとの命を受けております。これはその一いつ環かんに過ぎません」

「何を勝手な！　あの娘は、こちら側に引き入れた方が利用価値が……」

「殿下」

　主君に向けても冷たい声でイシュトは言う。

「冷静におなりください。いまの殿下は、何が理由か存じ上げませんが、あの娘を単なる道具として見ていらっしゃいません」

「───!?」

「それでは他ほかの王子二人と変わりません。殿下は彼らより優すぐれたところをいくつもお持ちですが、その最たるものが、目的のためにはたとえ血を分けた者であっても道具として見られるところであった筈はず」

　その言葉に、ラルフシオンの目にたぎっていた怒りの色が、すっと静まる。

「あの娘は危険です。ひとつ扱あつかいを誤れば、……貴方あなた様の身を滅ほろぼしかねません」

　イシュトは言った。

「私が間ま違ちがっているのであれば、どうぞこの場で私を殺してください」

　そう言うと、イシュトはラルフシオンの前に跪ひざまずき、まるで首を差し出すように頭を下げた。

　それをラルフシオンが見下ろす。その目は既すでに、冷ややかで、熱のないものになっている。

「───私を試ためすな。……不ふ愉ゆ快かいだ」

　ラルフシオンはそれだけ言って、踵きびすを返した。

　立ち上がったイシュトがその後に続く。

　彼らの向かう先でにわかなざわめきが広がり始めていたが、彼らの表情は冷たいままだった。
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「───どういうことだっ!?」

　国王の執務室にクラウシオンが転がり込んできたのは、シェリルが衛兵に捕らえられてから間もなくだった。

「どうした、クラウ。軍とともに国境の砦とりでに視察に行っていると聞いていたが」

「俺の予定が変わったことを、いちいちお前に報告する義務はない！　……いや、そんなことどうでもいい！」

　クラウシオンは大おお股またでラルフシオンの前まで来ると、机を思いきり拳で叩たたいた。

「何故なぜシェリルを捕らえる!?　あいつが父上を暗殺する理由などない！」

　ラルフシオンはわざとゆっくりと立ち上がり、クラウシオンに苦く笑しようを向けた。

「何故お前がそんなに熱くなる。シェリルはアレクの《四誓》であって、お前の《四誓》ではないだろうに」

「そんなこと関係あるかッ！　何を企たくらんでいるか知らないが、いますぐあいつを放せ！」

「そういうわけにはいかないよ。それに、あれは私が命令したわけではなくて───」

「───では、誰だれの命です」

　クラウシオンが開け放ったままだった扉とびらから、静かな声が響ひびいた。

　ラルフシオンが顔を上げ、クラウシオンが振り返る。

　部屋の入り口から入ってきたのは、アレクシオンだった。

「───……！」

　ひゅっと。

　息を吸い込んだ音で喉が鳴ったのは、ラルフシオンとクラウシオンのどちらだったか。

「おっしゃってください、兄上。……シェリルを捕らえたのは、誰の命によるのです」

　抑よく揚ようのない声で言いながら、アレクシオンが近づいていく。

　表情はぞっとするくらい冷たい。

　それとは裏腹に、全身からは噴ふき出す焰ほむらが見えるかのような怒りがたちのぼっている。

　殺気だ。

　近づいて来たアレクシオンは、ラルフシオンの前に立った。無意識に自分が道をあけたことに気づいたクラウシオンが下した唇くちびるを嚙かむが、声は発しない。

　ラルフシオンも同様だ。

　机の端はしを握にぎる手があるからこそじっとしていられたが、気づけば片足は半歩後ろへ動いていた。

（……馬ば鹿かな）

　内心で呟つぶやく。

（……私がアレクに気き後おくれしている……？）

　そんな筈はない。

　心の中で叫さけんだあと、ラルフシオンはことさら物もの憂うげな表情でアレクシオンを見返した。

「父上の死に、暗殺の噂うわさが出ているのはお前たちの耳にも入っている筈だ。私はそれを信じてはいないが、あやふやなままにしておくのは父上の尊厳にも関かかわると考えて、イシュトに捜そう査さを命じたのだ」

「……」

　アレクシオンは無言のまま、ラルフシオンを見み据すえている。

「けれど私はシェリルが暗殺者などとは思っていないよ。何も知らずにお前の《四誓》になって、父上を何度も助けてくれた。むしろ恩人だと私は思っている」

　だからすぐに釈しやく放ほうされる筈だと言うと、クラウシオンは小さく息をついたが、アレクシオンは変わらなかった。ラルフシオンを見据える瞳ひとみも身にまとう怒りの波も、そのままだ。

　ラルフシオンは息を吸い込もうとして、やめた。

　正面から射てくるアレクシオンの眼光は、そうした小さな動きひとつも見み逃のがさず、その奥にあるものまで見通すような気がしたからだ。

「だが、アレク」

　声に呼吸を絡からめて言う。

「細かい報告を受けたわけではないから分からないが、シェリルに嫌けん疑ぎがかかったのは、お前にも原因があるんじゃないかな」

「……どういう意味です」

　アレクシオンだけでなく、クラウシオンも眉まゆを寄せてラルフシオンを見る。

　今度はしっかりとため息を見せてから、ラルフシオンはアレクシオンを見た。

「シェリルに疑いがかかるというのは、すなわちお前にも首しゆ謀ぼう者しやの疑いがかかっているという意味だよ」

「……何!?」

　声を出したのはクラウシオンのほうだ。
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「何を馬鹿な……」

　意外にも抗こう議ぎする素そ振ぶりを見せたクラウシオンを無視して、ラルフシオンは続ける。

「これまでお前は王位に何の執しゆう着ちやくも見せなかった。それがここに来て、そう、父上が亡なくなってから突とつ然ぜん、国内の事業に力を注ぎ始めた。それを王位への野心と捉とらえた者がいても不思議じゃない」

　つまり事実とは別のところで、その豹ひよう変へんぶりに疑いを持つ者が出たのではないかと言うと、クラウシオンは少しだけ納なつ得とくしたような目でアレクシオンを見た。

　だがアレクシオンが納得する筈はない。

　むしろ冷たかったその瞳に、怒りが揺ゆれた。

「───いつ俺が、王位を欲しいと言った」

　低く、呟く。

　ぎらりとした目でラルフシオンを睨にらみつける。次に、クラウシオンもだ。

　おそらく自覚なく固まった二人を睨め据すえて、アレクシオンは口を開いた。

「王位など……最初からあなたがたに、くれてやっている……！」

　そう言い放つと、アレクシオンは踵を返し、部屋を出た。

　残された二人は、どこか呆ぼう然ぜんとして立ち尽つくしていたが、先に我に返ったのはクラウシオンのほうだった。

「───……ちっ……！」

　完全に気け圧おされていた自分に腹を立てたのか、一度床ゆかを足で蹴けりつけてから、ラルフシオンに顔を向けた。

「……ともかく、早くシェリルを放してやれよ……！」

　そう言って部屋を出て行く。

　最後に一人残ったラルフシオンは、数秒たってから、どさり、と椅い子すに腰こしをおろした。

　机の上で両手を組む。

　その指がかすかに震ふるえているのに気づき、ぐっと指に力を込めた。

「……もう少し。───もう少しだ」

　呟きながらもほんの僅わずかだが、その瞳が不安に揺れていた。







　執しつ務む室を出たアレクシオンが向かったのは、王おう妃ひの部屋だ。

「これはアレクシオン殿でん下か───」

「王妃陛下に取り次ぎを。いますぐだ」

　アレクシオンを間近で見た侍じ女じよは、その美しさよりも彼の発する威い圧あつ感かんに震え上がると、急いで王妃の部屋に入っていった。

　ほどなく中に招き入れられる。

　部屋にはカテリナと侍女がおり、心なしかカテリナの顔色は悪い。

「アレクシオン」

　だがアレクシオンの顔を見るとかすかに頰ほおが色づき、カテリナは少し嬉うれしそうな目になった。

「珍めずらしいではないか。そなたがこうして───」

「お人ひと払ばらいをお願いします。王妃陛下」

「！」

　常とは異なるアレクシオンの様子に、カテリナは表情を強こわばらせた。そしてすぐ侍女に退室を命じ、隣となりの部屋も含ふくめて、しばらく誰も近づけないよう指示を出す。

　そして部屋の中に二人きりになったとき、アレクシオンは初めてカテリナを正面から見つめた。

　これが本当の母か。

　アレクシオンの胸に、自分でも分からない感情が過よぎったが、それを摑つかまえる時間はなかった。

「……シェリルが、父上の暗殺に関わった疑いで捕とらえられました」

「何ですって!?」

　カテリナのところまで情報は届いていなかったようだ。驚きよう愕がくに目を見開き、信じられないというような顔をした。

　当然だ。

　アレクシオンの《四誓》であるシェリルが国王を暗殺する筈はずがないことを───その理由がないことを、カテリナは一番よく知っている。

「私がその首謀者だそうです」

「な!?」

　それこそ理由がない。

「それは───もちろん、何かの間ま違ちがいでしょう」

　カテリナの声には明らかな怒いかりが混じっていた。

「分かりました。大臣たちにも言って、早くシェリルの無実を証明するよう、私からも」

「捜査や審しん議ぎは不要です。シェリルをいますぐ放すよう命じてください。その代わり」

　アレクシオンは落ち着いた声で言った。

「私は王太子となる権利を、いえ、王子であることそのものを放ほう棄きして、この国を出ます」

「───……っ!?」

　愕がく然ぜんとして目を見開いたカテリナに、アレクシオンは言葉を続けた。

「もともと私は王太子になる気はありませんでしたし、選ばれないようにしてきたつもりです。それでも国や民たみのために何かを行うと、その真意を探さぐられる。それが私だけにとどまるのであれば構いませんが、私の───私と誓せい約やくを交わした者にまでそれが及およぶのは耐たえられません」

　カテリナは青ざめながらアレクシオンに近づいた。

「……そなたの気持ちは分かる。だが、王太子はともかく、イゼリアの王子であることまで捨てなくても良いではありませんか」

　必死に感情を抑おさえているのが分かる声だ。

　瞳も惑わく乱らんするように揺れている。その瞳を見て、それが自分と同じ蒼色であることに、アレクシオンはいまさらながら気づいた。

　自分の瞳の色は父譲ゆずりだと思っていた。だがそれと同時に母譲りでもあったのだ。

　そう思ったとき、アレクシオンはふいに、カナンから戻もどって国王夫妻の前に挨あい拶さつに出たときのことを思い出した。

　そのときカテリナがアレクシオンに最後にかけた言葉。

　───……あまり母を心配させるでない。

　自分の帰国が遅おくれたせいで倒たおれたステラのことを言っているとばかり思ったが、あれはカテリナ自身のことを言っていたのではないか。

　───今度こそ我が子を守る。

　カテリナがステラに言った言葉だ。

　いったいどんな思いでその言葉を吐はき、産んだばかりの自分を手放したのだろう。

　ステラの子として成長していくアレクシオンを見つめながら、疑いを持たれぬために、他ほかの王子たちとまったく同じ扱あつかいをする。そのことに、どれだけの忍にん耐たい力を要したか。

　ふだんの王妃らしくなく、狼ろう狽ばいに震えるカテリナを見て初めて、アレクシオンは目の前の女性が自分を産んだ母親なのだということが、すんなりと胸の中に落ちてきた。

　そこに生まれたのは、不思議なくらいあたたかく、そして切ない感情だった。

「……前から考えていたことです」

　静かな声で言う。

　これは本当だった。

　王位継けい承しよう権の争いから、誰だれが見ても外れていたときですら、考えていたのだ。

　───イゼリアを出て他国に行くと俺が言ったら、シェリルはついてきてくれるか？

　でなければ、戯たわむれでもあんな言葉は出てこない。

（……まさか、こんな早くに実現するとは思わなかったが）

　そう思いながらカテリナを見つめて、アレクシオンは言った。

「私は兄二人のいずれでも、国王になっていただいて構わないと思っていました」

　性格も長所もまったく異なる二人だが、アレクシオンはそれぞれを認めていた。

「どちらが国王になっても、イゼリアは安あん泰たいでしょう。……これは父上と母上がそう導いたからだと思っています」

「それは───」

　そこでカテリナの言葉が切れる。

　ゆっくりと目が見開かれ、唇くちびるがわなないた。

「……そなた……いま、なんと……」

　アレクシオンはカテリナから目を外さず、言った。

「……申し訳ございません。これまで隠かくし続けてきてくださったことを、私は知ってしまいました」

「……っ!?」

　カテリナが両手で口を押さえる。

　存在を忘れられた扇おうぎは手からこぼれ落ち、カテリナの足あし下もとに転がった。

「……このままであれば、生まれた順位でラルフシオンが王位につくでしょう。私はそれで良いと思っています。ですが、もし私が王妃陛下の子であることが周囲に知れたら───」

　アレクシオンは片かた膝ひざをつき、転がっている扇を拾った。

　軽く手で埃ほこりを払はらってから、立ち上がる。

「周囲に知れたらその方向性は崩くずれ、私を担かつぎ出す者と、それでも兄上たちを推おす者とでいま以上の争いが生じることになるでしょう。国は混乱し、今度こそ諸外国につけ入られる恐おそれが出てきます。それを防ぐためにも、私がいっさいの権利を捨てるのが良いと思われませんか」

「……」

　無言で震ふるえているカテリナの手に触ふれる。

　その手を口元から外し、拾い上げた扇をそっと握にぎらせた。

　見上げてきた母の目を、アレクシオンは見つめた。

「もともとそれが、貴女あなたの望みであったと聞いています」

「───」

　アレクシオンが王位継承争いに巻き込まれ、命を落とす。

　それを防ぎたいがために、自分の子であることを隠しただけではない。ステラの口を借りて、幼い頃ころから言い聞かせ続けた言葉も、きっとカテリナの心だ。

　───目立つことをしてはなりません。

　───ゆめゆめ王太子の座を望んではなりません。

　それもただ、命を守るためだけに。

「そうでしょう。……母上」

「───」

　カテリナの目から涙なみだがこぼれる。

　頷うなずくしかないカテリナは、扇を持っていない片手で口元を押さえたまま、何度も何度も頷いた。そんなカテリナを見つめながら、アレクシオンは、そっとカテリナの前で片膝をついた。

　握りしめた手を胸に当て、頭を下げる。

「……私の命を第一にお考えいただいたこと。これまで全身全ぜん霊れいで私をお守りいただいたこと。心より感謝を申し上げます」

「……アレク……」

「それゆえ、お願い申し上げます。この真実はこのまま閉じておいていただきたいのです」

　それがこのイゼリアのためになる。

　王おう妃ひとして、そして王太子となるべく生まれた者として。

　いま最善の策として取るべき道が、それなのだと。

　アレクシオンは無言の中に告げた。

「…………」

　どれだけの沈ちん黙もくが過ぎただろう。

「……そうか」

　しばらくして、カテリナは口を開いた。その声に、もはや震えはない。

　ぽんっと扇を開く音が、アレクシオンの頭上でした。

「お立ちなさい。───アレクシオン」

　アレクシオンは立ち上がり、正面からカテリナを見つめた。カテリナもまた、まっすぐにアレクシオンを見つめる。

　同じ色の瞳ひとみが、互たがいをそこに映す。

「そなたの申し出、承知しました」

　王妃の声でカテリナは言った。そして微笑ほほえむ。

「ステラは悲しむだろうが、私が説得しよう。───この世でただひとりの、そなたの母親です。そなたと、そなたが大切にする者のためならば、どんな悲しみにも耐えるでしょう」

　その瞳のふちに浮うかんだ光の意味は、カテリナとアレクシオンだけが知れば良い。

「ただ、そなたが王子であることを放ほう棄きしたということは、民にまで知らせなくても良いでしょう。それはむしろ余計な憶おく測そくを呼ぶ。……宮きゆう廷ていの一部の者にのみとどめ置き、そなたは私の命で、他国を学びに行ったことにしましょう。カナンのときのように」

　アレクシオンは初めてそこで、ちらりと笑った。

「カナンだけは行きません」

　カテリナは瞬まばたき、そして小さく微笑んだ。

「……それが良いでしょうね」

　アレクシオンは一歩下がった。

「───それでは」

　カテリナに一礼し、踵きびすを返す。

　部屋の扉とびらに向かって歩き出したその背に、堪こらえきれず声が投げかけられる。

「……アレクシオン！」

　振ふり向いたアレクシオンに、カテリナは一度口を開き、そして閉じた。

　そしてカテリナはその目に息子むすこの姿を焼き付けるように、じっとアレクシオンを見つめた。

「……剣けんを……変えたのですね」

「……はい。剣の師し匠しようにいただきました」

「───そう」

　カテリナは微笑んだ。

「大切になさい。それは───剣は、これからもそなたを守るでしょうから」

　宴うたげで賊ぞくを斬きり伏ふせたアレクシオンの腕うでを知っていての言葉だろう。

　アレクシオンは頷き、そして部屋を出て行った。

「…………やはりそなたは、この国の王子です。アレクシオン」

　ひとり残ったカテリナが呟つぶやく。

「どうか、そなたの行く道が安あん寧ねいでありますように。そして」

　ぎゅっと両手で扇を握りしめる。

「……あのことだけは、これからも知ることがありませんように……！」




　王妃の部屋を出たアレクシオンが再び向かったのは、国王の執務室だった。

　ラルフシオンのそばには側近のイシュトがいたが、その存在を無視して、アレクシオンはラルフシオンに近づいた。

「……私は正式に、王位継けい承しよう権を放棄します」

　冷たく、感情のない表情と声でアレクシオンが告げると、ラルフシオンは軽く目を見開き、そして言った。

「だがアレク」

「イゼリアの王子であることもです」

「──!?」

　ラルフシオンだけでなくイシュトまでが目を大きく見開いた。

「……そんなことまでしなくても」

　不覚にも声が震ふるえたラルフシオンとは逆に、アレクシオンは何ひとつ変わらない。

「決めたのです、兄上。ですからいますぐに、もとより罪のないシェリルを私に返していただきたい」

　返す、か、とラルフシオンは目を伏せて呟き、それから顔を上げた。

「───分かった。……イシュト」

　ラルフシオンはイシュトに顔を向けた。

　イシュトはまだ食い入るようにアレクシオンを見ていたが、ラルフシオンの呼びかけに、はっとして振ふり向いた。

「まだ調べはついていないのでそなたには不服かもしれないが、これは私とアレクシオン、そしてクラウシオンと三人の王子すべての合意事じ項こうだ。いますぐにシェリルを解き放つ手続きを進めるように」

「───御ぎよ意い」

　もとの無表情に戻ったイシュトは一礼し、部屋を出て行った。

「……あれは職務に忠実なだけだ。恨うらまないでやってくれ」

「分かっています」

　アレクシオンは言い、そして、先刻とはまったく違ちがう眼まな差ざしをラルフシオンに向けた。

　兄を信じる、弟の目で、ラルフシオンを見つめる。

「兄上」

「……うん？」

「約束してください。イゼリアのこと、王妃陛下のこと、……母ステラのことを、私が去った後もお守り下さることを」

　真しん摯しな眼差しを受けて、ラルフシオンは微笑んだ。

「……当然だ」

「───」

　アレクシオンは瞬き、そして頭を下げた。

「……では、これで失礼します」

　そして兄の前を去っていく。

　ぱたん、と扉が閉じ、アレクシオンの足音が遠のく。

　すべての音が絶え、完全なる静せい寂じやくが執務室に訪おとずれる。

「……く……くく」

　ラルフシオンの唇くちびるから、笑い声が漏もれた。

（……勝っ……た……！）

　心の中で叫さけぶ。

（勝ったのだ。私はアレクに勝った！　私こそが王太子だ……！）

　声を出さずに笑い出す。

　笑いながらラルフシオンは窓の外を見た。

　眩まぶしいほどの晴天がそこにあり、ラルフシオンは、また誇ほこらしげに笑った。
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　暗い。

　突とつ然ぜんシェリルが投げ込まれた牢ろう獄ごくは、光のない場所だった。

　ひんやりとしていながら空気は湿しめっていて、石の床ゆかも少し濡ぬれているようだった。

　鼻をつく臭においが漂ただよい、どこからか、か細い悲鳴も聞こえる。

（……どうして……）

　手足に枷かせがつけられていないのが幸いだった。

　心細さと不安に押し潰つぶされそうになりながら、シェリルは身体からだを両手で抱かかえ込むようにして縮こまった。

　国王暗殺の疑いをかけられて、投とう獄ごくされたのは分かる。

　だが、そもそもどうしてそんなことになってしまったのか、シェリルにはまったく理由が分からなかった。

　これから自分はどうなるのか。

　先の見えない不安が鎌かま首くびをもたげ、正面から赤い眼まなこでシェリルを見み据すえる。

（……違う）

　先は見えている。

　もしこのまま国王暗殺の嫌けん疑ぎが晴れなければ、間ま違ちがいなく行き先は処しよ刑けい台だ。

　その想像にぞくりと背中を震ふるわせて、シェリルはもっと身体を小さくした。

　殺されるのだろうか。

　その恐きよう怖ふは計り知れない。だが、それ以上の恐怖がシェリルの中にあった。

（……シオンは……？）

　国王暗殺の疑いがシェリルだけにかかっているのか、シェリルの主あるじであるアレクシオンにまで及およんでいるのか、衛兵に尋たずねても答えは返ってこなかった。

（どうしよう。……私のせいで、シオンまで囚とらわれるようなことがあったら……！）

　それだけは絶対に嫌いやだ。

　たとえ自分が無実の咎とがで命を落とすようなことがあったとしても、アレクシオンだけは守らなければと思う。

（───そうよ。もしこれが、シオンを陥おとしいれるための罠わなだったとしたら、私は絶対に負けない……！）

　またどこからか、悲鳴が聞こえた。

　びく、と背を震わせたが、シェリルは冷たくなった唇を引き結んだ。

（絶対に。───シオンだけは守るの）

　ぎゅっと自分の身体を抱え込む手を握にぎりしめたときだった。

　ぎい、と錆さびた鉄がこすれる音とともに、薄うすい光が牢獄に差した。

　足音が近づき、シェリルのすぐそばでそれが止まる。

「───調薬師シェリル。……来い」

「！」

　無機質な声とともに、腕を摑つかまれる。ぐい、と牢獄から引き出された。

「……嫌……っ！」

　どこに連れて行かれるか分からないが、そこにあるのが罠だと思うと抗あらがうしかない。

　無む理り矢や理り歩かされているのが、行きと同じ道なのかどうかも分からない。なにせ牢獄に連れてこられたときは気絶していて、気づいたら闇やみの中だったからだ。

「放して、はな───……っ」

　必死にもがいたとき、別の手がシェリルの腕を摑んだ。

　ぐい、と力を込めながらもどこか優やさしさを感じる動きで、強く引かれる。

（え）

　引き寄せられ、誰だれかの胸の中に抱だき寄せられた。

　と同時に、溢あふれんばかりの光が空から落ちてくる。

「───え……っ」

　暗くら闇やみから突然外に出たため目が慣れず、シェリルは眩しさのあまりに両目を閉じた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　目を閉じている上から、ひどく優しい声が降る。

（……噓うそ……？）

　抱きしめてくれている腕うでと、あたたかな胸。

　伝わる鼓こ動どうと、声。

（……う……そ……）

　おそるおそる目を開ける。

　目の前に、とびきり美しい蒼色があった。

「……シオン……？」

「ああ」

　両りよう腕うででしっかりとシェリルを抱きしめて、微笑ほほえみながら見下ろしているのは間違いなく、アレクシオンその人だった。

　その後ろから、ひょいと別の顔が覗のぞき込む。

「災難だったなあ、シェリル」

　精せい悍かんな顔だちに快活な笑えみを乗せているのはサリオだ。

「か弱い女性に対する扱あつかいがなってないぞ、あいつら」

　あれじゃあ一生もてないと、ルーカスが優美な顔をしかめる。

「今回は、僕もあんたたちに同意します」

　ヴァルトがそう言って、童顔に似合わないしかめ面づらを作った。

「……え……私……？」

　きょろ、と見回すと、そこは見たことのない場所だった。

　岩山を切り開いたかのような場所だ。後ろを見ると、岩がん壁ぺきをくりぬいたような入り口があり、そこは鉄の扉とびらで閉とざされている。衛兵らしき者がいたが、彼らはアレクシオンの視線を受けると扉の奥へと入っていった。

「……こんな場所に私……」

　そこではっとする。

　アレクシオンに向き直り、シェリルは咳せき込むように言った。

「シオン、私、国王陛下の暗───」

「分かってる。それはもう大丈夫だ」

「え」

　まだ意味が分からず、シェリルはぱちぱちと瞬またたいた。

　そこでアレクシオンは、シェリルの服のあちこちが濡れたり汚よごれたりしているのに気づいたようだ。ヴァルトに目を向けると、ヴァルトは頷うなずき、後ろに止めてある五頭の馬の一頭に駆かけ寄った。そして鞍くらにくくりつけてある荷から、マントを引き出した。

　手をのばしてアレクシオンはそれを受け取ると、シェリルの肩かたにそっと被かぶせた。

「……馬……？」

　もう一度瞬いたシェリルに、ルーカスが尋たずねる。

「シェリル。どこか行きたい国ってあるか？」

「え？」

　サリオが両腕を組んで首を横に振ふった。

「アレクがよその国に行くって我が儘ままを言うんでね。さっきまで、それで揉もめてたところ。どこに行くんだって」

「だから、ミラネだって。あそこは美女が多いらしい」

「それはあんたの趣しゆ味みなだけでしょう！」

「あれ。じゃあ少年は美女が嫌きらいなんだ。まあ、薄うす々うす分かってたけど」

「誰がだよ！」

　そんな会話をいつものように見守っているアレクシオンを、シェリルは見上げた。

「あの、シオン」

「ん？」

　言いかけてから、まだ自分がアレクシオンの腕の中にいると気づいたシェリルは、ぱっと顔を赤らめて後あと退ずさった。

「えと、あの。───よその国って、どういうこと？」

「ああ。───ちょっと王子であることをやめようと思って」

「あ、そういうこ───……えっ!?」

　思わず叫さけび声を上げてから、シェリルは青ざめてアレクシオンを見上げた。

「どうして、だってシオンは王子どころか、本当は───っ」

　途と中ちゆうでアレクシオンの指に唇くちびるを押さえられ、声が途と切ぎれる。

　けれどその瞬しゆん間かんに、シェリルは分かってしまった。

　何故なぜ急に、自分が牢ろう獄ごくから出られたのか。

　国王暗殺容疑など、もっとも重い罪を問われた者が、簡単に放される筈はずがない。

　すっとシェリルの全身から血の気が引く。

「……私のせい……？」

「シェリル」

　がたがたと身体からだが震え出す。

「私のせいで、シオンは王子でいられなくなったの……？」

「そうじゃない」

「そんなの駄だ目め……！」

　シェリルは必死に叫んだ。

「……そんなの、私なんかのために……シオンはこの国の立派な王子様なのに。絶対に、イゼリアの民たみに幸せを与あたえてくれる、良い王子様なのに、なのに私のせいで……っ」

「聞くんだ、シェリル」

　アレクシオンに両りよう肩かたを摑まれて、シェリルは口を閉じた。

　かわりに見開いた目から、ぽろぽろと涙なみだが落ちる。

　アレクシオンが少しだけかがむようにして、シェリルに顔を近づけた。

「前から考えていたんだ。ずっと前からだ」

「……でも」

「それに俺がいない方が、イゼリアは安あん泰たいなんだ。シェリルにもわかるだろう？」

　それでもまだ首を振るシェリルの肩を摑む手に、ぐっと力が加わる。

「だから、もう一度聞いても良いか」

「え……」

　───イゼリアを出て他国に行くと俺が言ったら、シェリルはついてきてくれるか？

　夜の噴ふん水すいで、尋ねられた問い。

　───それは……もちろん、私はシオンの《四誓》だから……。

「イゼリアを出たら、俺は王子ではなくなる。そうしたら、シェリルは俺の《四誓》でもなくなる。俺についてこいという理由はなくなってしまうんだが」

　アレクシオンはじっとシェリルを見つめた。

　シェリルの大好きな、蒼あおい瞳ひとみだ。

　この瞳に最初に心を奪うばわれたときは、まさか目の前にいるのが王子だとは思いもよらなかった。

　後にその正体を知ってからも、最初のときめきは変わらずシェリルの中にある。

　シェリルは言った。

「……あの誓せい約やくは生しよう涯がいのものなんでしょう……？」

　───四の星、四の光、すべてを導く一の玉。

　───聖なるイゼリアの源より出いでし流れは、ここに来きたる。我とそなたのもとに。

　───ここに、誓約を交かわす。

　───命尽つきるまで───……。

「命尽きるまで、我らはひとつの道の上にあり」

　誓ちかいをもう一度口にしたシェリルの瞳から、ぽた、と涙が落ちる。

「たとえシオンが王子様でなくても、私ひとりでも、何があっても。……どこまでも、ついていきたい……！」

[image: ]

　その言葉を聞いたアレクシオンは、少し目を見開いて、嬉うれしそうに微笑んだ。先刻牢獄から助け出されたときに浴びた光の塊かたまりよりも、ずっと眩まぶしい笑顔だ。

　そして。

「───……！」

　アレクシオンは強く、シェリルを両りよう腕うでで抱だきしめた。

　それはいままでで一番強く、そして甘い抱ほう擁ようで、シェリルは息を止めた。

「……俺もだ」

　アレクシオンが耳元で囁ささやく。

「何があっても、お前をつれていく。……どこまでも」

「……！」

　胸が、張り裂さけそうになる。

　それは悲しみや苦しみだけでなく、幸せであってもそうなるのだと、シェリルは生まれて初めて知った。

（……シオン……！）

　シェリルは溢あふれる涙をこらえることなく、アレクシオンにしがみついた。そうするとさらに強く、アレクシオンは抱き返してくれる。

　こんなのは正しくないという罪悪感は消せない。

　アレクシオンこそ、イゼリアの中で、一番明るい道をまっすぐ歩いて行くべき人なのだ。

（だけど、シオンは決めたのね）

　王子であること。

　国王と王おう妃ひの子であること。

　次の王になること。

　民と国のために、それらすべてを捨て去って、新たな道を行こうとしている。

　ならばシェリルはともに、その道を追うだけだ。

（でも）

　アレクシオンにしがみつく指に、きゅっと力を込める。

（……それでも、シオンはイゼリアの誇ほこりある王子だわ）

　そうでなければ、こんな道は選ばない。

（だから私も───……）

　アレクシオンの《四誓》として、全身全ぜん霊れいをかけて。

（これからもシオンを守るの。……命をかけて……！）

　あらためて心に誓約を刻む。

「……シェリル」

　アレクシオンに呼ばれて顔を上げる。

　まだ残るシェリルの涙に気づいたアレクシオンは小さく微笑ほほえみ、指でそっと涙を拭ぬぐった。

「何回目かな」

　その呟つぶやきに、シェリルは頰ほおを染めた。

　そしてやっと、小さく笑う。

「───……何回目かな、だとさ」

「おいおい、少なくとも俺らはそこまで数えるほど、そんな場面に出会ってないぜ」

　それまで我が慢まんしていてくれたのが、彼らの情け心だったのだろう。

　見つめあうアレクシオンとシェリルのすぐ側そばまで顔を近づけて、サリオとルーカスがにやにやと笑った。

「！」

「やだねえ、二人の世界に入っちゃって」

　サリオの言葉にはたと気づき、シェリルは真っ赤になってアレクシオンから離はなれようとした。だがアレクシオンの手はシェリルの腕うでを摑つかんだままなので、抱き合うことはなくとも、それ以上は離れられない。

　サリオとルーカスは、まだにやにやとしている。

「言っておくけど、俺たちもちゃんとついて行くぜ？」

「せっかくからかうネタが増えたのに、勿もつ体たいない真似まねはしないよなあ」

「ちょっと！　あんたたち、それでもアレクシオン様の《四誓》ですか！」

　ヴァルトがぶんぶんと手を振ふり回しながら怒おこり、その勢いのままアレクシオンの足あし下もとへ駆かけ寄ると、跪ひざまずいた。

「アレクシオン様、僕はこいつらと違ちがいますからね。僕は生涯アレクシオン様の《四誓》として、どこまでもご一いつ緒しよさせていただきますから！」

「だからもう王子じゃないって言ってるだろ、アレクは」

「すなわち、我らも《四誓》じゃない、と。お？　そうすると掟おきてとやらもなくなるかな？」

　さりげなくサリオが言い、シェリルに片目を瞑つぶって見せる。

　だがそんな気き遣づかいを察知するヴァルトではない。

「誓約は、そんな軽々しいものなんかじゃ───……むぐっ」

「うるさいよ、お前は」

　サリオはその大きな手でヴァルトの口を塞ふさぐと、にやりと笑ってアレクシオンを見た。

「ま、お前が王子でない時点で俺らも《四誓》って名前はなくなるけど、そんなの最初から必要なかったもんな」

「そういうこと」

　ルーカスがその隣となりに並んでサリオの肩かたに手を置く。

「シェリルやヴァルトの言うとおり。……一回、誓約ってやつをかわしちまったからには、アレク。腐くされ縁えんは生涯続くって、お前も覚かく悟ごしろよ」

　するとアレクシオンは小さく笑った。

「最初から、覚悟してた」

「───なんだ、それ！」

　サリオが呆あきれた顔をして、ルーカスが噴ふき出す。

　口を塞がれながらも、ヴァルトも笑う。その目には涙なみだが浮うかんでいる。

「───じゃあ、そろそろ行くか！」

　サリオがヴァルトの口から手を放し、のびをするように両腕を天に向かってのばした。

「結局どこへ行く？　カナンはなしとして」

　その言葉に、シェリルとアレクシオンは顔を見合わせ、くすりと笑う。

　シェリルの腕を摑んだままだったアレクシオンは、そのままシェリルを馬のところまで連れて行った。

　一頭の鞍くらの上に、軽々とシェリルを抱かかえ上げて乗せる。

　もう一度見つめあって微笑むと、アレクシオンは隣の馬へ飛び乗った。

　サリオとルーカス、そしてヴァルトも次々に馬上の人となる。

　シェリルは手た綱づなを握にぎった。

　岩がん壁ぺきとは逆のほうを向いて、顔を上げる。

　道はまっすぐと、その先にのびていた。

　生まれ育った国を出るということに、まったく抵てい抗こうがないわけではない。

　大好きな人々と離れ、見知らぬ土地に行くことに、不安がない筈はずがない。

（でも、このひとたちと───シオンと一緒なら）

　どこまでも、行ける。

「───決めてくれ、アレク」

　サリオが言う。

「どこへ俺たちを連れて行く？」

　茶ちや化かすように、ルーカスが言う。

「きっとアレクシオン様は、もう決めていらっしゃいますよ！」

　ヴァルトが期待を込めてアレクシオンを見る。

　シェリルがアレクシオンを見ると、アレクシオンがこちらを見ていた。

　問いかけるような眼まな差ざしに、シェリルは少し考えてから、言った。

「……シオンが自由でいられる場所に……！」

　アレクシオンは笑い、手綱を引くと、馬の腹を強く足で蹴けった。

　シェリルたちもそれに倣ならう。

「───まっすぐ先へ……！」

　砂すな煙けむりを上げて、五頭の馬は駆け出した。










「───……いまごろ、国境へ向かっているかしら」

　宮きゆう殿でんの一室で、窓の外を見つめながら、王妃カテリナは呟いた。

　すぐそばに控ひかえるステラに振り向き、寂さみしげに笑う。

「……すまぬな、ステラ。結局……そなたからも、愛いとし子を奪うばうことになってしまった」

「いいえ、姫ひめ様」

　ステラもまた寂しげに微笑む。

「これで良かったのです。これで───姫様の望みは叶かなえられたではありませんか」

　我が子の無事と、幸福。確かにそれが、カテリナの望んだすべてだった。

「──そうね」

　カテリナは小さく頷うなずき、もう一度窓の外を見た。

　亡なき夫である国王の面おも影かげを、そこに見る。

（陛下。───どうか、陛下と私の子を、お守り下さい……）

　そのときだ。

　派手な音とともに、部屋の扉とびらが突とつ然ぜん開いた。

「!?」

　同時に振り向いた二人が見たのは、怒ど濤とうのようになだれ込む大勢の衛兵たちだった。彼らの手にはむき身の剣けんや槍やりが握られており、その刃は先さきはまっすぐカテリナたちへと向けられていた。

「な……っ!?」

「───無礼者ッ！」

　ステラがカテリナの前に飛び出し、庇かばうように両りよう腕うでを広げた。

「そなたら、この場所をどこだと心得る！　王おう妃ひ陛下の私室に許可もなく……っ」

「許可は、私が出しました」

「！」

　その声に、衛兵たちの壁かべがざっと開く。

　現れたのは、第一王子にして国王代理を務める、ラルフシオンだった。

「……ラルフシオン……？」

　カテリナが眉まゆをひそめたとき、ラルフシオンはふわりと笑った。

　宮きゆう廷ていでは誰だれもが見とれる優ゆう雅がな笑えみで、彼の性質そのものを表すものと囁ささやかれている。

　その笑みを浮かべたまま、ラルフシオンは言った。

「とても残念です、王妃陛下」

「……？　何をいったい……」

　ラルフシオンの笑みが、いっそう深くなった。

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみが、残ざん忍にんにきらめく。

「王妃カテリナ。───前国王暗殺の罪で、あなたを捕とらえる」

「……っ!?」

　カテリナとステラが驚きよう愕がくの叫さけびを上げる時間も、ラルフシオンは与えなかった。

　手足と口を押さえられた二人は、屈くつ強きようの兵たちにより軽々と部屋から連れ出される。

「───……!?」

　極限までに見開かれ、問うように向けられたカテリナの蒼あおい瞳を見ても、ラルフシオンの微び笑しようは動かなかった。

「すまないな、アレク」

　歌うようにラルフシオンが呟つぶやく。

「最初から、お前との約束なんて果たすつもりはなかったんだよ───」










　イゼリア王宮に、血なまぐさい風が吹ふき始める。

　それをまだ、イゼリア国境を目指すシェリルやアレクシオンは、知るよしもなかった。







　あとがき







　こんにちは、槇ありさです。

　三巻、出ました！

　前巻と同じような出だしですが、この一言の重みは前巻以上のものがあります。

　私にしてみると「出ました」というか「出せました」というか「出していただきました」というか。要は、原げん稿こうを書き上げるまでに結構苦しんで、締しめ切きりも守れな……ごほごほ。

　以前のシリーズをご存じない方のために申し上げますと、こんなに早いペースで、三冊書いたのは初めてなんです。なにせ自分の中では「一年に三冊も出た！」という驚おどろきがありまして、これまで随ずい分ぶんマイペースに書かせて頂いていたのだなと、あらためて申し訳ないやら感謝するやら、です。

　さて。

　いつまでも自分の遅ち筆ひつ自じ慢まんをしていても仕方がないので、ちょっとこのシリーズを語ってみようかと（笑）思います。

　一巻のあとがきにも書きましたが、ともかく前シリーズとは少し違ちがったものが書きたくて、その中でも特に大きかったのが「身分違いの恋こいを書いてみたい！」という思いでした。

　昔から、障しよう壁へきのある恋の過程というのが読むのも書くのも好きだったのですが、考えてみたら、絵に描かいたような身分違いの恋というものは一度も書いたことがなかったんですよね。それを思い出したら俄が然ぜん書きたくなっちゃって、編集部の方との打ち合わせでも、やたら主張していたような気がします。

　そんな思いの中から生まれたのが主役カップルの二人で、あとの設定や登場人物たちは割と自然に出来上がっていってくれました。

　書いていて楽しいのは主役二人と《四誓フオース》の面々（あ、師し匠しようたちも）ですが、意外に楽しいのが、兄王子たち。

　良い意味で気軽に書けるというか、勝手に動いてくれるので、非常に助かります。でも私の悪い癖くせで、余計な設定まで考えてしまうんですよね。まあ、たいてい原稿に行ゆき詰づまったとき現実逃とう避ひで生まれるんですが（笑）案外これが表設定に生きて、「───あ、そうか、それでこの子はこう動いちゃうんだ！」と止まった指が動くこともしばしば。やはり人間はある程度妄もう想そうするということが大切なのかもしれません。

　逆に、妄想では何ともしようがないのが……薬や薬草の名前です。

　そもそも植物の名前なんてからきしで、ガーデニングもハーブもまったく知識がない中で、よくこんな設定の物語を書こうと思ったよなあ、と自分でも呆あきれます。敢あえて無理矢理接点を作るとしたら、学生時代に病院でアルバイトをしたことくらいですが、現代の薬の名前がここで役立つことはなく（笑）結局「ほにゃらら～」「ふにゃらら～」とブツブツ適当な言葉を呟つぶやいたものが薬や薬草の名前になっちゃっています。（一度、目を瞑つぶったままパソコンのキーボードを適当に打って、ちゃんとカナに変へん換かんされたものを取り出して名前にしたこともあります。さてどれでしょう、なんちゃって）

　まあ、登場人物の名前と違って、おかしな響ひびきでも許されるのが救いですね。

　あ、登場人物の名前といえば。

　こちらは割と、真ま面じ目めに探して命名しています。

　人名辞典っていうのかな。主に北ほく欧おう系で比ひ較かく的てき耳に馴な染じみやすい響きのものをピックアップして、あまり突とつ飛ぴな感じがしない名前を選んでつけています。

　一番迷ったのは誰だれだったっけ……。ああ、そうだ、《四誓》の一人だ。

　そうそう、それと名字。

　最初は全員に名字も考えようとしたんですけど、シェリルを考えて、次にイゼリア王家の名字を考えようとした時点でギブアップしました。

　そこで私、編集部の方に相談したんです。

「あのう……名字って……やっぱり必要ですよね……？」

「え？　ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ、なくても」

「（マジか！）ですよね！　ファンタジーですもんねッ！」

　と、ファンタジーなら何でもありだと言わんばかりの勢いで、前言撤てつ回かいされる前に「じゃあ名字なしで書きます！」と決めたのでした。




　……なんか……シリーズを語るというよりは、言わなくても良い話ばかりしているような気がしてきました……。

　でも、言い訳のようになりますが、物語の筋や大切な設定は、これでも真面目に考えているんですよ。

　物語も進むうちに重い部分も出てきていますが、さすがにそういうところは、最初から考えていた何本かの柱なのです。

　この柱がぐらぐら揺ゆれたり、ぺしゃん、と崩くずれたりしないように、しっかりと、自分が思い描えがいた世界を書いていきたいなと考えています。

　今回、自分でもとんでもないところで終わっちゃったなあ、と感じていますので、次巻も出来るだけ早くお届けできれば良いなと思います。

　それまで皆みな様さま、どうぞお元気で！


槇　ありさ　　
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槇まきありさ
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